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品 川 斗 - - 山 肌 -

にタイルというとき…

使用場所、目的、気候など総合的に検討しましょう

ひと 口にタイ l レとい っても手重委員はさまざま 。

床 が コ ン ク リ ー ト か木 造 か 、 ま た 使 用 目 的 が 廊 下 か 台 所

か、 歩 行量が多いか少なし瓦かによって最適のタイルを選

ば な け れ ば な り ま せ ん 。 また接着剤 も 、 タ イ ル に よ っ て

床 に よっ て 変 わ っ て き ま す 。 タ イ ル の も っ す ぐ れ た 性 能

を 充 分 発 揮 さ せ る た め に 、 正 し い 仕 様 と そ の 工 法 を 知 っ

て い た だ き た い一一一タ イ ルの 田島応用化工は、そこで、

工 法 を 中心 に タ イ ル の すべ て を 一 冊 の 本 に 、 ま と め ま し

た。御 希望 の 方 は 下 記 に お 申 し 出 く だ さ い 。

実 費 で お 頒 け 致 し ます 。 ( 送料共 ・300円)

マ

三 星 P タ イ ル の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ー I I ー I 3  (  8 6 6 )  6  I  0  I  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 | ー 7 4  (  4 4  1)  5  9  5  I  
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 本品は特に各部品の材料を H今l床し 、表面カラ古

びないようボンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

・ 焼{. J 塗装仕上製品の他 に、他の持出 し吊の I1宛

昔11 ( 吊込後扉から露出する昔11分) に S U  S 27 

( 18. 8) ステン レス 製へア ーライン仕上 の化

製tカノ〈ーを付 けであります。

. 同!I ii;告11分にナ イロンベアリング及びスラス ト

ベアリングをほ人しであります。

. 別製の設計製作をも歓迎致します。

• 

- 弊 社 製 立 枠付

ピポ γ トヒ ン ジ

は;ー

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ませ ん 。

• 

う ; 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

哩すニ ｾＮｉＮＭｲ ・・ ・・

K
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本軽快なワンタッチ

従来 のゴム 戸当りと違 って、ワンタ ッチ

で軽〈接触するだけで、ホ ールド します。

牢強い磁気力

磁気力 が強力な ため、風力な どであふら

れて離れるよ うなことは全然ありません 0

. 設備場所を床 にお求め の場合 、床周デ

ザイン のものも用意 しております 。

• 

• 

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生野 区 巽 矢柄 町一 五 一 番 士也

大 阪 (7 5 1) 3 6 5 3 - 5  
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日本建築協会会告

‘ 通 常 総 会 開 催 通 知

本 年 度 通 常 総 会 を 下 記 の 通 り 開 催 い た し ま す 。 ど 多 忙 の と 乙

ろ ， ま と と に 恐 縮 な が ら 何 卒 ど 出 席 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し

上 げます。

昭和42年 2 月15 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 束 畑 謙 三

... 記

‘  

と き 昭和42年 2 月 27 日 ( 月 ) 午 後 4 時

と こ ろ 近 畿 建 築 会 館 4 階 集会 室 ( 東区北浜 3)

議 案 1. 監 事 1 名 選 挙

2. 本 部 所 属 評 議 員56名 選 挙

3. 名 桂 正 会 員 推 挙 に | 刻する 件 以 上

4 日本建築協会創立50周年記念

事業実施予定

事 業 | 臼 P'j I 会

>n 

J lI 

展 覧 :i:; 
3 月30日(4木月) -

4 日( 火)

阪神百貨庖 2 メ階L  

ｾＮ岡原 ￟

たt
，sF1aL ・

f災 5 月 13日( 土) 午後 211. 'f 中央公会堂

ま品 滋i 会 6 月23日( 金) ( 予定〕 大(予阪7ζ科) 学技術センター

記念、出版図 21 (未 定)

50周年記念号 建築と社会 3 月号

5建0 周年造記念物 大立阪di の公共定施設( 懸

設，m 予

上記記念事業の詳細11は追って木誌に会合します。

上記以外の記念事業の詳細は 5. 6頁のとおりです。

4 会館基金への寄付金額受領

さ き に 近 畿 建 築 会 館 建 設 資 金 借 入 金 の 一 部 仙 識 を 行 な い ま し

・ たが， そ の う ち 下 記 の と お り 会 館 越 金 と し て 寄 付 を い た だ き ま

し7こ。

本 会 の 基 礎 を ま す ま す 強 固 に す る も の と ま こ と に 感 謝 の い た

り で ，乙乙 lζ 誌 し て 厚 く お 礼 申 し あげます。

記

苔 150，000 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社 殿

司 昭 和41年度東海支部見学会

駿河路を尋ねる一泊旅行

日 時 2  J:.I 25 日( 土〉午前 91時 Ob介) > 2 J J 26 日 ( FI ) 午後

71時( 解散〕

集 合 所 名古屋テレビ搭ト ・北側観光パス羽川再E'l IJ:g  

.  目線東急敏パス

会 費 2. 5
1

∞円( 交通貨 ・拝観料 ・昼食 ・夕食代 ・術泊費) 集合

場所までの交通費は各自負担の
ζ

と勺

定 員 4 0 名

行 程 25日 テレビ犠下発 91時30分→弁天島( 昼食) 11 1r! j40分→駿

府会館 2 時30分→侮蔭寺 3 時30分→宿舎 4 時30分( 懇親会)

26日 宿舎 8 時30分→汽船三保松原 9 時50分( 昼食，自由

解散) →草なぎ体育館 121時30分→登呂遺跡 1時30分→舞坂

4 時50分( 点中夕食) →名古屋 7 H!} ごろ解散。1' ( 切ノイスは

東急鋭パス，リクライニングシート . デラックス車

申 込 別途詳細通知( 禁占 ・東海文部会. t i . のみ発送) をど覧のう

え，東海支部( 名占屋市r! I区武千四T 1- 12東海鐙篠文化セ

ンタ ー内〉あて「往復祭必J Iζ て 2 刀17日( 金) までにお

申込みください。 r往復菜占」には氏名 ，勤務先名 ，イt 所

氾話蓄号を記入し . r返信用禁 .!} J には必ず宛名をご記入

くださ L 、。

‘ 創 立50周年記念事業資金受領報告

( 12月末日 迄 分〉

50周 年 記 念 事 業 資 金 を 下 記 の と お り 受 領 い た し ま し た 。 PZ く

お礼申し上げます。

，;己

五 日 会 殿 2. 000. 000円

| 刻 丙 む j J 殿 200. 000円

石川建 築 事 務 所 殿 30. 000内

i甫辺建築事務所殿 30，000円

小河建築設計事務所殿 30. 000円

海上静ー建築 ‘jJ : 務所殿 30. 000円

Bl ｾ ｉＧ 小 西支ｉＡ［築ポ務所総 ｴ 30. 000円

大阪建築事務所殿 30. 000円

双星社竹腰建築事務所殿 30. 000円

村野森建築事務所殿 30. 000内

中沢建築事務所殿 30. 000円

伊東建築設計 事 務 所 殿 10. 000円

池田宮彦設計事務所殿 10. 000円

大井建築設計事務所殴 10. 000円

岡本建築事務所殿 10. 000円

河井建築設計事務所殿 10. 000円

小林得志建築 事 務 所 殿 10. 000円

久米建築事務所大阪事務所殿 7，000円

岩 下 明 正 殿 3，000円

野 々 村 五 四 男 殿 2，500円

井 上 正 一 殿 2. 500円

久保民l 種 吉 殿 2. 000円

白 石 登 喜 男 殿 2，000内

田 中 隆 殿 2. 000円

中 村 宣 明 殿 1，000円

元 橋 文 男 殿 1. 000円

天 羽 ili J 殿 1. 000円

水 野 友 義 殿 1. 000円

小 寺 義 信 殿 1. 000円

谷 忠 義 殿 1. 000円

手 貿 微 殿 1，000円

柴 田 啓 一 殿 1. 000円

高 井 功 勝 殿 1. 000円

正 問 降 rt' 殿 1. 0001':1 

大 村 重 吉 殿 1. 000円

浅 香 i時 { 午 殿 1. 000円

佐 藤 公 男 殿 500円

井 上 昭 夫 殿 500円

徳 弘 貞 吉 殿 500円

妹 尾 夫 殿 500円

松 凶 昌 平 殿 500円

鵜 飼 徹 夫 殴 500円

ｾ 入 E  音1 2. 566. 000円

3  



日本建築協会会告

4  

4 第 5 回実務に直結した建築工事別説明会

「無音無振動基礎工法・合成コ. ム系防水工法説明会」

日 時 3 月 8 日( 水) 午後 1 時30分 → 4 時30分

会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 4 階 ・401号室

( 大阪 市 西 区 切 1 ，市ノイス靭公園 iii j)

定 員 200名 ( 申 込 は 不 要 で す 。 お 誘 い 合 わ せ ど 出 席 下 さ い 。 )

説明題名 ・説 明 者

『合成 ゴ ム 系 各種 防 水 剤 並 び に 施 工法 j

日本ゴム株式会社技術部，課長 深 井 三 郎 氏

株式会社ヱパレヂン工業所社長 桑 名 栄 助 氏

『既 製 コ ン ク リ ー ト 杭 の 掘 さ く 式施 工 法 』

日本コンクリ ート工業株式会社技術部長 高 野 民 夫 氏

『ピア一 基 礎工 法 の 問 題 点 と そ の 処 理』

清水建段株式会社研究所 高 橋 賢之 助 氏

『ア ー ス ドリ ル 工 法 の 概 念 と そ の 問 題 点』

東洋基礎工業株式会社 有 馬 敏 之 氏

S アース・ドリル工法の概念と問題点

近年，1持fr 市街地に おける構築物の基礎工法として ，Wii合無振! WJ による大口径コンクリートクイ工法が

盛んに使用されている。

ζ の場所打 コンクリ ー トクイ胞工法として，ベノート工法に始まりアース ドリノレ工法，ウィリアムデイ

ガ「ー工法，ホッホスト ラッセ J レ工法，さらにリパースサ ーキ ュレ ーシ ョン工法，各種オ ーガーによる掘さ

く工法が各社で開発され，使用きれている。

乙れら各種工法に も一以一短があり ，設計する人，施工を管理する人，工事を担当する人 Ir ，それぞれ

の問題点、を投げかけ，悩ませている。

こ乙では特に アー スドリル工法の疑問点をとりあげ，その検討の一例をあげ，その概要を報告する。

- エパレヂン防水の新製品と工法

... 

• 

( I ) エパレヂン E X- G工法 ・
従来はネオプ レン 溶剤タイプの防水液を 7尼・または 8k1位積層し，その '1'聞に防水層強化のために ，グ

ラスファイパーもしくは ，ビニロ ン，フィ ラメントを塗り乙んでいたが，結局は国型分の量と防水j瑛似の

均一および、乾燥時におけるピンホールの有無K 依り ，その効果を左右する。今回開発された E X- G工法

は，ネオプレンの商粘皮のものにグラスファイパー ，チョップを混入し ，プライマーの上 fCj 亨く銀会りし

従来以上の膜厚を形成する工法である。

( J I ) エパレヂン T . A. 工法

無溌泡無溶剤j のポリウレタ ン，コ' ム防ノk工法で，主朔j と! 従化剤の二被性のiElul をmい，可佼H寺間の(1制限

はあるが，溶剤に依る従来の欠点を完全に補い，金銭仕上げのため ，所裂のjt; r . みに均した後 ，モルタノレま

たはアノレミ箔で保護する。

- 既成コンクリートくいの銅 さく施工法

(1)  スパイラノレオーガ工法

下杭建込み後，杭中空部』ζ 符: 人したスパイラルオーガを回転させて掘さくし ，スクリ ューの作用で土砂

を上部より排出 しながら述続的! と抗を沈設していく。下杭沈; 没後 ，[1' 杭を主主込み，まずスパイラ J レを述結

したのち杭を溶接継ぎ して. 掘さくをくりかえし ，順次上杭におよぶものである。

(2)  N C式沈設工法

本体アースドリル機を所定の机，t、Iこ合せ，上旬胞の孔壁を保護する fr 必裂な長さ のケ ーシングを掃入で

きる深さまで索掘りを行い， その後ケーシングを抑入して所定深度まで杭径よ りオ ーバーサイズlζ 掘さく

する、孔壁のMj 衷( L 対してはベントナイ ト液を注入して予防する。

紙面の都合によ り詳細はi ! f IJ愛するが ，(3) N N式工法，(4)N  S 式ジェット 工法などlζ ついても当日は説明

をいたしたい と存じます。

• 



本会が，大 正 6 年 lζ 故片岡安氏を中心! とかl立 さ れて， 来る 3 月30 日で創立 満50周年の

輝かしい記念日を迎え る とと にな り、 ま乙とに感慨深いものがあります。半世紀 の 変 選

日本建築協会会告
を顧りみ ，先輩諸氏のど昔:労を偲びな がら ，明 日へ の本会の 向上発展を書いたい と存じ

よ り充実した記念事業を実ます。 乙の記念すべき年 にあたり ，全会員 の力を結 集 して，

、

i

!

r

i

r

 

施いた したいと存じます。何卒会員各位のど協力と 記 念 事 業へのど参加 をお願いいた し

創立50周年記念事業
ます 。

昭 和 4 2 年 2 月

ンディによる 。 b ) オフ ィシヤルハン デ ィ

のない方は，最近のスコア カード 3 枚を拠

出する 。ハンデ ィはハンデ ィキャップ委貝

会で決定し本人 le連絡する。 c ) ハンディ

29以下はすべて28le練り 上 げます。

(41 入賞断位は，ネッ トスコアによる。 但し I司

スコアの場合は，年長者阪とする。

日本建築協会会員に限る。

6，( 問円( ビジターフ イ ・キャ ディ フ

イ・ロッカフイ ・その他ク ラブ諸賢，

昼食代 ・懇親会費) 但 し， 個人の飲

食代 ・物品購入代は含みません。

同封の申込書に所定事項を記赦し

て，申込金 2，∞0 円を添えて事務局

にお申込みくださ い。

申込期限は. 2月28日 (火) として

いますが，定員 l∞ 名lζ 達し次第期

限前でも締切 ります。 但 し，申込者

で3 月20日ま でに取消 しのない場合

は申込金は返済いた しません。

申込期限後，簸技蚤貝と ハ ンデ ィキャッ プ委員

で作成し ， 必ｾ事項と併せて通知 い たしま す。

l 位〔日本建築協会長賞) ， 2 位〈記念懇親ゴ

ルフ大会長賞) ， 3 位( 日本建築 i畠会ゴルフ同

好会長賞) ， 4 位- 20位， 飛び賞，B . C :ll， 

B . B貧， 敢斗賞外多数の特別賞。

シニヤー 賞 ( 1 位- 10位，飛ぴ賞〕

競技終了後， クラ プハ ウスにおいて賞品授与と

恕観会を1世します。

園詳細は建築と社会誌 3 月号会告でいた します

第 1 回特別見学会

『東京の新建築見学会』

本 建 築 協 会日社団法 人

第 l 日・3 月22 日〈水)

第 2 日・3月23日 (木)

集合所 ・皇居半蔵門前 ・午後 l 時30

分

行 程 ・集会所( パス) →新宮殿現

場見学( 楽部音楽堂) 1. 40→4. 30解

散 ・皇居半蔵門前4. 50

集合iJr ・東京駅( 丸の内側) lrrl ・は

とパス駐車場 ・午前 9 時20分

行 程 ・集合所( パス) →国立劇場

見学10. ∞- 1 1 ∞→千代印生命本社

見学11. 30 ( 昼食) 1 ∞→霞ヶ関超

高周ビ J レ現場見学1. 30- 3.  00→赤坂

離宮見学3. 20- 4. 40→解散 ・東京駅

ii ij 5. ∞ 

開 催 日

日

3 月 4 日まで1ζ 同封の巾込j ] J ，ζ 所定

事項を記載の上巾込み下さい。定員

50名lζ は参加証を送附いたします。

会 費 卯O円( 第 2 日昼食代その他)

圃 (i主〕東京までの汽車賃，宿泊費などは各自の負担

ｾ 霞 ヶ 関 Ｓ 丁 目特定街区超高層ビル

設計監理 三井不動産株式会社

抹式会社 山下寿郎設計事務所

鹿島述!Il: 妹式会社

三井述ilIl: 抹式会社

J I ! 京都千代! 日 区践ケ凶 3 丁目

敷地面積 16，319. 97 n?  

建築面積 6，138. 42m' 

河! 由郎基準階床面積 3，505.  28m' 

x! ! i 床面積 153，223. 69m'  

第 i 湖東京倶楽部ピルを含む延床面積

165，692. 33 m' 

駐車梅雨積 18，471. 60m'  

得積算入面積 147，220. 73m'  

( 当敷地は第 7 麗容積地区のた め，容積率は

700，百である が，rねケ 関 3 丁目特定街区」 の

指定ととも に 3 ;!IJの割増が認められて容積率

Ｙ ＱＰ ｾ 百となる 。Ｉ

ｾｩ 也 ＡｦＮ 7296 

府 数 地上36階 地下 3 階

品 古 地上 G L +  147m 

地下G L - 17.4tn

駐 車 引 収容台数約500合

エレベ - 9 一致 34台

( 速度300 m/分- 150 m/ 分 )

附和37年

昭和43年初

( 第 2 ltJl 超高層ビル竣工予定〉

申込方法

貧

懇 親 会

。自，"l llII IIIJ I1ULIII IIIIIIIIIIIIJ IIII II IIUlJ tl l ll lJ ll l lll l1l ll1l Ill llll ll UI LJ l l llI Ll t1 lJ UIUl l lUt lllllll l ll ll llllllll1
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日第 1

第 2

創立50周年記念式典・祝賀会

時 3月30日(木) 午後 2 時- 4 時30分

場 太閤園

( 大阪市都島区東野田 2 - 1 電話351- 8201'番

但 し:級寄駅市電片町 ・東野国/ 京阪 ・片ar より

徒歩 5 分)

新館 2 階ゴー J レデンホ ーノレ( 午後 2

E寺- 2 時50分)

矢野盤作 ( 総務部副雲員長〕

J J ! 畑線三 ( 会長)

波紋大臣 ・大阪府知事 ・大阪市長 ・友好団体

代表

( 歴代の会長，副会長，名誉正会員， jJ1J立蚤員

多年在任の役員 ・餐貝，支部関係者，事業関係

者，会員 グループ代表，およ び友好団体など，

本会の発展 I CU献された方々 の功績I e 感謝 ・顕

: t t いたします。〉

感謝状並に犯念品泡呈

感謝状受領者代表挨拶

閉式の辞 岡本弘Ｈ 総 務面 ｉ ｊ ｾ Ｎｯ 長 〉

祝 賀 会 ガーデンパーティ場 ( 3 11与- 4 時30

分)

閉会の苦手 山本袋樹( 総務別養貝長)

挨 拶 塚本猛次( 記念事業安員長〕

開宴の辞 耳I畑謙三 ( 会長)

祝 辞 ( 本会長老 ・友好団体代表〕

万歳の三唱 ( 建築界の長老〉

閉会の辞 楠井敏克( 総務安良長〉

国祝賀会にふさわ しい余興および企画をいたし

ておりますので会員各位の多数参加を お願い

いたしま す。

会 費 1，反わ円( 別に補助があ ります)

申込方法 3月10日までに同封の rl 1込書で願い

ます。定員3∞名

日

会

"  

参加資格

参 加 費

組 合 せ

申込方法

記念式典

関式の辞

式 辞

祝 辞

表 彰 式

• 

• 
ヨ二

所 在 地

規 膜

施

4月21 日( 金) 集合 ・午後 l 時30分

→解散 5 11寺

野田ボ ウリン グセ ンタ ー

( 大阪市福島区鷺洲南 l 丁目 32番地 m話 ・458

- 9切 l 番)

( 最寄駅 阪神電車野図駅 ・国鉄環状線福島駅〉

競技方法 3 ゲーム( 1チーム4 名)

参加資格 日本建築協会会員に限る。定員120名

賞 団体: t t ，個人J a. 年令別: w: など多数

参 加 費 4∞円 ( フ。レ ー諸資〕

置詳細は建築と社会誌3 月号会告でいたします

時

場

白

A  

=  

場

日

A  

=  

計画着手

竣 工

‘ 千 代 田生命本社

設 計 村野 ・森建築事務所

施 工 大成怨設株式会社

期ユ;

ソフトボール大会・予告

時 5月11 日( 木〉集介 ・午前1011与→解

散 6 時30分

大阪巾央公会堂哀 ・京阪観光ノぜス

関西電力総合運動場

日本建築協会役員 ・委員

• 

日

集 会 所

会 場

参加資格

懇 親 ゴ ル フ 大 会

時 3月29日(水) 集合 ・午前 8 時30分

スタ ート ・9 時∞分 (OU T ・I N)

鳴尾コツレフ倶楽郎 ・コー ス (Par 70 

Y ards  6，095)  

川 西 市 西 駐 野 金 ヶ 谷 包括山下 I I ・15l1f

( 会泊l ! 内図 ・交遜機関むどは宰加者 K 別送)

想親ゴルフ大会・役員

会 長 村野藤吾 ( 村野線事務所〕

怠 与 伊東正 也 ( 伊点事務所)

; J . ! 行委員長 佐野正一( 安計事務所)

幹 事 山口 吾 郎 ( 不二廷設)

問 長吉 ( 斉久工業)

侃本秀尾 ( 八千代電設)

地頭政人 ( 小(民シャァ タ 〕

( 以下26委員氏名は略 します)

(11  18ホー ルズ ・ス トロ ークプレ イ

(21  )レールは ，.J  . C . A競技規則 および ローカ

J レ・J レールズによる。

(31 ハンディキャップは，a ) オフィシャルハ

競技方法

5  



所 在 地 東京都目黒区上目黒 2 丁目 1985

締法規校 本 館 鉄骨鉄筋コンクリート泊

別 館 地下一鉄骨鉄筋コンクリート造

地上一鈍鉄骨

玄 関 練 鉄骨鉄筋コンクリート造

クラブ ・lIi席 鉄筋コンダリート造

敷地面積 18. 127111' 

建築面積 9. お0111'

延 面 積 51. 636111' 

階 数 本 館 地 下 3 階，地上 6 階

塔 盛 3 階

別 館 地 下 3 陪，地上 7 陪

権 箆 4 階

玄 関 棟 地 上 3 階

クラブ. l I i 雌平家

事干 高 本館上高座 3 0 m

別館塔屋 3 2 m

工 却1 着 工 昭 和38年11月

稜 工 昭 和41年 5 月

4 国 立 劇 場

投計監週 基本般Ut 岩本陣行{ 也13名

実施設計 建設省営絡局

工事監理 同 k  

施 工 株式会社 竹中工務庖

所 在 地 東京都千代田区1ド町13帯地

敷地面積 30. 047. 83111' 

4躍進組談 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上 3 階 ・地下 2 階

廷 面 積 26. 567.∞d  

建築面積 10. 807. 10111' 

軒 高 一般部分 14 m 

最高部分 23. 4m

内 容 大劇緒( 客席数1. 746) ・小劇窃( 客席数630)

・資料展示室 ・図書室 ・録音録画室 ・賦写室

. 悩劇舞踊演習室 ・管理' 関係主 ・駐車劫

工 即i 昭和39年 8 月~昭和41年10月

. . . 赤緩 JIII 宮

明治31年，宮内省 IC東宮御所御造営局が: z t 位され，片山東

熊内匠球技師の段計のもと に翌32年起工。 39年 ICは殆んど

完了していたが. 42年 IC残工事を終り，約10年 IC渡る大工

事を完成す。段式は本格的なパロッず ，リパイパルで， 明

治建築の総決算とも 宮 うべきすべての而に優れた記念すべ

き建造的である。外観はベルサイユと J レーヴノレの雨宮殿を

渡し，構造は鉄骨叫{ 瓦造外面石貼で耐E量的な 考慮 IC 技術の

総プJ が払われていた，また，役倒においても当時の紋河水

触を行くもので ， 温度自動銅筋談凶付の温風暖 ｢ｊＮｾ 主 凶 をつ

け六J / Sの先也被を備え，衛生設備も完備し ていた。 今一つ

注目すべき ζ とは，従来の明治建築はむしろ外観のみに Jt

E が向げられていたが， 己の建物は車内設飾 IC も鰐民的な

水司自を見るととができる。弘はd f ; 坂総宮を 「明治建築の日

光」 と称しているが，正に日光にふさわしい豪壮車夫な述

築 で あ る 。 ( 林 野 〉

第 2 回以降・ 特別見学会 ・企画表

高松の走行悠築と淡路方面見学会

( 4 月下旬 ・2 泊 3 日)

阪神の新建築見学会 ( 5 月上旬・ l 日)

広島 ・倉敷方面の新建築見学会

( 6 月上旬 ・2 泊 3 日)

桂 ・修学院総宮と茶室見学会 ( 6 月中旬 ・1 日)

秋の信州路を訪ねる会 ( 10月下旬 ・2 泊 3 日)

・上記の企岡鮮細は建築と社会誌で発淡いた します.

4 新 宮 殿 造 営

実路設計，施工管理 宮内庁( 臨時51居造営部)

基本設J h昔 東京芸術大学教授吉村瓶三

施 工 若 宮殿造営工事共同企業体

鹿島建設抹式会社

清水迎股除式会社

大成建役掠式会社

株 式 会 社 竹 中 工 務 底

抹 式 会 社 大 林 組

工 期 昭和39年 6 月~昭和43年秋

建物構造線模

株 名 称 |  嫡 造 |  階 数 | 建築面積 111' I 延面積1 1 1 ' 1  

袋御陵ｾ $ J t 函広ンタリ ート 造 1  =幸 iE寸 川3. 91 1  川 61 一 !

附 胤 線 11 fI I 主 ! 階 I 829. 53 1. 659. 06 開 | 一 ! 下 l 階 I u " .，.<J ，J ω  

即 I 上 i 階 I ， ｾｾｉＧＡ＠ e .， 
正 殿 '1 11 ｉ キｾ ::-: .  I  1. 566. 63 I  凧 I 下 l 階 1 J.， J U V . u. J  I  

3. 4  休 所 11 11 1  去凶で! 階 I  324. 07 I  
間 I ーー部地下 l 階 1  . J u t . U f  I  

ギ ャ ラ リー二 一 一 二 " 一 一 一 一 一 生 竺一 | 竺竺_0 _1 _ _  5竺央

小 食 a ! I  "  n一一ーヨU L i l f 竺 1 _9どと

品 目 | 上 l 階 I "  "' " "" I  大 食 堂 11 11 ｉ キ ｾ ｾ＠ I  2. 919. 22 8. 必0. 34品 I 下 2 階 ! u ，; J J. ; J . GL. 

一 一三τ一 一 一 一 ー で 十 一寸一一語1 : 1 信一 一 一 一一一一一一| 一一一一 一 一 一

大 広 間 11 11 1  事地下 i 階 |  

. "巴 品・ ｾ｟ＮＮｨＢ Ｂｾ Ｎ＠ ｟｟ｾ Ｎ，＠ I  j也上 l 階 I " .̂  " "  
献 』ド及び トレンチ 鉄筋コンクリー唯一郎鉄骨入 | 竺 志 地 下 i 陪 I  504. 35 I  

駐 車 場 11 11 地 下 1 階 7. 185. 61 I  7.185. 61 

段 備 セ ン タ ーー 鉄筋コンクリート造 | ーー部地下 2 陪 1. 418. 60 I  1. 6ω . 23 

19. 282.03111' I  33. 413. 98m'  
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日本建築協会 創立 50周 年 記 念 モントリオール万国博視察団派遣
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昭和45年千里丘陵での日本万国博ili 設の課題 l乙資するため ，標題視察団の参加者を募集いたしま

したととろ ，〆切期日までに 110名に述し ましたので下記の日程で笑施いたします。 募集 {ζ 際してど

協力いただきました会員各位にお礼申しあげます。

建築事務所関係 32名，建設関係 23名，管工事 ・電気関係 18名. 建材関係 ' 2J 名， その他 10名.

H 110名

【観察団 ・日 程表1 ・昭和42年 5 月24 日( 水) → 6 月 6 口( 火) ・14日間

|叫 月阿日則〔岨咽船川)リ! 地 名」竺竺型F吋E時 叫 寺

1  5 月2μ4 日 水 1)来在 h忌宅拍 I Ａｾ例 ＴＰ カナ F 太A平炉符面喰| 到郡休4益童後市内見学 |いJ マン ク 一パ一
i パ ン ク ー パ ー 着 I 1220 I  4  0  2 住! 仲 宮 川 -，t-

ｼ 判豆亙 Ｊ ｉ ｾｊｊ ぷ ｚＲ 司 ι ｼ ー ヵナ刈 ｚｅ Ｚ て コ … オ ー ル

3  I  5月26 日 金| モントリオール I  I 万国博視察( セミナ一関他)

日豆27 S i: 1""" トリオール 1 :  でコー " 一;
5  J  5 月28 日日| モントリオール 1  I  1  ( 制， q d王手毎 iζ 視察)

仁川 ＲＹｾ ｟ｪ モントリオール I  ( 自由研究見学〉

7  5 月初Zス-1ｾこり ［ 二 ＷＳ ［ Ｑ 総 力ナタ航5 ' 6 0 使 I ｾｾｩＺ＠ Ｚｾ観 察 ト ュ ー ヨ ーク

8  5 月31日 水| ニ ュ ー ヨーク ニ ュ ヨ ーク博跡事l用状況観察 l

|ゴー6 月 l 日 木 1; 日ヨ「2212i

10 I  6 月判長一庁マ γ 5 2 | i諮

ｾ ｊ＠ 6 点目土 |τ h  コーl

12 I  Ｖ 月 Ｔ 日日 ｉ ｾ ス ＷＳ ゼ ｊｚ !?:; 

13 6 月 5 " 月 | ロス アンゼルス先 1000 

14 6 月 6 日 火 1 来 Ji'?1 1725 

7 メリカン航空 7 イ ラ デ ル フ イ 7 . ポ ル テ 4 モ I ｾ＠ '. .. ， 
1 ' 7 シ/ ' r  /' 

2  2  9 使 了視察後ワシントンへ I  '  ， ， ， 

7 メリカン航空 I  . . . . ' ，. ， l  . . ": l : ' oi : 1 "u w  I  .'， ... -.'  1  

3 5  5 便 | ワシントン市内観察 | シ カ ゴ |

二 j シ カ ? 服 二 てI "  I  

ア〆リカff 子使 盟l綿 布 内 観 察 | ロスアンゼ J レス |

日 本 航 空 訂 正 空 路 東 京 へ 一二一区Ij:l i自 |

| 羽悶税関 後 解 放

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

‘ 白鶴酒造(株) 製品庫新築工事見学会 司ホテルエコー・オーサカ見学会

日 時 2月25日( 土) 午後 1J時30分- 4 時30分

集 会 所 阪神電車神戸線「御影」駅南出口改札附近

申 込 2月23日までに電話で願います。( 但し定員50名)

建 物 概 要 設計，施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神戸市東灘区住吉町新兵衛新国

敷 地 面 積 2. 897111' 

権 造 鉄骨平家m 川鉄テ ーパースチール

建 築 面 積 1. 497. 6111' 

軒 高 4 . ωOm

製 品 収 納 4. 0∞石- 4 . ω0石

工 期 着 工 昭 和41年 6 月 3 日

綾 工 昭 和41年 8 月20日

6  

日 時 2 月28日 ( 火) 午後 3 時( 集合) - 午後 511年( 解放)

集合場所 近鉄アベノ百貨庖筋向い。阿倍野橋南詰 ・表記ヒツレ南

侃Ｎｾ表玄関前

申 込 2 月25日までに電話で願いま す。( 但し定員50名)

建 物 概 要 投 計 監 理 ( 株) 田中小西i J ! 築事! &所

施 工 i I I 水建設株式会社

所 在 地 大阪市阿倍野区阿倍野筋 l 丁目 67

延建策面積 9. 574. 1111' 

車構 造 鉄骨鉄筋コンクリ ート 造

地下 3 階 地上 9 階 塔屋 3 階

工 期 器 工 昭 和40年 7 月

唆 工 昭 和42年 2 月

.. 

• 

• 

• 
1，] 



酒 lpl ) 伽

K  has changed vぽ y litt!e， ap戸: ari ng on the 

Moabi t esωne [earl y 9th cent .  B.  C.，] but  wri t-

ten 合o mright ω! eft，司. probabl y changi ng ω  

the present f or mwhen the Greeks 位ansposed

the Semiti c mode of  wri ti ng.  It was  80met i mω 

wr i αen IC.  

-
K.  K は ( Ir，W から ) ほとんど変 っていなも' . 1，i tJJ に現れた のがモアプのおに却l まれていた L ので[ 紀J c ljij 9世 紀 初JUll 、

むか ら/. r: へH のように g かれていた . ｦｊｕ ，の ｾｉｾ にな っ たのはＮ )-;そ り〈ギリンア 人がセム人的. I i - ，i o去を ，Ir . 鍛えた可iのことであ

ろう. IC とg かれることむあ った. 俺Moab 附録的 ｾｕ［ ， 吋るノリア向山 ｛｛ＧＱ
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Ll usi n its 凶 ω可 changed f onn many timω 

but 四 di ng wi t h one a1most identical  wi th 

thatof タ) ( ) B. C. [ LJ τne Rom.ans gave it i匂

pr'ω 回 tform. τ ne Cori nthi an fonn was  /' .  • 

L.  L はその l政史 にお川て幾l主む型をかえたが、それむ紀元l I 'i 900年可lの [ L l とよく似た唱に終止符を打 った。

それを現在的 ｾｉｾ にしたのはロ ー Ｗ 人である Ｎ コリントのｾｾ 'i l ' であ った。
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読者の頁

役摘をおまちしております。掲援の

分には祖品進呈いたします。

日 新春の初夢二題 口

1. /c=1c コンクリー卜の出現

コンクリートの 強 度 が，/c=1c になっ

たな ら，そん なセメ ン トが新ら し く発 見

されたとした ら，現 在 の 鉄 筋 コン ク リー

ト工 学はそ の特質をなく し， 根 底 か ら 転

回する ことになる。構造 計 算 も そ の 一例

として，

Td← b= 20c m D = 40c m 大梁の 強

｟ ｾ ｾＱ＠

Ｑ ｾ＠ 度 を 検討 しよ う。

bd
2  

五=五= 60kg/c m
2
，Z = 一子 = 5，333

R M  =  Ic. z  =  60 x  5，333 =  320t ・c m

同様に現在のもの

Tお D = 40 d= 35 j = 31c m 

ｬ ｾ＠ / c= 1. 6t / c m2  ac= 5. 67cm
2  

，Lo'Y， 

R M =/c .ac・j = 1. 6x 5. 67x 31=

280t ・c mとなる。

鉄 筋 を 何 人 す る 乙 と と 新 ら し い コンク リ

ー卜 の 鉄筋のないものとの 差 が1096ます

次 lζ /c=fc となると ，コン クリ ー ト素

材 の 加 工，工作が自由になり ，木造と 同

じようにして高層ビルが建 設できる。

さらに亀裂なんか昔の夢物語で ，でき

るはずはない構造物と ， なりかねない。

2. 理 論 建 築 学 の 誕 生

理 論 物理学 ，原 子 工 学 は 新 ら しい 工業

分 野 lζ て最近 lζ 発 見 さ れ た 分 野 で あ りな

がら ，工 業 の 先端 を 独 走 し て い るの が 現

状 である 。

私 は 建 築美 術 ，建築工学はあまり 科学

的ではない乙とは解り切って は い るが ，

乙れらは建築物の本質，原 理 ，原則， )レ

ー J レにまでは及んでおらない。 現 象だけ

を 対象 にしての論 議 で あ り， 研究 ，実 験

にし か過 ぎない 。本 質 論 ，原 理論そし て

次 元 の 高 い 見 解 か らの理論建築学の誕 生

を 心 か ら 期 待 し た い 。 ぜ ひ 生 ま れ さ せ た

いが，私の 夢 なのである。

では 具体 的 に は ， 何 か 。 私 は 主 と し て

建 築 の う ち の 一 分 野 ，左 官 技 術 に 没 頭 し

て き た が，左官とは何ぞや，その本質，

原理となると， 左 官 の生 ま れ た 古 代 か ら

現 在 ま で ， そ し て 将来 とも 左 官技 術 の 存

在する限り， 左 官 の 本 質 は 不 変 な は ず ，

そ の 本質 を知らずに 左 官 を 研 究 し て き た

ことが，最近つく づく 情 けなくな ってき

た の で あ る 。 私 は 左 官 の本質は ， 現場 で

塗 装 を 構 成 す る ， そ の 塗 装 閉 ま た は 下 地

とを密着 させ ， ベ ニア化 ，一 体 化 の 操 作

であるとした。

そ して， 左 官 に 必 須 なる デー タは，塗

材 ，塗 装 そ し て下 地 で ， そ の 三 者 聞 には

そ れぞれのノレ ール， 技 術 が存在すると。

また最 近， 左 官 キレツを論 ずる 方 は 少

な くない。収縮キレツだ ，膨 脹 キ レ ツ だ

構 造 キレツだと 大 い に 論 じ ら れ る が ，さ

てキレツと は一体 何か ， そ の 本 質 ， そ の

原 理 に 及 ん だ 方 は 私 の 耳 lζ 入 って お ら な

い。私はキレツの本質は ，応 張 破 壊 ， 張

力 分 離 と し た 。 現 象張 力のあると乙ろ に

しか キレツは 発 生 しない。それだから ，

左 官 の キレツ ，木 材 の キレツも地震によ

る地殻 のキレツ ，干 ばつによる水田のキ

レツ，鉄筋のテステングマシンによる ，

破 壊 前 の キ レ ツ も 同 一原 理 な る 乙 と を 主

張 す る 。 乙 ん な 乙 と を 建 築 全 般 に 考 え て

行 く。 乙 れ が 理 論 建 築 学 で あ る 。 そ う い

う夢の 解釈を加えて見たわけである。

協 会 の 読 者のみなさん ，大 い に 大 き な

希 望 ，大き な夢 を お 互いに 語 り合いまし

ょう。 それで業界 が話 題 を 多く し ， 興 味

ある 社会 になる乙とを願うわけである。

( 大阪市浪速区元町1.762 鈴木忠五郎)

口 明治建築史年表・関西編・その 2 ( 自明治 11年 1月 8 目。至同年 4 月14日〕日

明治

11年 l 月 8 日 鹿児島に始めて芝居小屋 3 軒でき ，大波より俳優呼ぶ。 また新聞閲覧所もでき る。

12日 滋賀県，県庁の傍に議事堂を建設。県会は当初毎日曜日ととに聞かれてい た。

うね び や1

1/  11 11 堺県の有志，傍畝山 のl協に西南戦争招魂場 と糾li道教会の建築を出願。

11 / 1 11 伊豆湯ケ島三組町の杉山弘窓，箱線以遠 2 里の 山道を拓いて人力車を通そうと 2 千

円寄附o

11 11 15目 指P岡県浜松伝馬町に第二十八国立銀行設立さる 。

11 11 16日 東海道大井川へ電信柱建設。 洪水で流されぬように太 さ3 尺余，長さ 6 間余の大木

を使う o

11 11 17日 大坂府，各戸の表札lζ 区 ・町 ・1:s: 地の他，j - 干数ま で書記し て出させる ζ とと す。

11 25日 大坂府下北浜K. 第三十二国立銀行設立さる。

11 11 31日 鹿児島県下加治木の屯信分局出向となる 。

11 3 )J 9 目 先に焼失 した信州の石油会社製造j況の再Wc長野県J提出し官民上京 して在京の発起

人lζ 巡 う。

L んやかに

13 仁l 島津久光，鹿児島県玉里 lζ 新館砧築を計訓。 鹿児烏 の旧邸は鎮台兵の兵営 となるo

11 11 15 日 京都旧准后御所で内国勧業小! 専覧会聞かれる 。

ほ〈 ぷつI !

11 11 11 大坂府博物場開場。乙の臼 1 日の見物客だけで 1，865人という 。

γ 22日 大坂今橋通 4 丁目精々 合。 同心斎橋備後町吉岡平助は東京の丸屋善七( 丸善〉同様

光社とと もに，筑作麟祥 ・大井憲太郎訳 「仏国法律提要J ( 全 3 冊) を扱ってい たo

/ 1  11 23日 讃州丸抱琴平和11社正遷宮を控えて大坂川 口波止J易大混雑。汽船問屋の値引合戦 なと。

1  25日 大坂住吉神社本殿落成。境内の池には太鼓橋な ともあった。

11 29日 東京築地東本願寺。従来日 本ーだった京都知恩院よりも大 きな鐙を鋳造する乙 とに

決すo

11 4 月 l 日 三重県桑名電信分局開局。 通信業務引 受開始。

11 / 1 7 日 大坂住吉神社，新社殿への正溢宮式始まる 。本日より丸30日閥、

〈れんじ ゃ く

γ 12日 讃州丸亀琴平神社正遷宮見物客を目 当てに芝居小屋建て られ大坂の中村翫 径 一座

出演すo

11 13日 大坂の道頓堀氏橋渡 り初め式。橋の南北四附 lζ 国旗と吹流 しをii て得I l 目品の山をお

いて渡った o

1  14目 先に破産 した大坂の豪商天王寺J & の養子は元主州候松平家の三男で，破産後 もJijJ.:々

主主子を通じて東京飯田町の実家 lζ 金円の無心をするので，家令たちが集ま って離縁

の交渉中 と伝え られる 。

( 東京都北区神谷 2/ 22ノ13 須 藤 欣 二)
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建 築 と 社 会

ユ -

ニ a ース原稿をお送りください。

- 学園前高速道路断固 阻止

ス

昨年 8 月， 大阪都市計画 地方審議会におい

て，路線計画が決定さ れた高速大阪 3 号分岐線

(旭区中宮町より守口市大日 lζ 至る 5. 5 km) の

予定路線沿線には ， 大阪工業大学をはじめ ，

幼，小，中，高，短大あわせて13校があり，乙

れらの学校連合や地元住民から『ハイウェ ーの

騒音，排気カe スなどで住民の生活や教育環境が

著しく破域される』と反対運動がお ζ ってい

る。現在乙の地区の騒音は50- 55ホンで比較的

関静な環境によるが，高速道路が通過する乙 と

になれば，ピーク時で即- 85ホンとなり ，授業

が困難となるばかりか，イ也 lζ 振動，排気カe ス，

日照障害等の公害の発生により教育環境 lζ 非常

な悪影響を及ぼす乙とが予想されるので，現地

では 『公害問題に対する具体的な方策が示され

ない限り，高速道路の建設l L は絶対反対であ

る』 と強硬な構えをみせている 。ζ れに対し ，

都市計画審議会では 『高速道路公害研究委員

会』を設けて対策を検討する ζ とにな っている

が，ハイウェ一公害はいまや新しい大都市の悩

みとしてクローズアップされている。

写p ; は昨夏，学長自ら陣頭l L 立って大阪北浜

あたりを行進していると ζ ろ。

. 科学の破壊・腐朽とたたかい ，

われわれの科学をいかに創造す

るか一 一1966年京都科学シンポ

ジウム一一ー

去る 11月26日 ・27日の両日にわたって ，1966 

年京都科学シンポジウムが， i 科学の破填 ・腐

朽とたたかい ，われわれの科学をいかに創造す

るか」の統一テーマのもとに ，立命館大学恒心

館において行なわれた。

サプテーマとして， i A  自然と生活の破竣

に抗して」と ， i B. 自国に根をおろした科学

の創造のために」 と， i C. 民主的 ・民族的科

10 

学運動の発展をめざして」との 3 つがとりあげ

られ，それぞれ専門分野の科学者団体より報告

され討論された。

建築では，日中建築交流センタ ーよ り「国土

破主主と生活空間J のテー 7 で，レクリェーショ

γ 問題と関連させて ，京大 ・三村浩史助教授が

報告された 3

また分散会( 各分野の科学者の交流と意見交

換) と全体会議( 総括，コミュニケ採択) が聞

かれたコ

- 大阪でも科学シンポジウム

日本科学者会議大阪支部と北京シンポジウム

大阪実行委員会の共催で ， i 1966年秋期大阪科

学シンポジウム一一日本科学の民主的 ・自主

的な創造と発展J が，1966年12月 4 日，大阪市

大工学部において聞かれ ，百数十人の科学者が

参加した 。井本稔市大教授の講演のあと ，第 1

分科会「科学の歪曲と哀の科学の創造J ，第 2

分科会「科学研究体制J . 第 3 分科会「軍国主

義化( 大阪の文教政策) J  . 第4 分科会「公害

と地域開発J の4 分科会にわかれ，報告討論さ

れた 3

- 日本建築協 会恒例の忘年懇親会

恒例の日本建築協会忘年懇親会が，昨年12月

14日，太閤図でf棚佳された 。あし 、かわらずの盛

会で，約49J 人の会員が，飲み，食い ，余興をた

のしみ ，景品をあて，楽しんだータであった。

. 西独に 4，000 人収容のマンモス

アパート

西独シュツットガノレト市IC ，たった 2 棟で l

千戸以上，最大 4 千人を収容するマンモスアパ

ートを建てる計画がかねてより論争を呼んでい

たが， 乙のほど， その計画が本決まりになっ

た。乙のマンモスアパートのひとつは，長さ

228m. 高さ46m. 他のひとつは， 長さ 204m.

高さ59mで，乙の 2 つのアパート の聞には . 4  

千人分の台所をまかなうス ーパー7 ーケ ットが

つくられ，その地下に約 1.2∞台収容可能の駐

車場がつくられる由。

. 国立平城宮跡公園の構懇

奈良県では ，平城宮城跡の約l∞万m
2

l L 歴史

博物館を中心とした民族遺産的文化 センターを

つくる，という構想を発表した。

それによると ，同宮跡の国有地全域を「国立

平城宮跡公園( 仮称) J とし ，第 1次内装，朝

堂院，朝集殿を復元して歴史博物館とし，同宮

跡からの出土品のほか彫刻 ，絵画，古文書など

を展示収蔵する 。

発掘 した第 2 次内裏，朝堂院大極殿などの主

要遺犠をそのままの姿で公開できるようにす

るコ池，水路，井戸，民家などを復元して野外

博物館とし ，万葉植物園をつくるという構想。

- 全建総連総決起大会

全国建設労働組合総連合( 全建総連) では ，昨

年11月28日，東京日 比谷で，日雇健保廃止，建

設業法改悪反対 11. 28 中央総決起大会を聞き，

全国から約 2 万人の組合員が参加した。

. 日本万国博にクリスタルパレス

現代版建設を提案

日本建築材料協会( 会長中村文夫，西区京町

堀1- 170) は竹腰健造氏( 悶〈双星社竹腰建築事務

所代表取締役) . 浦辺鋲太郎氏( 悶〈浦辺建築事務

所代表取締役) を招き ，新春鼎談を行なった。席

上日本万国博に及び，中村会長はミ万国博 IL ク

リスタノレパレス現代版をミと提案した。二氏も

乙の提案 lζ 共感，技術論にまで及んだ。万国博は

各界注目のまとであり ，特tζ 出展者が各 自の責

任において建設する民間展示館について大いに

興味が もたれているが，同会長は出展が決定し

ている住友クループ出展館l L . ガラス巌新技術

の枠フロートプロセスによるシ ート ガラスでク

リスタ J レパレス現代版を提案したものである。

フロートプロセスによれば幅10尺( 厚さ 15務) で

長 さはエンドレスだけに， ζ の提案が実現すれ

ば，先のクリスタ J レパレスl L 劣らぬ偉容を誇る

もの と考え られ，その実現に期待するととろ大

である。なお同会長は「ガラスは日本板硝子が

材料提供してもよい」と つけ加えた。

.. :  

• 

• 

• 
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渡

会

た

士

式が. 1月26日，大阪 ・南御堂難波別院におい

て，おとそかにとり行なわれたが， 氏の高道

な人格をしたい ，かっ氏の建築界IL残した功績

をしのぶ多数の人々が参列して，どめいふくを

祈った。大阪府建築士会小河会長はじめ ，各界

代表らの弔辞，弔電が読まれたが，乙とに旧所

員代表 ・村野藤吾氏の感涙 lζ むせんだ弔辞は ，

参列者一同の胸を強くうたずにおかなかった。

渡辺節氏は. 1884年( 明治 17年) 東京におい

て生れ. 1908年( 明治41年〉東京帝大卒業後.

1917年( 大正 6 年) 大阪で建築事務所を開設さ

れ ，日本興業銀行本庖 ( 1923年) . 大阪 ピJ レ本館

( 1925年) . 綿業会館 ( 1931年) などの数々の有名

作品をつくって乙られたととは周知のとおりで

ある。 1920年と 1922年IL欧米建築界を視察され

ている。建築界につくした功績により . 1955年

には黄綬褒章. 1964年には勲五等双光旭章を授

主主され . 1967年 1月κ は従五等を受けられた。

松 代 地 震 と そ の 調 査 に つ い て

一一書 評 : 日本科学者会議の「松代地震第二回調査報告書J IC: : : よせて一一

• 
「おしりからドカンとやられる感じ」という

地震を ，わた し自身が体験したのは . 1966年 5

月29日の ζ とである。 r国土問題研究所」とい

う現地主義 ・住民主義 ・総合主義を信条とする

民主的な研究団体の近畿支部に属する建築技術

者 ・地質学者 ・気象の専門家有志で，費用も一

切各自もちで，松代町地震調査をしようという

ととになって ，大阪駅より ，夜行で日曜朝早く

現地 lζ 到着したが，早速おしりから一発やられ

ておどろいたものだ。

設初上下動があって ，地下から「ドカン」とか

なり大きいものがくる。それからユサユサとく

る。乙れは大きいぞとおどろいて. rし、まのは

どのぐらいですか」と現地のお寺の住職にきく

と. r震度 l か 2 ぐらいだよ」とすました顔でい

われた。調査中 ，乙んな震度 1 - 2 ぐらいのド

カンはたくさんあった。渓度 3 のものが数回あ

ったが，乙れはかなりのものだ。歩いていても

土地がゆれている感じで思わずとぴあがったも

のだ。足が地につかずとは ζ のととだ。そ のう

ち艮度 1 - 2 ぐらいのものは多少なれてきたが

最初はかなり身 K ひびいたのを憶えている。

￭ｾ 度 Ｕ ともなれば ， 建築においてもかなりの

被筈がでる。わたしたちのいくちょうど一目前

( 5 月28日) に足度 5 がやってきて一一ーある歯

科医がス トップウォッチで測ったととろ. 26秒

ゆれていたとし、うととだ一一，年! 1 瓦をとばした

り，壁土をはがし ，塀や去石をたお したりして

いた。市街地では ，株の「のし瓦J . これを現

地では「グシ瓦J といっていたが，ほとんどの

家のそれが飛ばされていたのが印象的だった。

多くの家が木製すじかいや鉄筋( タ ー ンパック

ノレ付) で補強し ていたが ，その{_I: 口の取付に多

くの問題が残されていた。 村落ではカラ ートタ

ン笠にふ きかえたりし ているのがめだっ た。

町内北部と力目白井村と同寺尾村とを調査して

廻ったが，たとえば，凶寺尾村のカ イコ兼業民

家O邸 ( 木造 2 階挫) では軸組補強として，鉄

• 

• 

筋斜材が 1 階土台から 2 階梁をつらぬいて軒桁

まで通っていた。それが 6 カ所もあったが，内

部の開口部まで斜に通っていていたいたしかっ

た。しか し. ｊｾ 婦のはなしでは，それでもゆれ

がとまらなく ，危険を感じたので， ζ んどは木

製( 柱三つ割) の斜材でしめつけて ，多少でも

ゆれが少なくなったといっていた。

わたしたちが調査したあと一週間後の日曜日

に，東京の建築家集団 ・日本科学者会議の方が

調査され，さらに 8 月 6 . 7 日の 2 日聞にわた

って第二次調査が建築専ー門の人々を中心にして

調査された由。そ して ，その人たちによって，

以下IL紹介する「松代地震第二回調査報告書」

( 1966年 11月) が発表された。

乙の蓄は. 4 部からなり立っており ，第 l 部

は予備研究報告 として「松代町の建物の老朽化

と安全性」の題目で，建築研究所分会と建築家

集団がまとめている。第 2 部は「松代地震の震

害と特徴J . 第 3 部は「震度 6 が来た らどうな

るか ? 特に木造家屋への影響J . 第 4 部は「北

信地域の地殻変動と重力異常」 として，段業土木

. 地学の専門家たちによって報告されている。

第 l 部の「松代町の建物の老朽化と安全性J

地割れで布基礎がわれる( 撮影. 絵弁)

では . H 松代町の居住者階層と住宅. ｾ＠ 2. 松

代町の住宅の構造的特性と被害について . ｾ＠ 3.  

家屋被害の事例調査と対策上の問題点の章に分

かれている。ｾ 1では . 19の建物( 住宅〉を調査

対象にして，その住宅間態や構造関係、の調査を

お乙ない ，その居住者階層のいろいろの問題を

分析している 。ｾ 2 は， その 19例について，そ

れぞれの構造的特性，老朽度，被害，補強の現

状をあきらかにしていて食重な実態調査となっ

ている 。 ｾ 3 では. 19伊! のうち ，とくに老朽家

屋の典型として . 6 家屋をえらびだし，それぞれ

を詳細に被害状況とその補強対策上の問題点を

えぐりだし ，また応急および復旧対策費用の積

算までやっているのは ，ま乙とに親切である。

最後 fC， r科学者の調査の成果を互に交換し

合川 ，あくまでも現地住宅の立場に立ち，いろ

いろな科学者が思い思いのアドバイスを与えて

現地住民κ 混乱と科学 lζ 対する不信を起させな

いよう努力しよう 。今般の調査でも確認された

が，建築関係の科学者 ・技術者は地震. 地 質，

土木等他の分野の科学者，専門家 との緊密な協

力と，現地の科学者，技術者( 大工さんも含む)

の協力によって ，始めて正しい認識と正確な対

策がたてられる乙とは ，今後の大きな教訓にす

べきである。と同時にもっともっと広範な科学

者 ，研究者がわが国の国民の生命と財産を確実

に守る責' 任を自覚し，乙れらの活動に積極的に

参加する乙とによって始めて，防災対策が確立

できるものであると考え ，あらゆる研究室，研

究機関の科学者，研究者，技術者f C 防災科学を

より正しく発展させる活動に積極的に参加され

る・ょう心からよびかける」と結んでいる 。 ま乙

とに，住民の立場 lζ 立ち，そして現地の人々と

ー絡に調査し，しかも ，諸分野の科学者とていけ

いして総合的に研究しようという態度で貫かれ

た乙の警は ，タイプ印刷の限定版fことはし、ぇ ，

すぐれた調査報告といえよう 。 (松井昭光〕

B  5) 仮，タイプ印刷. 95頁。申込先. 東京都

文京区湯島 1丁目 9 悉 16号 日本科学者会議

「公害J 問題研究委員会松代地信分科会 ￥250 

送料込み￥3∞で頒布の由 。
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殺のｾＮ，，，ｾｾド

ト防水

東 ・ 西 ア ス 協 組

?うR今イ

f T、
、:' ' J

• 
- 東 ア ス ・西 ア ス 両 協 組 の 連 合 を 契 機 と し て 全 国 統一 の 年 限 仕 様 と し ま し た 。

. 防 水 工 事 に は 最 も 信 頼 で き る ア ス フ アル ト 防 水 と し て 定 評 あ る 本協 組 仕械 を ご 採 用 下 さ い 0

. 実 績 を 誇 る 良 心 的 な全 国 5 0 社 の 組合 員 が 、 ご 用 命 を お 待 ち し て い ま す 。

年 限 仕様 (抜 す い)

• 

歩 行用 屋 上防 水

1上峨j f ; 号 勾 配 下 地 材 面年T同sJ'l ｾｉＧ え方法
k盤g/m底'  円単1m価'  

建 物 の 例 仕機番 号 勾 配 下 地 材 耐年H版J  抑 え 方 法

重 i在

問単1m価'  
建 物 の 伊j

kg/m'  

日∞~日2

事鉄工 筋務均住 所宅等

日∞- X 2  

豆砂利

t応I11A 舗楽付場住 宅h符II 
GC ・2 1 0 12  95 840 P C- 2 10  12 コンク リー ト 249 660 

砂ヰ1I I蝕
9伽unl 平

コンク リー 卜ト一一

(屋上支給)

共ｉ倉 ｉ ｾ 庫 同務工住場宅 等所
学邪公校務・民ホ所テ館符ル

日∞- X 2  日∞~日2

1  :  3  :  6  

G C-2 15  15  100 1. 100 P C- 21 5  15 コンク リー 卜 249 920 

鈎町n/!l-

コノク リート

2  露 出 屋 根 防 水
P C -2 20  

日∞- X 2  
20 クリノカータイル 164 1.1ω  往図事来書合務JiI館I銀所行等

鉄体映 筋函行住館宅館等5 C-2 1 0  出5 以上 10  11 780 

日∞- X2  

シンダーコンクリ
発百7貨tl 所I!i 病"f: 院校

砂 f.t 

P C- 2 25  25 ート 80mml早 274 1.340 

弘5 以上

卜一一

共 同 住 宅符校

クリンカータイル きF

シルノ〈ライ ト

S C-2 15  15 

吹 f.t 又 は

14 960 
工-(- 場

4  室 内 地 下防 水(f而愉中小) コンクリート

見5 以上

鉄 1'j- il喰i  
ト一一ー 彩 色 砂 付

発f企n普総j立7合1の1JA高I所い'!!io 岡[t虫n  

/!庁

5C- 2 15 A  ホ 毛 ( 片 ) 15  14 1. 240 1 0 - 20 1  810  

ヨ育s5  

(  ifIHi'l 大)

セ メ ン 卜 t反

見5 以上

P  C 版 7 ス 7 アルト

共合体 l』Ilta a  l  T工f住1.1 宅F1tif ， 
J也 F 宝 l正S G- 12  12  15  1. 280 B H- 20  1  コンク リー ト 1. 040 

ン ン グ Jレ

見s J LI

鉄 筋 住 宅J等品

A C -2 1 0  10 7  )レ ミ ノ 9  980 

工1本 n 宣Ii

B V -2 0  1  1. 280 I也 F :l d !  

3  砂 利撒 屋 上 防水

( 注) 歩行問屋 上 防 水 の単 価 は 防 水防 のみ

• 

( 西 ア ス 協 組 員 )

地 区 組i ｾ＠ 民 4円i 屯 J品 地 区 経l
c  、

II 才， ｾ ［ ｕ＠
J 吊

ｾ ｴ＠ ( 株 ) 浜 主Il 札 幌 (26) 5676 
( 株 ) 久 {民 t鴎 大 阪 ( 364 ) (¥': ". 0207 

( 株 ) 本 下 .i・u 11泊 大 阪 ( 443 ) 代 表0115

l' i1 ｾ＠ tよ 式 ft 、 事t ヰL帆 (25 ) 7181  
近 ( 株 ) 井 t  t争 夫 商 Jli 大 阪 ( 441 ) 8531- 5

海

( 株 ) 大 制l 商 大 阪 ( 631) 6221- 4  

( 株 ) 札 帆 立Il キイ u  札 帆 (73 ) 代 表1131

道

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 ( 641 ) 3434- 6  

0 '.1<)  (I!. 111  挫 中イ 社 小 締 ( 3 ) 代 表2181 旭 化 主Il 工 業 株 式 会 社 大 阪 ( 371 ) 6555- 7  

( 株 ) 111 形 主主 H  111庁長 ( 2 ) 代 表8161

日 本 総 司 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 /，' ， 大 阪 ( 361) 5496- 8  

見I 百五 山 て ;1; ( 株 ) 大 阪 と ' ; ｾ 所 大 阪 ( 364 ) 9015 

イT ， ｌ Ｇ ｾ アスファ ｊ レ卜 ＱＱ 司 会 仙 台 (23) 2663 
石 升 銀 位 イ i ｾｊＧｬ 会 Ｑ Ｎ Ｑ やI' P (51)  5353 

ｾｴ＠
前首

( 株 ) 中 1I司 会 やl' 戸 ( 55 ) 4630 ・4650

( 株 )J . J : ミド
尚

J五b、
仙 台 (25 ) 代 表7671

( 株 ) タ ア パ ャ ' l  1I百 11
1
1 ，;( /111  ( 81)  0871- 2  

八、 本 ｉ ｲｾ 。 ｉ ｾ 株 式会 社 f@ ，] (22 )  3218  

凹，';; ¥応、 JTI 化 工 ( 株 ) 大 阪 日 業 所 大阪 ( 441 ) 代 }<5951

*  

l出l 旺l 辿 材 株 式 会 社 名 古1"11 ( 57 1)  7461 - 4  

北川税庁 工 業 Ｈ 株 Ｉ新潟， ，Ｚ ｾ Ｎ 業 所 flii! -l  ( 45 )  3526 
( 中よ) 名 主II 正員

d両>.  
名 古1_jJ ( 261)  3671- 3  

;j)1 多 重f 産 業 株 式 会 社 松 本 ( 3 ) 8001 
百正

百h ‘・;j t藷 組1 H  Jlf 名 古 屋 ( 231) 3295 ・3431

日 11ミ 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 ( 261) 2501代 炎

1}Ji. ITl ι 業 株 式 会 社 Iけ f ( 3 )  2459 

北 川 様 子「 工 業 株 式 会 社 金沢 ( 41) 1131- 5  

:¥11 
桜 井 辿 材 版 業 株 式 会 社 静! 日1 ( 54 )  6211 

」ヒ

北 川 雄 汗 工 業 ( 株 ) 富 山 出 狼 所 ZHI J  ( 21)  2218  ( 41 )  0391 

I品 !日l 地 材 株 式 会 社 浜 松 ( 54 ) 5461  陸

北 川 雄 官 工 業 ( 株 ) 稲 井 出 強 所 相，111' ( 23 )  8847 

( 株 ) 小 島 工 務 1占 品目|出) ( 3 )  2463 

弁 七 税 庁 工 業 株 式 会 社 *J j ， ( 541 ) 代 表 1974 ・0964 ，!f  ｾ張主 ｉｬ材株 式会 社 広 島 ( 21 ) 2281 - 7  

桑 僚 主I ! 材 株 式 会 社 * J;' ( 368)  6973 ・8794

gド
i! r  ｾ 主建材 Ｈ 株 Ｉ 1前l 山 蛍 業 所 間 山 ( 23 ) 8285- 7  

医l ( 布 ) 小 里T E主 尚 l苫 1M) 山 ( 22 ) 4272 (24)  3574  

|見l
( 株 ) 小 山 仁 務 J;!1 東 京 営 業 所 *J ; '  (821)  1050 ( 株 ) 浜 l京 当; 断 厄i 尾 道 ( 22 ) 2760 .  7812 

，.・3 1.1. 1  工 業 株 式 会 社 * }j， (251)  0161- 5  
四

( 株 ) 浜 原 盤 崩 1;5 防 府 首 業 所 防 府 ( 2 ) 3611- 2  

国
古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 ( 61 ) 5034 

中 村 総 JF 工 業 株 式 会 社 東 京 (892 ) 代 表0131- 6  正 和ｾ Ｎ ｾ ｾ ｉｾ 株式 会 社 松 山 ( 2 ) 8161- 5  

( 株 ) 三 柏 尚 f'i- ' *京 ( 251) 8867 .  7517 
¥'f 盛 建 材 ( 株 ) 稲 1 M ) 営 業 所 相|凋 ( 28) 5566- 8  

} L  ｩｴ Ｎ ｾ 稲 工 業株 式会 社 長 崎 ( 4 ) 1726 ' 1098 

*  

( 株 ) 山 !主、 ぶ戸 ( 2 ) 代 表9151 ｩ ｲＮ ｾ稲 工 業 Ｈ 株 Ｉ 北九州 営 業所 小 倉 ( 53) 6337- 9  

円本 ガンツ工 業 Ｈ 株 Ｉ千 築 Ｇ ｩｾ Ｚ［ 業所 千 葉 ( 82 ) 2430 

お 稲 工 業 ( 株 ) 熊 本 出 張 所 熊 本 ( 52 ) 1029.  9464 

HI 
日 稲 工 業 ( 株 ) 大 分 出 張 所 大 分 ( 2 )  3877 ( 3 )  1333 

RI ぬ 応1 ' 11 化 工 株 式 会 社 * );， (866 ) 代表6101
石 卦 ｾ Pi 1 業 株 式 会 社 術開J ( 53)  5761- 2  

責 任 施 工 組 合 員 名 簿( 東 ア ス 協 従l員)

• 
合

合

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

東 京 ・ 千 代 田 区宕 本 III T 3 の 11 の 13 圧l 臼 応 用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6101 

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 京 III T iJ iil 1 の 7 4  T  E  L 代 表 ( 441 ) 5951 

札 幌・ T E  L  ( 22 )  6  0  3  8  福 岡 ・T E  L  (  28  )  2  8  0  7  

仙 台 ・T E  L  ( 22 )  6  4  1  3  広 島 ・T E L ( 21 )  2 2 8 1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571 )  6 3  6  1  岡 山 ・ T E  L  (  24 )  2  6  9  2  

建設省東計65号認可

建設省阪建 22 号認可
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• 

• 

• 

岡 山 城 再 建 な る

岡山城は ，天正元年( 西暦 1573年) に字喜多

直家によって建設が始まり，その子秀家の時代

( 慶長 2 年，西暦 1597年) Iζ 完成して以来，明

治維新まで，字喜多 ・小早川 ・池聞の 3 氏15代

の居城となり，その後も岡山市の象徴として ，

市民，県民に親しまれてきたが，昭和20年 6 月

29日未明，戦災を受けて焼失した。

戦後，岡山市の復興に伴って ，各方面から再

建の声がお乙り，昭和35年秋には ，岡山城再建

期成同盟会が組織されて運動が軌道に乗り ，さ

らに建設資金について郷土の先輩逢沢究先生の

ど厚志を賜わり ，39年度か ら3 カ年計画で再建

に着手した。

天守閣は，往時の姿を そのまま再現するとと

もに，観光資源の開発と社会教育施設としての

活用 iζ 留意し ，設計を郷土出身の早稲田大学工

学部教授， 工学 時土田辺泰先生K 依嘱し ，地元

においては各界の有識者か らなる岡山城再建

審議会を結成して怒見を交換し ，市議会の審

議を経て，昭和40年? 月 24日に起工式を挙げ

旭川より川をへだててみる岡山線

た。工事は郷土の中国土木株式会社が行ない ，

今日まで l 年 1 カ月余の短期間で完成をみたも

のである 。落成式は昭和41年11月 3 日lζ 行な わ

れた 3

天守閣 ， ｾ包蔵および付属建物の概要を記す

と，天守'1羽と底磁の床面積は 1，W8.  2 m
2  

(487  

坪) で，地下 1階から地上 4 階までを資料展示

室 ，5 階を展望補助室 ，6 階を展望室とし ，4  

階までにエレベーターを設けたっ

付属主主物として ，廊下門 (76. 3m2) 不明門

( 191. 2 m
2

) 六十一雁木上門(5. 1m
2

) と上段の

倒閣およひ‘中段一部の土塀( 455m) なとも同時

IC，没置した 3 なお，天守閣の棟高は海抜45. 4m

て‘間山市内で一番高い建物である 。

建築にあたって ，特K 注意した点は ，岡山城

の特徴を生かす乙とであり ，設計者田辺博士の

アイデアで，思い外壁は腐蝕しない原色着色の

新建材スレー卜を使用し ，また ，地上 2 階は創

建の古い天守閣のならわしとして，城主の居間

を日本風の建築様式で再現したほか，郷土色を

盛り込むため ，地下入り口 lζ は万成石，各階の

階段周囲には備前焼タイノレを使用している。

以上の建物は ，六ートー雁木上門を除き ，鉄筋

鉄' 宵コンクリー卜造りの近代建築で総工費は l

位t5，∞0万円を要 し，建築素材として，瓦92，000

枚，コンク リート 2，∞::l m
3

，鉄筋 250 t  ，鉄骨

60t なとを使用し ，日本風の建物だけ に瓦の枚

数の多い乙 とが注目 される 。

なお ，天守|話jの外形は五fJJ 形で・安土減の八角

形に ならって戦略的 IC造ったもので，他の城』ζ

見ない ｩＧＮｬＺ ＮｩｬｬＺな ｝ 彰であ る 。 外側 ｬ ζ は ｾ ｾの 下見板を

猿 つである コ防備上の石落しがない乙とは他の

域 と異なる と乙ろ で，攻略がj ¥. } . 必であっ た信長

や秀吉の性絡に通ずるものがある 3

石垣の組みかたは 「町つ、 ら航J とい う古い方

法が とられている。乙れはJ i 然石で奥行の深い

石をそ のまま 悩みE ねて; ! f i JT iを!日JICはさむ原始

Ｈｉ Ｏ ｾ な 工 法 で Ｎ 築城史上ｩＧＮｬＺ ｾな 技術資料 であ る 。

13 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 ＢＧｉｉｾ レ ＱＱＱ ＧＷヌ

ー--

-ー‘・
ー、~

車至 量 (比重 o. 5コ ン ク ト 悩 の重量)

断
熱 ( コンクトトの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレ ックス は工場、住宅から超高層 ピ、ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場・体育 館 等

4  軽量化を要する高層建築物・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

14 

新大阪駅引上線上家

設計 国鉄大阪第二工事局建築課

施工大成建設株式会社

使用場所 外壁

優至亙言p

，_ボレ111ワ ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 j吉 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 (443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  

噛骨

咽骨

• 

• 



咽'

... 

• 

• 

設計 ・施工 K. K 竹 中 工 務 底

a . 広島i I i '1' 町 8 - 1 2  

b .  1.143. 5m'  

5.966.5m'  

d .  S RC.  B 2.  4 F  

e.  1昭和40if. 6 n - I 昭和4Ii l'  9 月

設，:1' . 施工 K .K 竹 中 工 務 庖

a  12 儒 市 凹 畑 町 字 国 土 田 1 - 1  

b .  1. 945 .9m'  

5.576 .7m'  

R C .  B  1. 2  F  

e .  II! 仲1140年 11 11 - 1昭和41年11J J

設計 ・施 工 鹿 島 建 設 K .K

a .  .k阪市羽買同調I一丁目四六番地

b .  207 .48m'  

862. 86m'  

d .  R C .  B  1. 3  F  

e .  1刑制14111ミ5 Jl - IIll 和141年 111'1

フ

設，:1': K.K 亙 展

崎工 大 成 建 設 K.K

a.  Ｉ､ｬｻ， ｬ￯ 阿 Ｑ 持 ｈ 引 ｴｬＧｾｮ ｬＡ ｾ 丁目 ｬ 肝 ｪ 也
b .  504 .07m'  

c.  2 .309 .84m'  

d .  R C . 6 F . P 1  

e.  1昭和40
i
ro 11 Jl - II! {f fl4 Ii l'  9  II 

特妹平而プランにより井戸が If.i lul

きであり且つ独立刊を保持するよ

うにな っている.

E ww置

設計 ・施工: K. K 竹 中 工 務 庖

a  大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 27 

b .  2 .039.l m'  

26. 307 .8m'  

d .  S R C .  B  4 町 9 F

e.  11日制139
1
1' 9  JI - II !l 手114 1$1' 11 月

衣 笠
よム

設，，! ・ 宮 家 建 築 事 務 所

地工 清 水 建 設 K. K

a.  );;; r.J 1  市| じ灰 f 手 等 院 北 田T

64 ト01m'

3. 696 .22m'  

RC.  5 F  

e.  1昭和140
1
ro11 J1 - 1昭和4 1

1
ro1O月

205 . 大 宮 分 譲 住 宅 I 206 . 竹 中 育 英 会 大 阪 学 生 寮 I 207 . 松 蔭 女 子 学 院 ( 第 3期)

設 ｉ ｾ ｴＭ . 施工 K. K 竹 中 工 務 庖

a  大 阪 市 旭 医 大 宮 町 10 - 88

b  1. 006 .8m'  

7. 012 缶n'

S R C .  7  F  

e.  IITJ.! II40
i

!， 12 Jl - II1H1J41 il 三9J J

設J 地工: K. K 竹 中 工 務 l苫

a 茨 木 ，Ii 稲 JI 組 ヶ 丘

391. 8m'  

1. 027. 6m'  

RC.  4  F  

c.  II({ 利 3911' . 9 n  - 11円相141年 11Jl

ぷ，:1 施工: K. K 竹 中 工 務 唐

a .  N' 戸，Ii 灘灰 w.谷 町 3 T f1

b .  6 14. 8m'  

2 .602 .9m'  

d .  R C . B I. 4 F  

e.  11日制140
i
ro 7  JI - I昭和14 1iro 5 月

15 



2 段積

3$.生手責可自E

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に-

ｈ ョ叫ｾＱＭ ］ＭＷＮ 守 ｂ ヨ ｅ 菅電わ

・お問合せは ・・・・・

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案・意匠・商標) 申請中

. 4 0 0 V 級配電の変圧器です 。

< ブランチャ > は、4 0 0 V級 配電 を100V 級 200 V級 に 円 滑 に

降 圧 。三相 200 V級と 単相 100・115 V の 同 時 使 用ができ ますので

ピル・ 工 場 ・学 校 ・ 病 院 な ど の 400V 級 配 電 方 式 の 合 理化に

大きく 貢 献 し ま す 。

・ 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐 室 を有 効 に使用 するため 、難しい条件の干貴重 ね式と結線

方 式 の 技術 を 解決 、 インピー ダンス 電 圧 と位 相 角 を 合せて 、

異種 容 量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 20 K V  A と30K V  A ) の

並 行 運 転 がで きます 。

・ 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。配電方式の合理化に

より材料費 ・工事費が減少 。 また 、小形で取扱 いが

簡単なため設備費 ・保守費も大へん経済的です 。

三相・ 乾式( H 種絶縁) ・ニ港線変圧告書 容量 5 ・10 ・20 ・30 ・5 0 K V  A  

一次電圧 4 4 0 V  ( 60<iも) 4 1 5 V  (50<iも) 二 次電圧 2 1 0 V ー 1 0 5 V

結線方式ムー Y ノーヒュー ズプレ ーカ、防渓ゴム取付可能

札 幌 ( 24 ) 9271 東 京 (453) 3111 Ｇ ￮ｾ＠ 111  ( 21 )  8561 名古屋 ( 951) 6211 広 ぬ ( 41 )  5111 小 食 ( 53 )  5221  

松 下 車 呈仙 台 ( 25 )  8111 繊 浜 ( 68 ) 0743 金 沢 ( 61 )  2125 大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 鹿児ぬ ( 3  )  0671 

令 制 ( 3  ) 3235 ￬ ｾＱ＠ I湖 ( 54 ) 1241 新 潟 ( 45 ) 6386 神 戸 ( 39 ) 8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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クラスメート

21  ( 東京工大昭和 8 ・9 ・10年卒〕

左より (倣柳川

;t 
テイ

布 袋 真 平 (布袋!挫築中務所以)

コ 菅スゲ -<モ 寿トy

小 百 Ｈ滋 ｲｻｴｾ ｾ 立短期大学教佼 Ｉ• 
小 林 清 周 (大阪工業大学教段 ・エ博)

稲 田 芳 郎

Ｈ 大 ｉｾ ｬ 他殺 ｋＮｋＺ 出務取締役大阪 支 防 長 ｪ

橋 本 秀 五

(川崎市工業 K.K 参与大阪包業所民)

伊 藤 貞 亮

( K .K.fill {j}f 社伊藤主II 築事務所代表取締役)

矢 野 豊 作 ( K .K 藤木工務応常務取締役)

東阪急ピ Jレ・スコー J レサントリーにて

東京 工 業大 学 建 築 学科 昭 和 8 ・9 お よ び10年卒 業 者 の 中 で 関 西 在 住 組 が 、 来 る 筈 の 田 中 弥

( 近 畿 工業 K. K 専 務 取 締 役 ・前 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所 次 長 ) を除いて珍らしくも全員

集 った。 これ ら年代用は不思議と戦時中の 応 召 者 が 少 い 。 技 術 の た め か 種 族 繁 栄 の た め

か今だにわからなし、 。不 況H寺代の勉学 にかかわらず 、皆良くいえばおっとり型、悪くい

えば…・ー何型 か ま あ い わ ぬ が 輩。 その代 1) 、お互にやl' の 良 い こ と は 天下一 品。 親兄 弟 親

戚 以 上 と い っても 過 言 でなし、 。東 京 、大阪で集 った り 伊豆 伊東 や 浜 松 で 集 っ た り 、 い や

その 忙しいこ と。 未 だ 働 き 足 り な い i車中ばかり 。 今後 の ご声援 を 皆 で 待 つ。

布袋 は 大阪高校 の ＱＱ｜ 身 の ｼ 羽田人 。卒 業後京都市 ｉ ［ ｊ ｾＧ 給謀に勤め 、管財 局長まで登りつめた

も思厚人。 謡曲 は 玄 人 級。

矢野 は芸術 的セ ンス溢れる ｩｾ Ｑｬ 仁にかか わらず、建技将校を経て目下施工会社役 員。

伊 藤は 古 い 人 は ご 存 知 の 伊 藤 為 吉 のイキ。 発 明 工 夫 も 道 楽 の 中と 考 え て い る 無 邪 気 な 老 青

年 。

小 林は 在 学 中 か ら 折 自 の 正 し い 紳 士。近 畿地建 営 給 部 長 、 j鳴池 組 を 経 て 目 下 大学の先生、

水 を 得 た 魚 の よ う 今 後 の 活 躍 が 期 待 さ れ る 。

橋 本は仙 台二 高 出身。 寿 命 の 長 い 現役 の経済人。 附 き合う程に l床の出て来る万年青年。

小 菅は満洲帰 1) 、 目 下 安 住 の 職 を 得 て 後 進 の 育 成 に 熱 心。 H寺々 張作震のよ うな衣装で現

れるのはユーモアがある 。

稲 田は 大 手 の 重 役 ら し い 風 格。 彼 を過して重役への条件を客観的に研究した らベス トセ

ラーズの本が書けそう。 ( 伊 藤 記)
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浦 辺 鎮 太 郎

hli 辺 i J ! 築 事 務 所 長

金 多 潔

京 都1 大 学 教 授 ・工 博

矢 野 豊 作

郎 桜 木 工 務 庖 常 務 取 締 役

桜 川 貞 雄

東 洋 陶 器 限 顧 問

1月号より 6 月号ま で上

記の四人の執筆者で担当

してもらいます。

. 三 力 ク 主 義

筆者右かりし頃 ，よ く先輩から「サンカク主義」というととを聞かされた。恥カク義理カク

人情カク一一 ζ れが三カク主義。士農工商紡績屋と自称する ，その紡績屋の先輩の言である。

乙れを商法上の信条とした人々によって世界ーの紡績王国が造り上げられたのだから ，現 実 的

には掬すべき慈 l床も蔵されているとは思える。しかし 1967年の今日では何と申しでも古すぎる

響がある。三カク主義ではうまく行って一笑二泣一一到底三笑主義の明朗，カ ッ達 lζ 及ばない

し事業的繁栄も約束されない。極悪の不況を乗り切るために ，止むを得ず心を鬼にして半ば白

州j 的 lζ 三カク主義といっていたのであろう。

できもしない三笑主義をいいふらす人より ，黙って三カク主義に徹する人聞にはシンがある 0

.筆者は三笑主義はそれが実現できる人聞にのみ適用するものだと申上げたい気持である。 ( U )

. 建 築 と 時 間

日頃，学生の教育 lζ 携さわっている といつも 気にかかる ζ とがある。そ れは学生たちの多く

が，定められた設計製図や構造演習の レポートの提出期限に聞に合わないことである。乙れだ

けは先生方がいくら印喧ましくいっても直らない。もっとも ，筆者らの学生時代も多分にその

ようであったし，いずれ学生たちが卒業して社会に出れば， とんな呑気な調子も改まるだろう

と先生方もお考えのようであるが，とのような態度が結局，現場においても突貫工事の連続を

余儀なくされる結果と なるのではなかろうか。設計製図が〆切期限 lζ 聞に合わせ得なかった理

由も数々あろう。また実際 iζ 突貫工事をあえてしなければならぬ原因も多くかぞえ上げる乙と

もできょうが，ネ艮本的 lζ はやはり各人の工程計画全般に対する考え方の甘さが主要な因をなす

ものであろう。そして ，突貫工事を敢行すると とによ って絡なわなければならぬ代償や経済的

損失は，一般に，あまりにも大きいようである。 ( K )

. ス タ 誕 生

年あらた まり，万国| 等も 一段 と近づいた感を深くする。建築界のスターたちも，われ乙そは

すばらしき作品をと張切っているととだろう。われわれ地元のものとしても ，乙 の大阪万博を

機 lと，われらの新らしきスターの誕生を大いに期待するととろだが， ζ 乙で裏方のいい分も聞

いてもらいたい。それは ，スターたちがノ、リキリすぎて ，裏方どもがついてゆけない乙とにな

らぬようにしてほしいという ζ とだ。予算や工期についての配慮もさる乙とながら ，新らしい

構想による造型を企図した場合は ，特 lζ ，その細部にわたる技術的処理の可能性と材料性能の

限界について深い理解がほしい。意あまって力たりずという破綻は ，建築においては ，;' W: 匠と

技術のアンバランスからも生ずる。すべてにバランスのとれた，ハッタリのな い，ほ んものの

スターの誕生を期待する。

( Y )  

. 慣 習 に は 勝 て な い

サニスタンドと呼ばれる女性の立小便器があり ，わが社でも造っているが，さ っぱり売れ な

い。アメリカでは女子従業員の多いテ・パー ト， 工場，女学校ではかなり使われ喜ばれている。

静岡県の某女学校の校長きんがアメリカで乙れを見て，新らしい校舎を建てた時，わが社の製

品をど自慢で取付けられた。と ζ ろがあに図らんや ，一年ほどで普通の便器に取換えてくれと

いって来られたので ，その理由を聞いたら「娘にそんなことをさせてはお嫁の口に 差仕える」

とP T Aから強硬な反対に会ったから ，涙を飲んで取換える乙とに決めたとの乙とであった。

昔は女は立って男はしゃがんで用を足したとへロド ート スの「歴史」に古 いである。わが国で

もいなかのたんぽ道でよく出食わす情景で，インドネシヤでは 当り前で ，女は立って男は逆に

しゃがんで用を足す。いろいろ利益もあるととだし使 ってもらいたいと思うが，慣習にはなか

なか勝てない。

( S )  
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聖歌隊! 市を入れると延約百弐十坪 (約420m

2

) 、壁は鉄筋コンクリートに内外とも白セメント

にj!¥kli 更性 プラスターを混入してガン l次つけ仕上、屋根は鉄骨下地に銅板茸き、天井は 厚さ

約 5 ミリ、 r!150 ミリ位の白ラワンの板を音響を考慮して 曲面に張ったものである。天井の

張りの仕事は良い職人にやってもら ったので、できもよく私は満足している。かな りむ つ

かしい仕事なのに、職人たちは、またと こんな仕事をする機会がないといって喜んでやっ

てもらったのは 、ひ じようにありがたい ことだと思う 。

壁而を傾けたり屋根裏の 1*9r熱のことなど、音響のことや室 内の暑さのことなどにも気を

つけたつもりである 。風通しをよくすることにも 気 を配ったが、なにしろ、電車道に沿っ

ているので、自然、壁は窓を少なくするよりほかに音をとめる手がない。 外壁は 開口部分

が少なくならざるをえなくなった 。 それでも電車が通る H寺には、お説教が問えぬ位だそう

である 。 いずれ機tf&換気をすることにな るだろうと思う 。

祭盟回 りの型式はカトリック教会では、最近変化が起 ったが、まだはっきりした様式が

定治していないので、あれこれと変ってやっと今の型式にな った。それでもまだ変 りそう

であるし 、い ろいろの付属物もこ れからといったと ころである 。 いまのところ祭壇回りの

光線が多過ぎるが、この部分には岩田藤七先生のステインドガラスを蔽めることになって

いるので、その l境には、適当な光線になるだろうと楽しんでいるがなかなかできてこない

ので、当分の聞はし、まのままでやや落ちつかないようである 。室内の椅子は、 長椅 子 を や

めてもらって西洋風な 小椅子にしてもら った。長椅子 よりも廉〈ついたし、 三角形の室内

だから使い勝手もよいと思う。

主 主物 の ｽｦｾ は 三 角形だから、自然その先端のところが塔にな っ た 。 建 物が地面 に建ってい

るというよ り、 「は え」ているようにしたいと思 った。土と建物とのう去か bと軟ふさと

無抵抗さがあ らわれ 、土と建物とが一体とな って自然さをあらわせないものかと思って試

みたが未熟で、そんなもので宗教的な 気持、人の信仰 の対象になるようなものを充分にあ

らわせたかどうか、心もとないと思う 。

延 120坪 で 工1!(l 200万である 。 当H寺は銅板の値段が高かったので施工者の聖和建設は仕

上までではいろいろ苦心されたようであったが、社長の石 川 さんが敬慶なカト リック信者

だ ったし 、私の娘や孫たちもこの教会に属している関係もあ って、皆きんの奉仕と善意で

できたようなものである 。 その石川 さんはこの教会が仕上 ってか ら間もなく故人になられ

たので、よい記念を残されたと思う 。 それと 、特に書いておきたいことは、キリス トの 道

ゆきの油絵が長谷部鋭吉先生が書き残されていたものがあったのでそれを飾ることができ

たことである。みごとなできばえだし、先生もこの教会の信者だったので、これもこの教

会のよい記念である。故石川氏の寄付金で辻晋堂先生にキ リストの御像を造っていただい

たので、これもいい記念である。辻先生は い くども練り直して制作されたそうで、そのご

苦心を感謝している 。 いずれ近いうちに 、洗礼堂もでき、 ヨハネの{象を辻先生に造ってい

ただきたいと思っているのでそれもこれからではあるが、できの良し悪しは月IJ としても皆

さんの善意のこも った教会堂になった こと は、ひじように嬉しいことであると思う 。
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建 築 工 事 の 機 械 化

近 綾 地 建 営 繕 部 長 橋 本 慎 蔵

1

0  

戦後20余年， 終戦時には溺後の人間らしい生活さえ見込のなかったわれわれ日本人も ，今では京海

道 山陽新幹線，高速自動車国道，本洲一四国架橋， さてはフランス ，イタリアを抜く自動車生産台数

等々 ，戦前の机上の計画が，続々と実現の運びlζ 至り ，一見世界一流の文化生活を亨受しているかに見

える。

しかし ，衣食はまずまずとしても ，住ー乙れを広い窓 II ; j とで考えて ，都市，地方，はたまた国土のあり

方について考えてみると ， ζ れについてはまだ絡についたばかりで，すべては ， 乙れからとしかいえな

いのではないか。一般勤労者にとっては ，切実な住の問題一戦後の 7 ・ノチ箱のような鉄筋コンクリ ー 卜

咽酔

の公営住宅が，将来のスラムと化するだろうとする論はあっても ， 乙んにち街に郊外に狛の額程の土地 ・

さえあればどんどん建ってゆくあの文化住宅なるものについてはどうか。

スモッグ ，10" 71<，騒音などの公害についても ，あるいは年間一万人を必す事故死者を出している交通

問題 lとしても ，はたまた都市のスプロ ーノレ化にしても ，あるいは ，また乙れらを含めて， もっと高い見

地から ， 日本人ひいては地球人の住む環境をどうしたらよいかは ，すべての人が一生懸命に考え ，検討

し，決断し ，実行してゆかなければならない重大な事柄ではなかろうか ?

2

0  

と乙ろで，そのための 建設の面での態勢は， どうであろうか。戦後土木のダム工事， トンネル工

事 ， 続架工事などにおいて ， 海外先進国の技術を取り入れて ， 大きく機械化が進んだ。土木工事が ｾ築

工事に比し ，大iii: かつ単純工事のため ，比較的機械化が容易であったためともいえよう。しかし挫築工

事の場合，例えば鉄筋 コンクリ ー トの主体工事にしても ，土木の場合に比し ，部材の種類が多く ，かっ

部材断面が一般に小さい。まして仕上工事 lζ 至っては ，土木工事からは惣像できない程，複雑多岐にわ

たる職麗，工程が入り乱れる。

3

0  

乙のため ，lii 築工事の場合，いわゆる 、よごれ仕事" Ｈ土工事 ， コンクリ ー卜 工事 ･ｴ｣ Ｉ から勺 ｾｊ

級仕事" (仕 |二工l，J}) Iζ 至るまで入手不足と熟練者の不足 lζ 悩まされている。

務 Ａ ､ζ 汚れ仕 Ｇｊｾ や重労働の場合 ， ますますなり手が減ってゆく。とんにちの百年勤労男女にとって ， 日

進月歩の勢で笹怖されてゆく屯気，機械の製造工場の労働環境と ，現場という言葉で表わされると乙ろ

の移動の激しい百空天井の下での職協とどちらを選ぶかは ，間わずとも答は明らかであろう。労務者の

獲得，また工事を早く安く進めるためにも ，早急な 機械化が迫られている。

例えば杭打工事にしても ， キャタピラー ・クレ ー ンの発達によって相当機械化されたとはいうもの

の，杭の照イすだけを取上げても ，まだまだ危険な汚れ仕事である。後鰍多岐にわたる地盤と ，そしてそ

の上に来る構造体もいろいろな庖矧となるので ， 現在までにも数多くの種類の工法が開発されている

が ， 今後はｾ物の大規模 ， 高田化によって更に飛躍的な了 ー 夫が必要となろう。

また鉄筋コンクリ ー 卜工事については ，いずれも手仕事による現場での鉄筋および型枠の組立，そし

て百年一日のごときネコ車の行き交いなどが現実であるが，ネコ1 s : の代わりには ，最近コンクリートポ

ンプ，ニューマチック ・コンクリートプレ ーサなどが笑 !l1 1[ 供され始め ，また鉄筋コンクリ ー 卜部材の

• 

• 



• 

pref ab 化については ，アメリカおよびソ連では ， 大分以前から相当大規模の建物について行なわれて

いるが， 日本でもこれが大きく進められるととが考えられる。

雨がとわいのは交通問題だけではない。 H削ζ は工期のおくれの言い訳にも使われる雨についても ，建

設物を十分裂 うような仮説のプラスチック ・ドーム ( 例えば空気を入れた〉をかけてみるのはどうであ

ろうか ? 建物によっては ，そのための経費と ，工期の短縮 ・能率の増進 ・人件費の節約などが，見合

うようなら十分利用の価値があるわ けである。

4

0  

仕上工事における熟練者の問題も切実な事柄で，まず大した熟練者でなくとも ，よい仕事のできる

ような設計および材料の工夫 ・研究が大事であるとともに ， 乙ん lとち下請の親方任せの感の深い工人の

養成について， きめ乙まかし本格的かつ組織的な養成について，建築界全体で真剣 lζ 考えてみる必要

があるように思、われる。

5

。

わが国は ，欧米諸国の後躍を拝しながらも ，経済力の発展，都市の過密化 とともに ，建築界はいよ

いよ 超高層 の時代に入ったようである。従来 lζ
比し ，建物の高さのみならず，スバン ，更には建築量の

点でも小さからぬ飛躍がみられるようになるであろう。構造力学の面で
，t也民国として，その持てる技

.  術的蓄積によって行なわれた検討によって卜分な目算がたち ，今 日いよいよ実施の面で各方面の一段の

• 

• 

研究工夫の待 たれると乙ろである。 主体の柔構造化とともに ， 主体ならびに仕上材の軽主化が行なわ

れ， また建築構成材の工場生産化がはかられるとともに ，現場では繰返し作業による組立工場的な性格

をおびる乙とになると思、われる。

生産性の向上のためにも ，建築そのものの質の向上のためにも ，またはいわ ゆる「よどれ仕事J など

といわれる非人間的 t 程をなくしたいという念願からも ，施工以前の政策，計画，設計 と杭lまって工事

の機械化が待たれると乙ろである。

わが国の建設機械工業の現状とその育成

大阪通産局重工業課長 中
山

同1

わが国の経済の高度成長に伴って，公共投資を中心とする建設投資規模は年々大帽に拡大して ，工事

畳の増大，工事の大型化 とともに建設部門の機械化は活発化し ，その需要は 著 しく伸びてまいりました。

それに応じて生産は年と ともに増加して， 乙乙 5 年間で約 2 倍のや11びを示しております。建設工事の機

械化， したがって機械の需要が本格化 しましたのは昭和30年代に入ってからですが，当初は生産経験の

不足や国産機械の性能が不充分であったため ，急激な需要増加に対処しましては ，主として技術導入に

走る傾向がみられましたものの ，同時に圏内における研究開発も着々と進められた結果，逐次新機種の

開発，生産が行われるよ うになり ，また品質性能も 次第ーに安定化の方向にむかつてまいりました。機械

の品質性能は定量的には表わし難く ，作業能力 ，作業経11j， 耐久力などの経済性，および操作性の難易

または騒音，振動などの度合によってきまるものと思われますが，国産の各機種の品質性能は大部分の

ものがすでに世界的水準に達しているものであるといっても過言ではありません。これは近年輸出が増
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加した乙とや輸入が横這い状況に推移している乙とからも明らかでありまして ，とくに輸出は後進諸国

ならびに共産圏諸国の国土開発の積極的推進ととれに対するわが国の協力体制の強化と相まって ， トラ

クタ ー， パワ ーショベ ノレな どを中心に年々若しく治大し ， 5 年聞に約 7 倍の伸長を示して，わが国機械

輸出においてE 妥な地位を占めるに至るまでの伸展を見たのであります。

乙のように ，わが国の建設機械工業は質誌ともに飛躍的発展をとげてまいりましたが，今後とも ，と

くに公共投資の拡大を背景とする圏内需要の大幅な {rj J びが期待されますとともに ，一面品質的には今後

ますます高性能化，大型化が要求される傾向にあり ， さらに輸出の増進を図るためにも世界水準を凌駕

するがどとき品質性能の確保を必要といたします。

乙れがために通商産業省におきましては昭和36年以降機械工業振興臨時措置法において土木建設機械

をその対象業種として指定しまして ，特に当工業の育成強化にあたってまいりましたが，さらに本年 IC

至りまして第三次機娠法の発足 lζ 伴い引杭いて対象業種に指定して今後の当業界の発展を期しているの

であります。いわゆる第三次機振法と申しますものは ，従来の機振法とはその内容が質的には著しく異

っておりまして ，施策の百点というものが当面する時代の流れ，産業構造のj b Tj皮化の要3i i をとり入れた

ものでありますが，以下同法 lζ 基づく基本計阿の内容を相介しまして ，私共のIII 設機械工業育成の方向

を明らかにしたいと思います。

まず基本計画では昭和45年度末における合理化日擦として ，各機種ごとに品質性能の向上目標ならび

に生産自のづ |下 げ目標を掲げて ， 乙れが 11標達成の手段として以下の方法を示しております。

即ち ，(1)当工業は成長期待産業として新規企業の進出が激しく ，すでに過当競争状態にあるに併せて

多品極少以生産のため外国企業 と大きな絡差があって，今後の国際競争では ，当然不利はまぬがれない

ので，生産品種の制限や規格の制限などを実施して専門生産体制の整備を図る乙とを先ずかかげており

ます。

(2Hζ は当了.3長の設備の近代化は過去 5 年間の機振法による育成策でかなり進歩をみたと思われるもの

の，設備の質的な 1mからの合理化が行われたとは必ずしも 言い難いので，今後さらに市精度機械，量産

機械の導入資金の確保を行なって品種性能の向上， コストダウンを図る必要があることを強調しており

ます 3

つぎには (3)新規設備の導入にあたっては ，既設老朽設備のくず化を促進し ，税制上の助成と相まって

新鋭設備による合 ll H化の効果を助長させるという乙とで， 乙れは物理的 lζ も老 fj 機械を破砕して新鋭設

備の足を引っ張らないようにする措置であります。

(4)には最近:m化の傾向にあるユーザーとの取引条件を正常化させるため ，問題の多い機種でj ! f I J賦販売

の場合の標準取引条件を設定して流通の安定を図るというものであります。

以上のほか第三次機娠法の改正の他の一つの要 I;? ともいうべき技術振興基本計闘において ，生産技術

l ζ|測する試験研究を特に似進する必要のある機極として ， パワ ーショベ J レ， 全断面#I l l削機などの大型

化，道路折Ii 修機などの高速化，その他新万式機の開発などを指定して，民間技術開発の方向つe けのガイ

デイングとするとともに ，技術振興 lζ 関する国の各種助成策 lζ 乗せることとな っております。なお建設

機械工業だけに| 綴りませんが，いわゆる体制整備を名実ともに実行 lζ 移すべきことを第三次機振法は深

く期待 している乙とはいうまでもありません。

以上でごく大ざっぱな概要だけを述べましたが，本年乙そは一般の経済長況も一段と向上にむかうと

きでもありますので ，当業界が乙の年乙そ質的[ 乙史 lζ 大きな飛躍を試みる機会でもありますので，ます

ます多幸など発展あるととを祈ります。
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基 礎 工 事 に お け る 新 ら し い 施 工 機 械

.. 

囚 ま え が き

• 

!tえ近 ik築の大型化の傾向とと もに大規模な基礎工 ・nが要求さ

れ，加えて騒白 ，地盤沈下などの公宵防止がやかましく論ぜら

れている状勢下において ， よりいっそうの工程短縮への努 ) J

は，われわれ技術者に与えられた難題の一つである。乙のため

基礎| 九土留支似 J'. ，水省地盤改良 ，掘さくなどにつ いて新工

法がつぎつぎと開発され，それに附随して従米見られなかった

精巧かつ特色ある機械が実川化されている。乙乙では乙れら機

械のなかで特市すべきものを取り上げ，その性能 ，JTj途，問題

点などについて述べ，今後の基礎工事計画の ζ 参考 lζ 供したい

と思う。なお ， 無 ￬ｊ ｾ ぽ振ｩｊＱｉ ｊ 土留 工法にｼ刻するものは Ｑ ＹＶＶ 年 ＱＰ 月

号の本誌( 地下工法特集〉で洋 しく論ぜられているので省略さ

せていただき ， とこでは基礎 ｉ ｾ ｜ＺＧ 掘削 ， 地盤改良 ， 71<持な どの

関係のものについて述べる。

• 

国 基礎杭施工機械

従米打込を主 としていた基礎 tfLの施工法は ，最近特 lζ 市街地

においては無音無振動工法の採用が常識となり ， 乙れ I r nう新

しい機械が活躍しているので，その主なものについて述べる。

( a )  アースドリル掘削機

直径O目 5- l. 2 mの大口係以舵杭の築造のための地 rll 穿孔機で

ある。現在i誌も多く tt JFJ されているのは加藤式ア ースドリノレ

で，その概略外形図を図 2- 1 1r 示す。エンジンによ って ケリ

ー ヨーク，ケリ

一円ーを通じて

先端のパケット

を回転させパケ

• 
ットの j J ( ζ よっ

て掘l J lJ が行なわ

yウトリバー

ｾＧｬる。ノミケッ ト

KU!1むがとなった

l火12ー l 加膝王にア ースドリノレ

とき J也 1-.1ζ 引き上げf て排土し ， 乙の行程が繰り返される。孔壁

のJJ) j綴防止のためにケ ーシンクを用いるか， またはベントナイ

ト泥水を孔中 lζ 満たす。またノミケットは 土質 lと応じ て各極周忌:

されている( 図2-2，表2- 1参照) 。

大 体 組 工 政 部 太

特長 ，欠点、を掲げれ

ば

(1)施工速度が早い，

Ｈ Ｒ Ｉ 杭施工 ｾｬｪ が他の大口

径場所打杭施工法にく

らべ安い ，(3) 1皮質砂f深

層の 掘削は若 しく困難

である。

( b )  リパースサーキ

ュレーションド

リル

アースドリノレと同様

大 U 径杭用のきjf 孔機で

あるが，その機構は線

本的 l乙呉る。即ち図 2

- 3 1ζ 示す通り ，J己7J<.

を満ーした孔内でビット

を凶転させ，掘削土砂

はドリ J レロッドヨft 用の

サクションパイプ内を

通じて吸い上げられ排

出される。先端のビッ

トには各極あるが，普

通は図 2- 3 のような

ユンボビッ トを使用し

ている。乙の工法の特

色は ，(1)131: 土 lζ 伴うビ

ットの上下動作がな い

ためイL壁の崩壊が少な

い，そのため普通はア

ースド リル工法のよう

な人工的な似水を必妥

とせず清水で、充分で‘あ

る，(2)サクションノ f イ

プ内の J1<流が早いため

田 進

ぷ2- 1 加藤式20T Hアース ドリノレ仕様

形

全 装 備

主 要 寸

全

全

全

全

会

全

骨量

式 20- T H

量

，去

長 作 業 時 7. 710111m 

高 " ............. ..... 14 .50 0 mm 

't1 "  ( ターンプ7 ームを除く)

3. 700n、m
長Ｚｾ納時 Ｈブ ーム上郎を除 く〉

7. 700 mm 

3. 1501111l l  

( パンドを除く)

2. 820 ml11 

3.50 0 mm 

60 0 mm 

1. 220ml11 

5 . T . D 二市式 24 m姻 JTJ

27. 000kg  

'1' 

寝 r'll 軸 1I 日子高E

敏 J.，} 巾

リングギヤ内 i芸

ケ リ パ ー

関

形 式 ディーゼル エンジン 2 1li

連続) E 他出 ) J 65.5P5 1. 500r p m 

76.5P 5  1. 800r pm 

120P512. 600rpl l l  

39kg・m 1. 400r pl11 

む ノ " l . Il 力

員 立 大 ト ル ク

，由 圧 ポ ン プ

:li 勤 用ギヤ- ; 1 ; . - プ

140kg/cm"140 正/ mi n

パンド及上下動J l j "  "' 140kg/cm"  47"  / mi n 

錨 削 用 ベ ー ン ペ ン プ

70kg， cm"  55 (  /mi n  
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図2- 3 リノミ ースサ ーキュレ ーションドリノレ説明図

〆 一mm

①ユンポ形ピット ③ドリルロッド③ロータリテープル@ケリーパー

⑤スイベルジョイント ⑥真空ホース①サクシヨンホース③ウインチドラム

③サタションポンプ ⑬n空ポンプ⑪以空タンク ⑫冷却水タンク

排水ホース ⑬資料採集パケット⑬水顕正

ユンポピ ット

ぷ2- 2 ザノレツギッタ一社リパースサーキュレ ーションドリ J レ仕綴

形 式 P  S  150 S W 200 S  300  

孔 径 (段 大) ( m)  
1. 5  1. 5  1. 5  

銅 間リ 深 d  ( m)  
200  200 300 

ドリル パイプ 径 ( mn、)
150  150  つ200

ロータリ
回 転 数 ( r p m) 。- 42 0- 42  6- 74 

テープ J レ
ヨ ー ク孔 、111m)

300  300  1， 100  

ト J レ ク ( kg ' m) 980  980  880  

サタシ ョン
'-!. 

虫 (f /mi n)
4 ∞o  4，00U 8，000 

:すぞ ン プ 水 顕 ( m)  14. 5  14. 5  8. 5  

パキ ュームポン プ ( t，mi n) 1. 500  1. 500 1. 500 

ド リ J レJ l l ( t )  3  5  5  

ウ イ ンチ ボイストJ l l ( t )  3  5  5  

パ ケッ ト用 ( t ) l  3.5  3. 5  

エ ン ジ ン ( P S/ rp m)  56/ 1. 800 56/ 1. ωo 56/ 1. 800 

ス
7Ji さ ( m)  12. 8  13  13  

ア喝，;
重 (  t  )  25 25 30 

主 品 ( t )  14 10  14 

トレーラ培地E 全 市d ( m)  2.5  2.5  2.5  

走 行 時 会 E主 ( m)  13. 6  12.1 12.5  

全 ｩｦ ｾ＠ ( m)  3.6  4  3.8  

大きな玉石でも吸い上げる乙とができ ，施工速度が早い ，(3)多

E の清水を必要とするので相応の給水源が要る ，(4)ビットの上

下が不要であるので深度の地大 lζ 伴う能率の低下がないなどで

ある。

ザJ レツギッタ 一本i リパ ースサ ーキュレ ー ションドリルの仕1主
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図2- 4 三菱ベノ ト機B T- 2

を表 2 - 2 1ζ 示す。

(  c  )  ベノト 穿孔機

大口径穿孔機の中で

故も万能的であるとい

われる。その穿孔機構

を説明すると ，ハン マ

ー クラブと呼ばれる先

端掘削具をワイ ヤー で

l日り ， 乙れを孔 rlJ IC 自

由落下させて土をつか

み， ウインチで地上 !ζ

引上げて封| 土する行程

を 繰 り 返 す も の で あ

る。ハンマ ーグラブの

白山落下を伴うため泥

水による孔壁保護は不

ヨミ2- 3 三菱ベノト機B T- 2主要諸元

形 式 s T  . 2形

名 有; ' ，=: k ふ そ う

I  形 式 4 K  Ｑ ＰＰ ｝ｾ＠
シ l ， t 行 時 会 長 ヨT 寸0，760mm

ャ ｼ 准任笠会 ｟｟｟｟ＡＡＧ ｾ Ｍ 亙 二 三亙亘 ｬｉ ｮ
|政小回転半筏約 9，000111m

シ|エl 名 称 三E妄玉、 そう D s 31 W

; |形 式 空21気 筒 4 サイクルデイ

ン 出 ) J  ， 160P S/2，100rpl n 

ェ 名 称 i 三妥ふ そう D s .3IC

ン 出 ォ水冷 6 主lr:d 4 サイク J レディ

ジ ""- ｾＢ＠ ーゼル

ン 一 時 Ｑｭ 定絡 ｉ ｾ ｊ ｊ τ 蕊 ｐｓλ ， Ｕ Ｐ Ｐ ｲｰｭ
ゥ 動 ) J  織 機 ヱ三iレト 刻動(流体深手付)

イ形 式 ，m. ｊｾＧｬ 式
ど 引 上 力 ，2，500kg 

' 引上. i > l i 度 1. 75m/sec 

式宇三連プランジ*
i!l J 形 十形 ホギヤ 形

『 一 一 一 一
ジ常J l I J白木J : E ) J ｾｫｧ Ｏ｣ ｾ＠ ＸＵ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｾ＠

プ I '1;( JTI J世 大 川 出 血 105& 75& 

/ 1. 800r p m ハ，074 r pl 11 

チピ|ケーシング最大回
:__  ｾＺ＠ .... /  Ｎ ＯｉￄＮ ｾ Ｇｾ＠ 46t o 

|転モーメント

ｾ＠ / 1ケ ー シ ン グ 46ton

l グ枇! ' - 引抜力 i ー

ケーシングPIJ 込力 11Ot on( シリング推力60t on)

性 倒 削 深 度 L盟主E旦i 点 銅φ割合約60 m)

1550- 1. 20 0 mm(ボ姻の似合
縮 刷 n 径|

能 1660- 1. 200m m)

I  ii>. )に 削 鍋 泌 度 ，10m/h  

全 波 偏 重 量

( 道 路 北 行 時 ) 約 19，900kg

Ｈ注〉泊ポンプ隼はチ ａ ーピ ｹ グ袋ｾおよ ひ プンム用

H はグラプガイド用

可能であり ，孔全長にあたるケ ー シングを圧入する。

現在最も普通に使用されている国産段三菱ベ ノ卜 B T型につ

いて外観，主要諸元を侶げておく( 図2 4，表2 3) 。

ベ ノ ト工法の特色は ，(1)衝喰式穿孔t1: であるため土質のいか

んにかかわらず掘削でき ， 土丹 ， 節理の発達した岩然でも掘 Ｑｾ Ｑｪ

のできる万能機である ，(2)ケー シングを使用するため孔壁崩壊

の心配が全くない ，(3)他の工法では掘削不可能な大きな玉石で

も排出する ζ とができる ，(4) トラックマウ ン トのため機動性が

よい ，(5)孔深が大きくなってもロッドの継ぎ足しなどのめんど

ート

• 

• 

• 



• 

• 

• 

4・

図2 - 5 ハン 7 ーグラブで作業け1の5 0 T H

表2- 4 アース ドリル50T H主要諸元

是 正 称 及 形 式 l カトウ 50. T I-I 形 ア ー ス ド リ ル

総 重 量 | 約50. 000kg(本体のみ)

寸法全長× 全' I l x 全 両 | 約10. 8m x 約4. 6mx 約 16.8m

エ ン ジ ン 形 式 | い す " D I-I . 100TP形 2 台

走 行 便 ? リ テ ー プ ル |針u圧 駆 動 方 式

ウ イ ン チ 形 式 I 3 ドラム式

H  細目 Ｇｊ 作業 ｊｔｊｾ 宇品 1  6.500kg( ワイヤ速度 )80m/ mi l1

H  補助作業川容鼠 1  3.300kg "  90m/ m i  n  

走 rf一一辺 If"T i百夜志支蕪夏変述紋日3.2k m/h

l晴人ケーシング政大径 1  2. 000φ m m  

格 動 lu : 大 ト ル ク 1 18101. t 0 I1 

活 動 角 度 政 大 1 17'  

引 抜 JJ I 上動出力 9Ot Ol1

抑 込 力 | 下動出力 118t o l1

リパースサーキュ | ポ Y プユニット

レーション l  

総 重 量 1 5. 000kg 

寸 法 l 全1ミ× 全巾 × 全 日

4. 100 x 2. 000 x  1. 85 0 mm 

パ η ー ュ ー リ ， い す ず Z P 142 B AJfi

- - ， • 1  ディーゼルエンジン

サ ン ド ポ ン プ 容 畳 1 380m"/hr630r pm 

ド リ ル パ イ プ f 法 l 内筏 × 長さ

1  200φ 111111 X  3.  OOOml11( l. 500)  

ウォータースイベル符量 l 綴叩'l Jfi 15t o l1 

| 強 )J Jft 40l on 

ロ - ! J リーテープル l トルク 2. 000kg. m(源相形)

"  回転数 0- 32r pm 

ヱ ア ー リ フ ト ド リ ル

コンプレッサー形式及 北越A MF S  .370相当

名称強主笠一一一一一一- ，

ロ ー タ リ ー テ ー プ ル | トルタ 5. 000kg守 m(強力形)

"  1 回転数 0- 20r pm 

政 大 綱 削 可 能 径 1 7. 000φ m m  

うな作業が不要

である。ーカ欠

点としては ，(1)  

土質や ， 子 ｌｾ 裂 に

よっては ケー シ

ングの 引抜に困

難を生じる乙と

がある ，(2)掘 I11J

能率があまり良

くない ， ＨＳＩ コ ｾｊＺ ｾ

が比較的高い ，

などである。

( d)  50TH型

ア ースド

リル掘削

機

最近加藤製作

所において完成

した大 LJ 径3; ": 孔

機で ，ケー シン

グ工法による; 故

大掘削径は 2 m

最大深度50mま

で可能であると

いわれる ， まfこ

穿孔に当っては

ドリリングノてケ

ッ トによるせん

干L，ハンマ ー 夕食

ラブに よ る街 喰

式 穿 孔，および リパ ースサー キ ューレ ーシ ョン 工法など各種の

穿孔機構を持つ万能機で大口径ピアの築造lζ 今後の活躍が期待

される( 図2 5，表2 4) 。

( e )  ボーリングマシン ( 図2-6，表2-5参照〉

従米地質調査に用いられてきたボ ー リング穿孔機を大口径穿

孔} f j 1[. 改良したものである。土質に応じた各種のビッ トをロッ

ド先端lζ 取り付け ， これを回転させて掘削するのであるが掘削

を容易1ならしめ ，かっ孔壁の保護と ，土砂の排出のため ，地 上

l ζl宜いたプ レパ クト ポンプによって ビット 先端がラベ ント ナ イ

ト泥水を l償/i'， させる ， ビッ ト先端から l噴出したベン 卜ナイ ト被

は孔 rlJ を上 JI ・するとき土砂を地上に運び出す。

乙の機械の特長は他の大口径す- イL機 lζ 比べ非常 lζ 小 型，経id:

図2- 6 ｾｮＭ Ｕ＠

橋にのったボー リング 7 シン ボー リングマシン不IH RT S - 600  

主 要 :n 元

マ シ ン す 法

全 長 1. 980mm 

ニ入ヨユ 福 900m m  

1! ι  ?'Ji 1. 320 mm 

重 最 700kg 

穿 孔 出 筏 f品大 600φ

深
4占、c砂

30 m 

方 向 360。

ロ ッ ド u'( 1壬 73.1φ  

給 進 方 式 油 圧 操 作

スピンドルストローク 50 0 mm 

回 転 数 50. 100r p m 

ウ イ ン チ

五 ｴ 大ｾ上能力 1. OOOkg 

巻 上 i卓 皮 16.32m/ mi n  

モ ー タ ー l l K W4 P  

ポ ー リ ン グ fh

全 兵 2. 700m m  

全
弓"

1. 500 mm 

全 高 6. 30 0 mm 

全 備m盆( マシン 共) 2. 000kg 

であるため ，大型機の搬入困難なせまい湯所や辿家内での工事

lζ 適している乙とであるが，反面 ，ケー シング工法の採用が因

難 ，掘 l'jlJ 能率があまり良くないなどの欠点を持つ。

( f )  R Gパイルマシン

P I P工法により中口径 (300- 600) プレパク ト杭を築造す

る機械である。まずア ースオ ーガーを地中所定の深度まで貫入

する。 アー スオ ーガーの回転によって土砂は地上 lζ 封|出される

ので ， アースオ ーガー先端にあるノズノレからモルタノレを圧 入 し

て オ ーガーを引き抜き ，二仁とモノレタ J レを置き換えていくとモ ノレ

タノレれが形成され， モルタ J レの硬化 が始まる前にかど型 lζ 組ん

だ鉄筋をそう入し杭が完成する( 図2-7，表2-6参照) 。

乙の工法の特長 ， 欠点を J{ Sl げると ，(l )P  1  P 工法である た

l主.12- 7 稼動，" の R Gパイノレマシン

表2- 6 R G パイ J レ

マシン L 3- 4016諸元

全( 苛 ill 鼠 161011 

タワー地上高 19. 5m 

施 工 深 血 : 16 m 

全
巾 4. 9501 

全 長 6. 501 

所 要 動 力 48K W  

走 行 方 式 ri 上1 M動

述 搬 方 法 20t ol1 

トレーラー
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め ，ケー シンク ，ベントナイト泥水の使用など孔壁保護の手段

を必要としない ，(2 施工速度が早い ，(3)中口径，中耐力の場所

打 杭築造 lζ は手頃である ，(4)憾の高さ ，モルタノレの硬化開始時

間の関係か ら，あまり長い jJi: Iζ は不向である ，(5)掘削をオ ーガ

ーで行うので便宜砂! 深層や大きな玉石を含む土質においては施

コ二困 Ａｴ Ｔｾ である 。

(  g )  鉄矢板圧入機 ( 図2- 8，表2- 7参照)

鉄矢板施工用の機械であるが ， 無音 ＱＱｾ 振動施工綴械の一極と

して取り」二けf ておく。 これは 三菱重工業が英国から技術導入

し，今年から国産化するもので日木における実績 はまだない

が ， 二 ｾｾ食品 ｬｩ 果は良好であった。圧入機構を説明すると ，

まず 8 枚の鉄矢板をクレ ー ンによって匙て込み ，地中にある

程度目入させる。次に圧入機をクレーンで 8 枚の鉄矢板]頁部 lζ

装 Ji し，辺転を 開始する。圧入機 {ζ は 8 箇の油圧 シリンダ ーが

凶2- 8 稼動 Ijl の矢板圧入機

ぷ2- 7 三菱テイウッド

パイ ノレ7 スタ ー清コじ

会 重 1辻 10.5to l1 

押 込 カ 225t ol1 

日| 銭 カ 165t ol1 

間i
込 速 度 50担 分

日| 依 速 度 60cm
l
分

ピ ス ト ン ス ト ロ ー ク
760明"

I止 il ! J 圧 630kg/c同

モ ー タ ー 馬 力 75P S  

(60サ イ ク ル )

内政主れ名ピストンロッドは建て込ま れた 8 枚の鉄矢板のT良部

lζ 凶行され る。運転 Cjl は 8 ｕｬ のピストンのうち Ｑｾ Ｒ 箇のピス

トンがi Ii J )き ，他のピストンは/ i i "止しているので ， Ｖ ｾ Ｗ 枚の鉄

矢板の ｩ 也 ＱＱ Ｑ ＱＧＱ 人部分の引抜低抗を ｊ ｸＮ Ｉｊ として Ｑ ｾ Ｒ 枚の鉄矢板

がJ[ 人される。ピストンの 1 ストロ ー ク長さの} E入が完了する

とCI 動的 lζ 切換が行なわれ，他のピストンがj王入を開始し ， こ

の行程の. i ! l i 絞によって所定泌さまで全矢板が圧入される。同級

の行程! こよって矢絞の引絞も行なう ζ とができる。

従米鉄欠板の j上: 人! 土多く試みられているが，大規模な装; 百を

必要とし一般的な実用化が困難であったが ， 乙の圧入機は比 'j 攻

的小 J¥1'jii :11 である ので今後の将及を期待 する。一方予想される

欠点としては ， 11硬質土 rjl への圧入は困縦である ，(2)機体の 吊

上け'1こはクレ ー ンが必要なため ，市街地における矢板の引抜は

悶縦である ，などであろう。

40 

( h )  ディ ーセ.ルパイル

エキストラクター

( 矢板引抜機)

図2- 9

従来打込まれた矢板，

杭などの 引抜には ，蒸気

士たは圧縮空気で作動す

るものが使われていたが

エヤ ー コンプレッサ ー，

ボイラ ーなどの附属設備

や配管が必要で準備が大

へんであっ た。その点木

機( 図2- 9，表2- 8) は l怪伎

で取り扱い簡単なうえ能

率もよい。ク レー ンで本

機を" ｲｾ り矢板を抜く点で

は従来の引抜機と同じで

稼動中のパイノレエキ ストラクタ ー

あるが ，ディ ーゼノレ ハン

表2-8 パイノレエキストラクター

マーと同じ原理で怪仙の

1)jJ 発ノJ を動) ] (ζ 利用して

いる。なお ，かなりの騒

苛振動を伴うので市街地

などでは利用できない。

回 掘削用 土工事機械

ｾニー 長

全 幅

奥 l T 

本 体 重 量

打 撃 数

一打慢の仕事E

必 要 け ん 引 力

燃 同 消 費 量

潤 i itnb 消: l ! l 量

テソレ 7 グP - 14，11'iA:

2，650111111 

1，760111111 

780111111 

1， 800kg  

l(焔 - 140blo w
/
mi n

0- 750kg- 111 

位小 10t

4&.  h， 

If  hr  

土 1: 'JJ の函では上本:)j 包工川 lζ 多くおrr しい機械が利} f J されてい

るが ， ζ 乙では建築 T 'j;川 lζ ももとわれているものを述べる。辿

築 I'.'J';: ではその性質上，なるべく小型で機動性のよいものが要

求される。

( a )  スクリウエキスカベーター

深い地下工事における掘削仁 'JJ は，縦横 {ζ 交』! ? する切裂材の

下での作業になるため ，その機械化はむつかしく ，現花でも人

海戦術にたよっている場合が多い ，特 l ζ' 1次質本lf 上J也般の掘r1rJ Iζ 

l受13-1 スクリウエキスカベーター

台枠を左 IC旋回させプレームを下 Ir オーガーフレ ムを 1申lました状態。

長 4，030ml11 全日吉 1， 450111111 

• 

• 

• 

• 
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説を構機掘

表3- 1 スクリウ エキ スカベ ーター諸J l :

2. 100kg  

三 連安冷ディゼルエンジン

A D15.31  

15  2. 500CP 5/ r pm )  

18/3. 000CP5  r p m)  

カサ樹 111および鎖 Jl1式

油圧モーター式
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の 先 端 lζ 短 い ス ク リ ウ オ ー ガーが取りイ、j け ら れ ， これを回転し

つつもli f.生仁 lζ 何I f J けると仁は削れてスクリウコンベアと同じ h;f

IIITでI j l心 へ と 得 っ て く る 。 こ れ を 出 き iてげ爪によって機体 uこ

あるコンベアで機体後日f5lcj)1 山する。 1)1，111 されたI _ - _ は別のコン

ベアラ イン によって上 陽 袋 町 の 所 ま で 送 ら れ る 。 本 機 は キ ャ タ

ピラ |二l ζE絞 っ て い る が ，掘 l'jlJ けI)JIIIJ 中止換の必要がないため足正

の 仁 を 荒 さ ず に 済 む の も 特 長 の ーっと いえよう。

( b )  小 型 パ ワ ー シ ョ ベ ル ( 三 菱 ユ ン ボ ー 〉

従- * の大将! ノマワ ー ショベ l レでは阪人困難なせまい JLj 所 で の 掘

削 や ，小引のI _ ・F Jfl 'ζ 1) 11発 さ れ た も の で ，機 動 性 が よ い の を 買

わ れ て か な り 作 及 し て い る ( 阿3 2，ぷ3 2参Jl i D 。

lヌ13-2 稼動rl' のーー菱ユンポー

， 

• 
----・

『唱崎、. J

ν 〆

d

司

匝n

d

 

ぷ3- 2 二菱ユンボ- J-I - 3 5，i/'i; じ
ノミケッ トの 操 作 ， お よ び

• ，t  ii }J 式 タイヤ日. t
アー ム の 運 動 は il 1i JJ : 作動に

ゑ昔 ift 
". 

グ1 8l 0 n  

全 "  4. 530ら なっており ，よ 行 は キ ャ タ

合 "  2. 480 "  

全 ':;J "  3.240"  ピ ラ ま た は タ イ ヤ 11人lミムにお

民 間 迅i J立 "  IOr p m  

一動作所ｾ時Ｑ｜｜ Ｑ 20，ec よ ひ ト ラ ッ ク シ ャ ー シ一保

1止ノ、止行述皮 キ!'J 7k m  h  

車両I止少抗肉、ド任 が1 6. 700' ;' 法 式 が あ る ，機構が附1 j 1.な

エ ン ジ y 出 )J 36P5  1. 800rp m  

燃料的 ￯ｾ 1，' *'1 5C h  た め 故 防 が 少 く 迎 'I[L; 技術も

附I j i .である。

( c )  ク ラ ム セ ル式 土 砂 場 機 〈門 型 ト ラ ン ス ポ ー タ ー)

掘 削 土 砂 の 地 上へ の 垂 直述 搬 に は 従 米 ス キ ップカ ーやノぐ ケッ

トコ ンベア ーが伎 わ れ て い た が ，土質によっては能' f ¥が:11. ¥く運

転 不 可 能 な 場 合 も し ば し ば 見 受 け ら れ た 。

図3- 3 移動式 トランスポ ーター構造

」一一 一一一一 J  

ー- 3 0 0 0

600.:;. "" 

表3-3 移動式トランスポ ーター

主要請えの一例

ス J マ ン

鉾 土 能 力

{ 主 用 タ ラ ム セ ル

パ ケ ッ ト

ホ γ バ 一 容

レ - ) レケ' ージ

{ 主 用 レ ー ル

巻 上 ウ イ ン チ

同 モ ー タ ー

を 上 i : l i 皮

ワイヤーロープ

6.3m 

12- 15m・J 111 

0. 45111 

7111 

4. 9m 

37kg  

ニ開ウインチ 2 l 巻

30K ¥V 

Ｚ＿ Ｑｬ Ｚ Ｑ Ｚ［ Ｑｬ、 Ｏ ｭｩｮ Ｈ Ｈｪ ｴｾＨｈ 内 Ｉ

文持 18φ 刈 OOm

I叫l羽 18φ 100m

5.5K ¥V '1¥ ij;.， 

モーターウインチ

吟 ぬl11' mi n( :Jf}un.... )

12φ x 4 0 m 

ilh正開閉式

トロコイド 1' O P ・340

3. 7K W  

180C 

タ ピ ン ilh =90 

過を防止航行制限

1{120. 000kg 

ー一一 4800 (しー)b中11:.') -.  

ー 一一一 5 2 0 0 一一一「

本機( 図2 3，表3 3) は

乙の欠点を除き ， しかも

せ ま い 市 街 地 工 事 な ど に

向 く よ う に 設 計 さ れ た も

の で ，上 砂 場 は ク ラ ム セ

ノレにより行ない ，土 砂 受

ホ ッ パー か ら ト ラ ッ ク 上

lζ 土 砂 を flr す 構 造 に な っ

て い る 。 機 体 全 体 が レ ー

ノレI-_人t 行 式 の も の と 定 置

式 の も の が あ り ， レー ノレ

ノ主行式のものは i也 ド 鉄 工

Ｇｊ￧ によくもｾわれている。

hl 近 大 部 1むにおける用地不足から ，大 Obj の 新 設 は 必 ず と 言

ってよいほど埋立地などの軟弱地盤地帯! こ行なわれる。このた

め建築工・Fに 附 随 し て ，従 米 稀 で あ っ た 地 盤 改 良 [eJi が 多 く な

っ て き て い る 。 現:([' 1次

お い て 開 発 さ れ た ぺ ー

ノマー ドレ ー ン 工 法 がM
i叱14- 1 ペーパー ドレーン工法説明図
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筏 行 ウ イ ン チ

向 i卓 度

ワイヤーロープ

ホ γ パ ー ゲ ー ト

同 油 圧 ポ ン プ

閉 そ ー タ ー

油 圧 タ ン ク 容 i

使 用 作 動 油

安 全 法 低

金 { 喜 重

困 地盤改良，水替関係工事機械

( a )  ペ ー パ ー ドレーンマシン

質 土 の 地 盤 改 良 l ζ Mも

多 く 伎 わ れ て い る の は

サ ン ド ド レ ーン 工 法 で

あ る が ， スエ ー デン! こ



近各地で利用されるようになってきた( 図4 1) 。 サンドドレ

ー ンにおける砂抗 K 代って透水性のよい特殊加て紙を軟質粘土

rlllζ 多数圧入し ， 乙れをドレ ー ンとしてもli _t 中の間隙水を脱水

し，1王淫; 沈下の促進を図るのが目的である。

乙のぺ ーバ ー圧入のため ，外国からの技術導入によって製作

されているのがペ ーバ ー ドレーンマシンで ある ( 図 4-2， 表

4-1) 。軟弱地盤用の巾広なキャタピラ l ζl 特およびぺ ーパ 一正入

機を略戦したもので ， ぺーパーの正人 ， 切断 ，機体移動の行程

を全て自動制御とし ，能率的な作業ができる。

表4- l J 加藤式ペーパードレーン

7 シン T D - 20 A諸元

型 式 : T D.20 A  

自 重 約47. 000kg( 全装備)

接 地 圧 : O.  ＷＳｫｧ Ｏ｣ｾ＠

寸 法 全長× 全両 x 全巾

8.5∞x 26. 313x 3. 70 0 mm 

紬間距離日 4.400111111 

級者? 巾 0 ・ 700m m  

マンドレル全長 ・ 23. 300m m  

エンジン 日野 D A59A 2 ディ ゼルエンジン

( 過給機付)

定絡出力Ｈ述 ｴｾＩ ・ 143P S/ l . 500r p m 

定絡出力( 一時間) •• 200P S/ 1. 8∞r p m 

最大トルク 。 81. 5kg . m

駆動方式 ー全油圧釈 動， 自動制御方式

油圧装置

まポンプ，ブースト ・ポンプ， およ び 補

助ポンプ

走行J l I オイルモータ

圧入用オイルモ - ( J

7 ウトリガー

il u圧クレーン

空気装置 : エ 7 ・コンプレッサー

圧力 7 ｫｧ Ｏ ｣ｾ＠ IU 出量 3. 0m"/mi n

性 能 .

ペーパー圧入深度 最大2 0 m

"  圧 入 力 。. . . . 24. 000kg

圧入速度 45.2 m/ mi n  

ペーパー圧入問問

0.75. 1. 0. 1. 5. 2.  0.2. 5口、

( 任意に設計可能)

走 行 泌 度 必 大3. 4k m/h

(l I' J i l l : および後進)

l火1.1-2 加II長式ペーパー

ドレ ーンマシン

乙の工法は ，(1)砂 杭 1<:: 比べ版fi lli なぺ ーパ ードレーンを密に打

設する乙とにより ，排水効果を強めし JDJを短縮する乙とができ

る，(2) 砂杭の場合のような ，使弔{ 沙のえl J 搬 ，検 査 ，投入などの

間接作業を必要としない ，(3) 砂抗のようにドレ ー ンの切断，断

面の減少など施工上の難点が少い ，(4 )上屈を民社する心配が少

い， などの特長を持つが，一面では上質によって問題がある場

合も生じるようである。

上 回帰 E貧

.....x ";1 ト
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4- 3  パイフロフローテーション工法説明凶

( b )  パイプロフロット

砂地盤の改良は振動締め固めによって行なわれるが， 乙れを

実用化し 利用さ れているのが，パイブロフロ ー テー ション工法

である( 図4-3) 。パイブロフロッ トと呼ばれる起振機をウォー

ター ジェットを使って砂 I1 11ζ 白人し ，良質の l沙を補給しながら

娠動を与えると ，砂地盤は締まり J山ItU.J ) J を増す乙とができる。

ノてイブロフロットは円棒状 lζ 作られ，先 端 lζ は7] <1噴射孔，機

“ 内部l ζ( 立偏心重錘 と屯動機を備え ，その回転によって機体全

体が縦または横方向 [ζ 振動を起すようになっている。乙の工法

によると組または中砂のゆるい地盤の改良 lζ 効果を発停できる

が ， 相当量の水を伎用するので ， 二 ｾ胞に当っては充分な給排水

設備を用意しなければならない。

(  c )  水中ベ ビーポンプ

各種の水替 lζ 従来から用いられている水中ポンプは ，その性

能 ，経便な乙とが広く認められているが，重量は約50kg- 300kg

もあり ，モータ一馬力も大きく ，小規模な水替にはまだ不便な

場合が多かった。最近乙れをさらに小型化し ，かっ好性能の水

中ポンプが市販されているので乙 ζ に紹介しておく。

従; j そのものは使用屯庄は200Vであったが， ζ れが100V 'i: ll 灯

線を利用で きるのが最も使利な点であろう。重量も 20kg前後で:

あるため一人で簡単に持ち述びでき ， 出力は 150- 400Wである

など，特 lζ 小規模工事を対象 IL 設計されている。乙の種の水中

ポンプの一例として鶴見製作所製のものについて諸元を表 4- 2

lζ 掲げておく。

表4- 2

形 式 150 B s  250 s s  400 B B  

使 用 m 庄 100 V 川 100V JIJ .  200V fJj 100V 周 200V Jl J

口 径 m111 35 40 40 50 50 

f4 程 長 大 / 実 用 6/4111 8/6n、 10/8m 

ぬ 水 量 最 大 / 実 用 ，15080c/mi n 230/ 120C/ mi n 一一旦 笠120C/ mi n

1 l i 動 機 容 量 J50W 250W 250 W(単相) [ 400W 400W(111樹)

定 路 m流 50"" /60"" 4. 2/3.6 A  7. 7/6. 1A 3. 0/2. 5A :  8.4/7. 7 A  4. 2/3. 4A 

外 径 す 法 高 さ × 巾 m m 305 < 190 335 <235 460x 240 

盤 貴 kg J3  15  24  

]  キャプタイヤコード 4.  fl1 下げロープ

付 属 品 2. ホースカ γ プリング

3  ホー λ パ y ド

国 む す び

地下工事用の機械はっき‘ つぎと新らしいものが開発され，そ

の性能を発揮しつつあるが，その選択使用 lζ 当っては一般の工

事用機械の場合よりも一層厳E な注意を要する。すなわち工事

計画 lζ 際し て土質 ，地下水位などを十分調査の上，その土質に

適した工事機械を採用する乙とが大切である。過去における地

下工事の失敗例のほとんどは ，その土質 lζ 対する誤った地下工

法 ，あるいは工事機械の選択に起因するものであろう。いかに

高価で優秀な機械を投入しでも ，その土質lζ 不向なために能率

lζ 非常な低下を来たし ， ときには施工不可能にもなるわけであ

る。土質調査資料からそれに見合った機械を選択する乙とは相

当の経験を必要とするので ，専門技術者の意見を参考として十

分検討する努力が必要である。

• 

• 

• 

• 



建築工事用として最近使用されているコンクリ

フについて

トポン

コンクリ ト工事にお ける新ら しい施工機械

4・

1. 概 説

• 

建築工事におけるコンクリ ー ト打設 lζ は，従来より エレベー

タ→ 力一ト・シュート 方式が主として採用されてきているが，

カート についてみると ，運搬距離が長い場合はカ ー ト中で材料

の沈澱が生じるおそれがあるし ，多大の労働力と設備を必要と

する乙とは不経済の観をまぬがれない。シュ ー トの場合は ，傾

斜角度のとり方や長さなどが適当でないと ， コンクリ ー トは分

離しやすい。また乙の方式では ，打設さ れるまで ，コ ンクリ ー

トは大気 lζ 開放された状態で運搬されるし ，移し取りの回数が

多いのでスランプの低下をきたす乙とにもなり，施工管理上思

わしくない。

また市街地の現場で敷地 lζ エレベ ーターを建てる余地のない

ときはやむを得ず， 乙れを建物内部に設置するととになるが，

その部分がダメ個所となって，工程上のマイナスとなる。乙の

種の問題打開のために タワー→ トランスポーターモノレール方

式，あるいは クレーン の利用などが試みられたが，利用範囲が

制限される乙となどから依然として エレベーター→ カート・シ

ュー卜 方式が主力を占めてきた。しかし近年になって建設労働

者の質量の低下が深刻とな ってきた乙とと ，建築物の質的向上

が契機となって，コンクリートポンプが脚光をあびるようにな

• 

ってきた。

4匝

コンクリ ー トポンプの歴史は古く ，1920年代 lζ ドイツ ，オラ

ン夕、. で開発され，その後1932年 lζ アメリカ {ζ も導入された。わ

が国にも昭和26年頃にアメリカから R excheinbelt の Double

200 が輸入されるとともに ，昭和27年石川島播磨重工，31年成

和機械がそれぞれ国産機を完成，次いで ，35年石播重工は西独

トノレクレッ卜 ，36年三菱重工は西独シュビングと相次いで技術

提僚を結び，その性能改善を計ったが，乙れらはみな定置式で

あった。これは土木工事用としては大した問題もないが，建築

工事では長期間同一現場 lζ 据付ける場合 lζ ，稼動率の低下によ

るコスト高が問題となり ，特 lζ 性能のすぐれた機種以外は ，あ

まり多くは使用されていな かっ た。そ乙で乙の低い稼動率を向

上させるために，機動性の高い トラック塔i l i X ，トレ ー ラ一式が欧

米，とくにアメリカで 1963- 4 年 lζ 開発されて，わが国にも一昨

( 株) 大 林 組 工 務 部 藤
宮

小 保範

年から C hall enge- Cook，昨41年から T homsen，Whi t eman 

が市場 lζ 登場し，現在はすでに国産化されつつある。

そ乙で今回は ，最近とくに建築工事によく使われている コン

クリートポンプについて概述する。

2. コンクリートポンプの原理

コンクリ ー トポンプは ， コンクリ ー 卜フ。レーサー ( ニュ ーマ

チックプレーサ ー) 1ζ 対して用いられるもので ，その基本的原

口上出コンクリート

L コンクリートゾリング 2 コンクリートピス トン 3.  iul 圧シリンダ 4. i由圧ピストン

5 コンクリ ート シリンク' ピストンロ y ド 6 ホ γ パ 7. 吸入用プレートパルプ

8 日I 出用プレ ートパルプ 9. Y%管 10 ウオークタンク 11. 水洗装位切換パルプ

12.  i f ! j 圧ゴムホース 13 滑 り管 14.逆止弁箱 15 スポン ジポ ール 16. クザ ナーピストン

図 1 i 三菱シュピングB P - 12J 型機能図( ダブル式)

¥主気圧暗崎日E笠

油 圧 系 統

I 柚 圧 ポ ン プ

2 油 圧 回 路 切 換 弁

3 主 油 圧 シ リ ン グ

4 吸入日 l 出弁用シリ

ンダ

5. j由タンク

3  

原 動機 系統

6.  i1l J 圧ポ ンプ用m動

機 ( またはディ ー

ゼルエンジン)

7. 俄 料 タ ン ク

|雫12

コンクリート系統 配管洗純系統

8 コンクリート愉送 12 洗i慣用レデュ ーサ

ピストン -

9 吸 入 日t 出 弁 13. ゴ ム ポ ー ル

10. コンクリート鮪送 14.  詰 物

管 15 圧縮空気用 ゴムホ

11. コンデリートホッ ース

パ ー 16. 送気量調整パルプ

「訂川島 トノレクレット P T- 12 T P J 型機能図( シングJ レ式)
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理は ，(1)  Pumpi ng  ( ピス トンポンプ型) ， (2)  Squeez i ng (し

ぼり出し増) lC分けられる。

(1) ピストンポンプ型 ( 図ー1，2)

一般に水ポンプの概念を追従している。愉送管のパノレブ ( 1止

出パノレブ) を閉じ ， ホッバーのパノレブ (1以入ノミノレブ〉を聞いて

コンクリ ー卜 をホッパーからポンプ室に吸入み ，次 lζ ホッパー

のパノレフを閉じ ，輸送管のノリレブを聞いて ， ピストンで コンク

リー トを押し出す。ホッバー内ICは， ｴｾｮ 機を具備しているの

が普通である。ポンプ lζ は機械式駆動と九IJ 正式駆動とがあるが

最近はほとんどが油圧式駆動を採用している。またシリンダ ー

もシンクソレ式とダフ‘ ノレ式とがある。

(2  )  しぼり出し型 ( 通称スクイズポンプ) ( 図 3)

しぼり出し型の原理は ，絞り歯 みがき をチュ ー フからしぼ り

出す原理! と同じである。ドラムの内部で向転する車輸が，ネオ

プレンとナイロン製の比較的軟かいチュ ー ブを押して コンクリ

ー トを輸送管 [ζ 送り出す。チ ュー フのI j ' が空になると真空がで

き， ホッパーのコンクリ ー トを吸い込む。ポンフ。は油圧駆動明

ある。

ロ

"1 t: _/7_-=! -二二乙

凶 3 rスクイズポンプ」段能凶( しぼり出し型)

3. 各 原 理 の も つ 特 性

(1) ピストンポンプ型 ;

〔長所) i  ) 全袖圧駆動式のものは ，コン クリ ート作動 ピス

トン | 及入および 111: 出用バルブなと‘ の作動をすべて油圧で行なう

ため従米のクランク式の欠点である振動，街慢の 激しさがかな

り少なくなっている。 i i ) ダブルピストン ) J 式のものは ， ピ

ストンが交 J i l 乙作動し ， シングルのものと比 '1決してコンクリー

トをよ りｾ絞的 ｬζ 倣送できるとともに Ｑ サイクノレ ＧＱＧ の負荷の変

動が小さいのでlJR動機の山ノJ が幾分小さくてすむ。 iii ) ダフ

ルピストン方式のものをトラック椛岐式とした場合， rしぼり

出し相J Ｑ ζ 比べて ， 打設能ノ ｊ の Ｑ ｾ Ｚｊ いものが採用できる。 ｩ ｶＩ

トラック峨峨式のものは機動性にすぐれ，スペースをセーブで

き，ひいては ，打 設単価の引き下げを可能にする。

〔短JJ I) i  ) 定程式のものは ，稼動不が低く ，能ノJ の大きな

ものはホッパー受 u の高さが，: -: ，くなるので，直後コンクリー卜

を生コン '11から投入する乙とができず，ピットを煽るか，地下

lζ 設目するなどの方法を考えねばならない。 i i ) コンクリー

卜エレベー ターなどに比べては ，機敏原価が l白いうえに ，オー
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ノイー ホーノレなどの保守面と消粍の激しい部品などに相当額の費

用を要する。 iii ) 比較的低能 ) J のポンプ ( P . T . O方式のも

のなど) は コンクリ ー 卜の品質 [ζ 鋭敏であって ，骨材配合のバ

ラツキが大きくなるとバイプ聞広などの故障を如く。

(2  )  しぼり出し型;

〔長所) i  ) ロ ー ターによるスクイズ機構を備えているので

スランプが相当ノミラツいてもコンクリ ー トの分離は起り難いし

位泣コンクリ ー 卜の搬送 !ζ はlT < : 適な機構と考えられている。

i  i ) ピストン形式にみられるパルプ， シールなどは一 切ないた

め， コンクリ ー トはつまりにくい。 iii ) 2 個のロ ー ターを使

用しているので連続的な級必ができる。 i v ) スロッ トレバー

を操作する乙とにより 111:11'， : 止のコントロ ールが可能である。

v )  トラック培技式としたものが，機動性 lζ 豊む乙となどは ，

ピストンポンプの場合と I，i] 織である。

〔短所) i  ) ポンピングチュ ー ブの消粍がはげしいので， コ

スト的 iζ 多少不利となる。 i i ) ノf イプがピストン式 lζ 比べて

小従 ( 3 インチ) であるため振動が少なくなり ，パイプ取付 け

も容与!1にできる点はメリッ卜として評価できても ，... 管えように

よっては ， 乙の粍微さがIはノ、のディメリ y 卜ともなり ，小規模

な辿物 lζ しか利用できない! 日q刈ともなっている。

4. 建築工事用として最近使用されている機種の

使用一覧表

Ｚｬｾ 近使用されている機純のデ ーターは表 Ｑ， 表 Ｒ のとおりで

ある。

「スクイズポンプJ ( チャレンジ)

「石川島卜 J レタレット P T A25T BJ 稼動状況

.ト

• 

• 

• 



表 1

製 作 会 社

商社および

提 俄 先

l呼

1  -1"' --1-.  17.1<平 | 愉送 ' . "  .. 1  
l  能力 | 地l正 I ｾｾＺｾ ［告￲Ｏ 1)  /' 1  

称 I 輸送距離 1  1 1ぼ |  仙i絡 7J 円

1  O13/ h  I垂直 m kg/cni 吋 ダー数『

型 式

原 動 機

(  ) はア ジテータ

原動機

利 | 能力 |藍 距 離if ラf 輸 送 開 7ウ f

5FI /h  1- '- Ｈｦ ｴ Ｉ Ｑ フ。 ｮ ｾ アイン 7

350 守

100 

750  

200 

500  

2  4及び3 トレーラ
100 

1. 000 

33 

120  

65 l ，O00 

120  

石川，｜，ｾ I謡館「

320  

40  

トノレタレ Y ト P T A 25T B  25 Ｔｾ ｾ＠ 150 1 4. 6 

50  

320  

--10  

シ ュ ピ ン グ B  P 25 25  Ｔ Ｙｾ＠
日U

仏 国 P  T 12T  P  12  120  6  

西 独 B  P  12 12  90  1  5. 6  

三 三主 主 工

90 1  6. 7  • 
表-2

製 作 会 社

商ネ」および

提 携 先

呼

極 東 開 発 チ ャ レ ン ジ P  C 80- 11 30 

ト ム セ ン 丸 紅

ノマイア

ホワイ卜 "7 :/ 貿 易 P  40  1  40 

し ッ ク ス 神 鋼 | シングノレ 200 I  

620 40  

チエンベノレ ト レ y タ ス ダブノレ 200

司島

5. 機 種 の 選 定 に 関 す る 一 考察 ( 筆者の調査結果より)

(1) 大規模 ( 地上 30m， コンク リー 卜打設1J: 500m 3/ 1 階分以

上) な S. R . C 造建物の場合には「三菱シュ ビ ングB P - 25J  

のような能 )J の出i いものが適当と思われる。ただし ， 乙れは定

置式であるので，設置場所とし得る地下部分を千j しているか，

敷地にその余裕のある u物でなければよくない。乙の機械の最

大の長所は ， コンクリート の品質が多少ノミラ ツいても ，パ イ プ

問答というトラフV レ を ほ と ん ど 起 し て い な い と い う と と で あ

る。

• 
その他 lζ もピストンのストロ ー ク長さの調節可能な乙と ，パ

イプ内径が Ｑ ＵＰ 協 である乙と ， 原動機が屯 ｾｊｊ であること ， ほと

んど故障を起さないととが他の機種に対してメリッ卜となって

、る。ただ打設能力が高いだけに ，パイプ径が大きく ， したが

ってノ f イプ亘社も 24kg/ m とかなり重いこと ，i 1! 統治 ilil が必要

なこと ，定古式であるため機動力のないことなどが他に対して

ディメリッ卜となるようである。

「三義シュビング B T - 25J  ，ζ 次ぐ性能を持つ機種として「ト

ムセン ＶＲＰ 型モビ ー ルポンプ」がある。乙れは ト ラック上ｾ・ｉＡｘ式

のものの「いでは ， 最 ｉＺＧｾ の打設能力を有していて利用ギも両い。

パ イプもスパイラルであるため ， 軽量で配管作業も容易である

が， ただ内径が 100協 な の で，骨材粒径のバラツキがノミきいと

‘  

フラッノ f ーノイノレブカf つまる乙とカまある。

(2)  中規模 ( 地上 6 F ，コ ンク リート 打設l . J : 500m
3
/ 1 併分以

下) 以下の辿物 lζ は， 前 記 の 「 卜ムセ ン 620型 モ ビ ー J レポン

プJ ， I スクイズポンプJ ， I石川島 トルクレットダブル( お

よびシンクール〉ピストン型J などをそれぞれの能ノJ にそくして

使用する乙とが適当と考えられる。とれらはすべてトラック桃

載式であるので，機動性に富むし ，パイプも怪旦である。しか

850  トラック用ディ ーゼノレ

( トラ y ク培岐) 泊 JE (な し)

2  ( トラ y ク上A 股) ピス トン盟 トラック用ディーゼノレ

(  11 )  

2  412  30 K W U 動機

( スキ ッ ド) 油 !王 ( 2. 2K W 1 1 )  

2  ，_  ｾ＠ 52，9  ピスト ンFl 37K W  '，:，;: 動機

(ス キ y ド) ( 5. 5K W  1 1 )  

価 絡 万 タ イ プ

原 動 機

(  ) は アジ テーター

3  850 し ぼ り i

占 し 式 |トラy タ用テ' イ ーゼノレ

油 圧 |アジテ ーターイ、j

ポンプ式

油 圧

ポンプ式

トラック

4  トラック 1. 100 

1. 200 

8 % 
30K W  "ι 動機

機 械 式 I (3; て主主- 11 )  

37K W  '，:，;:動機

__j _Q) . 5K W  1 1 )  

スキッド

8 % スキッ ド

ポンプ自 ｾｉ 1  

原 動) i jl 1  

Ifi :  lil I  

(  t  )  

桝 故 物3. 8 I  

トラ ック 3. 7  

2. 3  

1. 4  

3. 9  

1. 7  

、
、
，

，
，

ゐ

L〆
，
‘
、

円

山

山

頂

4. 2  

し乙れら軽量のバイプは ，重量物をのせることによって変形 し

やすく ，変形したノ f イプの使用 はポ ンプの故障や ・H故を起 す の

で ，使用前 lζ パイプの点検 をする必要がある。また ， 卜ムセン

が 100'，%， スクイズが 75% とパイプ。径が小さく ， 円材松径の バ

ラツキが大きいと ，す ぐ に パ イプ防JA を起しがちであるので，

コ ンクリ ート の品質管理に神経をもと う必要がある。粍 ilt コン ク

リート 1' 1設}自には「 ス クイズポンプ」がM適( 輸送距離が 能 力

範囲内であれば) であろう。

6. 使用に際してのチェッ クポイ ント

(1)  '1
'
規模の R . C 造建物の場合， 術協設f J i I J を万 1]1ζ J 5 慰する必

要がある。コンクリ ー トタワ ー伎mの場合は ， タワ ー ブー ムで

資材の荷協げができたが， ポンプ使用の切合には ，足 場 な ど を

利月] して適当な前協設備を設ける必要がある。

(2)  R.  C 造建物では ， 水平ノマイプ敷設を外部); 0 必上 lζ 設ける

ようにしているカむそのノ f イプやフレキシブルホ ース を ス ラ ブ

鉄 筋 上 l ζ Uわせると配筋上のトラブルの原凶ともなるので，馬

などを伎って鉄筋を保護する方訟を々えたんがよい。 S . R.  C  

iEの場合は ，打 設 す る 階， またはその 2 ， 3 階上附の鉄' けから

チェ ー ンなとで lf  ｾるようにするとよい。

垂 直 配 管 の 支 持 ) j 法については ，打 設 能ノJ の正:J ｾ＠ 、機種ほど垂

直) j 1r，J のショックもノi きいわけであり ， I三 義シュピング B P

-25J のj必令 ，It<: A 約1. 0  t のショックがあるので ，適H寺ぷ持方

法をあーえねばならない。さらにポンプと丞直立ち上り管部分と

の1m，ζ 10m前後の水平配管を行ない ， ウォーターハンマ - 11をの

ショックをピストン部分以前で緩和するようにすべ きである。

( 7 〆 刷プ

世| り管伎J l j の場合は / :灯、 のように斜材で1i1i強する ) j が 安

全である 。ときどき曲り管前後のジョイン卜が，ショ y クのため
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はずれる乙とがあるからである。

(3) 配管の長さは ，各機種の能力以内になるように計画し ，か

っ，水平換算長さができるだけ短くなるように ，また現場の状

況が許すかぎり直線とすべきである。つまり輸送管内のほ抗が

できるだけ小さくなるようにするこ とが肝要なのである。水平

換算長さの算出 lζ 当つ ては次の換算表などを利用して，実際の

配管長さが各機種の許容水平換算距離を越えないようにする。

ただし ，高官l の建物の場合は ，ポンプを他にも上部の適当なフ

ロアに設置して.l ji 直万向への輸送距離をのばすこともできる。

高い階に設置する場合は ， トラック塔載式よりも定置式のもの

が， P. T . O方式のものよりも電動式のものの方が適当と考え

られる。

乙の種の機極としては 「三菱シュビング B P - 25， B  P - 12J  

と「トムセン 620型J ， i スクイズポンプJ ( ただし ， トラッ

ク搭載式ではなくて ，スキッ ド‘ 式か トレ ー ラ一式とし P . T . O

から電動式にアジャス卜したもの) が適当であろう。

一輸送管抵抗値換r ，1表 一

二l ?i . シュピン夕、 B P - 25の場合

輸 送 信 の 極 類 水平換算長さ

90
0  

( R 宇 0.8m) 曲管 l 本当り I  2 o  m 

90
0  

( R 土 2 m)  11 11 1  2  11 

60

0  

11 11 
8  11 

45
0  

ら 11

30

C  

11 4  11 

15

0  

11 
2  11 

A  直 1 m 当り 8  11 

スクイズポンプの場合 卜ム センの場合

輸送包の庖類 ノ ｫ 平換 ｴｾＺ 長さ 輸送管の種類 水平換算長さ

90。曲管 1 .本当り 7 m 90
0

曲管 L 本当り 9 m  

w. 直 l  m 削 | 3 m 垂 直 1 m 当り 4  11 

(4) 下降圧送 ，すなわち高所から下方へ向って ， コンクリ ー ト

をポンプ圧送する場合，落差70m位であれば，傾斜または垂直

面をかなり容易に F降圧送できる。ただ落差が大きいときは ，

γ 程度の空気抜きプf をパイプラインの高さが最大となる点の近

くに設け ，パイプにコンクリ ー卜 が完全につまるまでは ， 乙れ

を開放してパイプ 11 1
の空気を追い出すようにし ，完全につまれ

ば乙れを閉塞するという具合にしなければならない。

(5)  パイプラインの組立て解体は ，特殊な接手金具によって簡

単 lζ 行なう乙とができる。また先端はフ レキシブノレホ ースを使

用する乙とにより，かなり広範囲に供給位置を変 える乙とがで

きる。しかし ，述絞打設中のパイプライン移設，打ちじまい時

の磁々段取り替えによる時間のロスなどによって ，独立基礎の

コンクリ ー 卜打設などでは施工能力がかなりおちる。乙れを補

なうために「三菱シュピンク」では ，パイプラインの途中 lζ 中

間約設管を設 けて ，随所への コンクリ ー ト打設が行な えるよ う

に考慮されている。
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(6)  パイプ内の コンクリ ー 卜の許容停留時聞は ，夏期で10- 15

分，冬期で15- 20分位と考えられる。

(7)  コンクリ ー 卜の圧送に先立って ，コ ンクリ ー卜 とパイプと

の摩燦低抗を減少させ ，潤滑作用をさせる芯 l床で ， 1  :  2 前 後

のやわらかい モルタル 1 - 2 m
3

程度( 輸送距離に応じた畳)

を圧送する。

(8)  i コンクリ ー 卜のスランプ ・空気量 ・輸送111: と輸送距離の

関係」について「三菱シ ュピング B P - 25J の場合を例にとると

まずスランフ。の低下率は水平換算長さと比例しており ， 4 0 0 m 

で 4 - 6  96位低下する。したがって打設直後のコンクリ ー トの

ス ランプを 22c111 とすれば ，スラ ンプの最大低下量は 1. 1c m前

後となる。次に 空気量の低下率は ，水平換算長さが長くなるに

したがって大きくなる。最大輸送距離 400111 では305ぢ位の低下

率をみる。したがって空気量 3 96の コンクリ ー卜 の場合，最大

0. 9 96 の空気量が低下する 乙と になる。輸送比については ，水

平換算 180m位までは 2 5 m
3
j h 以上の能力を示すが，最大輸送

距 離 400mの場合には 1 8 m
3
j h 位に低下するようである。

(9) 各 コンクリ ート ポンプとも ， コンクリ ー 卜打終りのときの

パイプラインの清掃には ，スポンジボ ールなどを水圧や圧縮空

気に よって押し出し ，パイプ ライ ンの清掃を行なう。乙の i嘉合

卜ムセ ン620 型モ ビーノレポンプやスクイズポンプは ， ローター

の途元装置により ，また三菱シュピングポンプは水洗装置の切

替え レバーで，それぞれ押上げた水をもとに戻して地上で排水

処理が行なえる。

(10)  暑中において圧送中の コン クリ ー 卜の温度が非常に上昇す

るおそれのあるときは ，パ イプラインをぬれ布なとで被記して

直射日光を遮る乙とも必要であり ，また水洗7.1<.をノ f イプ中 lζ 一

晩保持しておき ，翌日の作業直前 lζ 乙れを排出するなどの処置

もよい。寒中においては ，できるだけ jili 続作業を行なう方がよ

い。パイプラインが短かくて130- 160m位まであれば特別の配

慮は必要でないが，パイプ内 lζ 洗浄水が残っていて凍結するよ

うなことがないように注意しなければならない。

7. 最 後

コンクリ ー トポンプ工法を採用するに 当って ，最悪のトラブ

ルはパイプ閉塞であり ，一度閉塞を起乙すと現場の乙うむる損

害は大きい。どの機種についてもいえる乙とは ，機械について

の使用者の予備知識が不足していたり ，オペレ ーターの熟練度

が低かったりする場合に ，よくトラブルを起しているようであ

る。

ポンプ使用 lζ 際しては ，機械の改良も当然必要ではあるが，

まずそのオペ レー ターとして ，十分な教育をう け，かっ必要以

上の経験を有する者を採用するとともに ，専任の担当者を任じ

てポンプ各部の管理手入れを徹底させるなど万全を期すことが

との工法の価値を高める上での第一条件ーとなろう。
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追 記

前記の機種のほかに ，つぎの新らしい コンクリ ー トポ ンプの

機極が稼動 しようとし ，あるいは今後使われる見込 にあるので

相介する乙とにする。

1. i コンクリ ー トポンプ車 PTB30T P J ( 石川島播磨重

工業) ; 昨年末より ，全国で約30台が紘勤 している。 機構など

は前記 P T  A25T B と同級であるが ，n設能 )J が 30m
3
j h と高

くなっている。

G.J，，_ーム当ム - 4 0

、、 s <300 

g  

P T B - 30 T P型要目ぷ

項 目

型 式 抗 型 也 動 油 圧 ピ ス ト ン 式

コン: タリ ー ト ポ 容 歯 4 - 30，.，. /hr  

ン 7 鮪 送 自1 続 ( 水平ま t"は垂直) 一石可雇則 350mまたは6001

..-=- ， 4 吋 使10 280mまたは6 0 m

シ リ ン ダ 後 × 個 数 18 0 mmx 2  

ス ト ロ ニ ? コ亙001111

ホ y パ ー 容 量 0. 2501・1

01 出 代 後 180. 1m l11 ( 7" )  

主i 1h圧ポンプ 形 一一一一式 l 可変容日 7 キシ; . ) レプランジ十一

日I:IJJ 圧× 札l: tII:Gl: ， ＱＱ Ｐ ｫ ｧ Ｏ ｣ｾ＠ x  150C/ m in  

制 御 milh圧 形 式 I 固定容量 7 キゾヤルプランジャー

ポ ン プ ロ l 出圧× 吐 出量 ＱＲＰｫｧ Ｏ ｣ｾ メ ＴＰ ｐ Ｏ ｭｩｮ

形 式 l 石川島I霊感 1 FC- l l 型

配 管 洗 門事 m 01  出 圧 力 Ｗｫｧ Ｏ ｣ ｾ 1  

空 気 圧 縮 機 UI 出 空 気 量 1 34m"/ mi n

回 転 数 830r. p盆m

エ ア レ シ パ ー 容 量 I 210C  

1 r ' H t 盟主乙乙乙容 一一一一一」容 は盟

水 ポ ン プ 川 出 量 X III 出 圧 1 40C/m in へIk g/ c品

目 荷 主 主 装 低 回 転 数 | 約50r. p. m

形 式 ; いす " B > 030守 l :'!'l

トラァク 名 称 l いす J ディーゼル OA640

シ+ シー エンヅン ｬｺ 二二二 式 二 盈 Ｔ サｩＮＲ｟竺直 ｾｊ 6皇 室一 一

姫 高 出 力 130P S/ 2，600r. p. 01

排 気 量 1 6，373cc 

P T Oギ 7 装 置 形 式 | 市原ポンプ産業l I u-3型

ffi : G l 金 重 一一 ｾ ｉ 約 Ｘ ， Ｑ ＰＰｫｧ
ト ラ ッ ク シ ャ ー シ 一 軍 鼠 | 約 3，100kg

l  塔ｾ物重量 Ｇ 約 Ｕ ， ＰＰＰｫｧ

2.  i 三菱シュピング B P-15T J ( 三益重工業) ; 前 記B

P  12 砲を改造して ， トラ γ ク地故式 と したもので ，42年 1 月

から もとmされ始めている。

ヱ jI ，‘ 引 回 て:t 一一 ~

主 な 仕 様

政 大 ul: 出 鼠 15m :J /h  ( 4  - 15m".  hの範聞で可変)

性 最 大 柏 送 附 I :!: 一 ':: ; Ｓｾｾ ｭ＠
量l i U 4 Qm 

残 コ ン ク リ ー ト 排 出 方 式 I 水 洗 式

輸 送 管 径 150A (6 B)  125A ( 5 A)  100 A (4 B)  

能 I  5  0  A  玉砂利 30 砕 石 30

ff 材汲大寸法 :  I  2  5  A :  "  30 " 25 

， I  0  0  A  " 2 5  " 20 

コ ン ク リ ー ト シ リ ン ダ 数 回 2悩

コ ン ク リ ー ト シ リ ン グ 内 後 1500101 

仕 ピ ス ト ン 般 大 ス ト ロ ー ク 600mm 

ピストン 段大 ス ト ロ ー ク 数 30lill/ m in  

ホ ッ バ 容 新 0.27m:
l  

水 タ
y

ク 蒋 f在 1. 0 m:J 

1 形 式 デニソン T 2 0 038形ベーンポンプ

一 一 一 一
泊 ポ ン プ | 忠大III: tII bl 175C/ m in 

織 l 最 大 圧 力 一一里Q_kg/cnl 一一

ト ラ γ ク 形 式 : ふ そ う T 6250

エ ン ヅ ン 形 式 6 0 S 1
一 一 +

最 高 出 j J 1l 0 PS/3， 2001'. p.  m 

ffi ト ラ y ク シ ャ ー シ 2，515kg 

積載物( 作動i 1h，洗i幌水を含む) 4，300kg 

合 計 6，815kg
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3. I三 菱 シュビング B P- 30DJ ( 三 集 積i 業) ; 前記 B P - 25型とポンプ本体の機構

は同級であるが ，B  P - 25のモ ー ター駆動をディ ー セ・ノレ駆動とし ，打設能ノJ を 30 m
3/h と

高くしている。 42年 1 月 lζ 完成されている。

主な{ 上段

差 式

I  1壮 大 sI 出 量

s  P  -:IOD  ( ディーセルエンジン 動)

:J Om/ h  (9- 30111/ h可変)

性 | 必 大 輸 送 距 離 4 一一一

￬ｦｾ＠ ｾＨ＠

400111 

50111 

残 コ / ' ?  1) ト 排 出 J j 式
水 洗 式

愉 iti n 径 100A(4 s )  125A(5s )  150A(6s )  175A(7s )  

玉砂利 2 5 mm 砕 石 20111111

能 ， f } 材 政 火 、j 法

1 0 0  A  

1 2 5  A  

1  5 0  A  

1  7 5  A  

玉砂利 40ml11 砕 石 25111111

王砂利 50ml11 砕 石 40n、m

{上

餓

虫

五t

4. 

プ

レ

ヲ

ユ シ

ニ ャ

ツ

ト

ポ

ン

本 プ

体

ホ

.， 

マ

illl ポ y

ｫｾ＠ "  

o  7.:主

プ の 形 式

UI: 出 量

抑 圧

烹板東I 6 0 mm 砕 石 50l11m

デニソン T 2D038形

245t/ mi n  

90kg co! 

j瓜 動 機 の 出 JJ ←貴一一一二一 "

ディー ゼ ル エ ン ジ ン 述 続 J E絡67PS/2，200rpl11

アジテ - " JH 1，壮大 111 出 世 27e/ l11 in  

;111ポンプ 厄一一万つI11 庄 II Okg c占

コ ン タ リ ー ト ゾ リ ン グ 数 2 例

コ ン ク リ ー ト シ リ ン グ 内 径 180m m  

ピ ス ト ン の 段 太 ス ト ロ ー ク 1. 500l11m 

ピ ス ト ン 自 伝 太 ス ト ロ ー ク 数 15回/ min

ホ y バ 容 量 l. Onl 

回転数 電 動 式 5rpm l 50サ- 1 ?  J レ) 6rp l11 ( 60サ イ ク ル )

ア ジ テ ー タ |  河11正式 6rpm ( 品目玉1

:lJ カ m動 式 3. 7K W  ( 6 1' )  巡続定絡

ηIIn: 式 5P  S 迎続定絡

プ レ ッ シ ，. Ｂー ＭＷＭｲＭτ 一一一寸 三部 ｧ｣ 作Ａｬｊｊ ｾＱｉ Ｕ 五日 否玄す Ｗ
ポ ン プ 本 体 3，900kg

介 Jr 5.420kg "(作肋司t. 520kgは合ます7

「トムセン 640型 モ ビ ー ル ポ ン プJ ( 丸紅) ; 前 記620砲 に ブー ムを取イJ けたもので ，

ブームの操作は ， リモ ー 卜コントロ ーノレ式にな っている。輸送パイプの従が3" の湯合はブ

ーム長さ 24m ，4" の場合は 18mで ，270 Jklnl 可能である。 42年 2 )  J  IC. 輸入予定。

5. I トムセンモデル680型 J ( 丸紅) ;  42年 5 )J 頃輸入が予定されているが，打設能ノJ が

ＵＰｭ Ｓ Ｏ ｨ と ， コンクリートポンプＺｪ ｬｬｾ 大の能 Ｉｊ をもっｃＢ ｉｦｏ トレ ー ラ一式で 、 130l P デ

ィー ゼ、ノレエンジン ，9 8 K Wモー ター駆動である 。全 illll14. 5 t  ，ノf イプ径は4" または6仰をもI. U日。

6. I トムセン 620型」のシリンダー ( ピストン) 径9"を6"1ζ しぼると愉送距離が ，TIi直

125m， ポ平 50 0 mと伸びるととから ，9" のものに簡 Iれにはめ込める部品が輸入され ，使

用され始めている。 ただし ，打ー設能 JJ はかなり おちる。

7. Iスクイズポンプ 4 型J ( 拘束開発機械工業) ; ポンピングチューブと パイプライ

ン箆を従米 の3" J¥'i とは別に4"1ζ 拡げた型のも ので打設能 ) J はかなり高くなっており ，IU: 山

主は倍加される 。現在 アメリカで試用されている 。今年 7 月頃 lζ は製造発売予定である。
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鉄骨工事における新らしい施工機械について

1. ま え が き

建築における鉄骨作業は ，運綴 ・建 方 ・絞鋲の三つに大別さ

れるが，乙乙では建方作業用機械について述べる。従来はガイ

デリック，三脚デリックなどデリック工法による鉄骨建方が一

般に行なわれていた。近年建設機械および施工法の進歩とわが

国における建築物高さの制限緩和により高層ビ J レの施工が多く

なったため ， クレ ー ン類についても高能率で安全性の高いもの

が要求されるようになった。従来のデリック工法はガイロ ープ

などの関係もあり ，都市でのビソレ建築に使用される乙とが少く

なり，代って移動クレーンや，タワークレーンなどが多く使用

されるようになった。

2. 建 方 用 機 械 の 種 類

鉄骨建方にはデ リック， 移動クレ ー ン， タワ ー クレーンなど

が主に使用されているが， これらの機種分類および用途 ・特 徴

は表 1の通りである。

表- 1

分 類 機 特 徴

移動クレ ーン トラッククレーン キャリヤー上 lζ クレーン装置

を上益載したもので機動性に富

む。

クロ ーラークレ ー クロ ーラ一本体( 乙クレ ーン装

ン

置を搭載したもの。

ホイールクレ ーン 上記のクロ ーラーをタイヤ式

にしたもので走行性に富む。

トラック [ζ クレ ーン装置を塔

レ 'ノ カ 依しトラックの原動機でクレ

ーン部分を駆動する。

タワークレ ーン 定置式 タワ ーが固定式で水平ジブ式

タワークレーン

とジブ起伏式とがある。

I匂傷程の作業がて・き鉄骨建方

以外の各種の関連作業にも広

く使用できる。

走行式 軌道上を走行する形式で低湯

タワ ークレーン

度で広範囲の作業に適する。

軽荷重用のものが多い。

簡 易 クレ ーン装置のみをコンクリ

タワークレ ーン

ー トタワ ーなどの頂部 lζ 架装

したもので軽荷重用である。

竹中工務庖大阪本庖技術部 楠 瀬 泰 雄

デ リ ッ ク ガ イ デ リ ッ ク ガイロープを張る必要がある

設置7
1

t， 運転経費なとは安価

であるが作業上の危険度が高

く水平 ・垂直の移動が困難で

ある。

ｾ Ｎ＠ J出i デ リ ッ ク 据付面績が大きい。

3. 各 機 種 の 特 徴

建築物の種類 ・規模 ・工期 ・立地条件などの諸条件により各

種のク レーン 類が使いわけられる。以下機感別の作業性につい

て述べる。

(1) トラッククレーン

走行装置がタイヤ式であるため機動性に富む ，アウトリガ ー

などが装備されており ，吊り上げ能力 100 t の大型クレ ー ンも

市街地を通行する乙とができ ，大規模な鉄骨建方も機動的に施

工するととができる。

軟弱地盤，不盤地などでは ，路盤の補強を要する乙と ，1;jt い

場所での方向転換が困難であるなど ，不便な点もあるが，前り

上げ能力が比較的 lζ 大きいため ，中層ビ j レ，工場悠家など単位

重量の大きい鉄骨建方には便利である。

(2)  クローラークレーン

走行装置がクロ ー ラータイプであるため ，不整地や軟弱地盤

においても作業ができ ，1 * い場所での方向転換も容易にできる

ため，ビソレ建築などでＱ［ｊｾい場所や工場建家などで不整地の場合

{ζ はトラ ック クレ ーン より便利である。道路上を自走できない

ので ，作業所までの輸送にトレーラーを使用するため，機体の

巾 ・高さに制限を受ける。したがって輸速できる機種にも自づ

から限度がある 。

1 - 2 のメ ー カーではクロ ー ラー フレームの張出し装置，あ

るいは油圧式アウ トの取付けなどにより輸送時の機体 rlJ を変え

ないで能力の向上を計っている。現在では吊り上げ能力30 t  ， 

ジブ長さ 3 3 m程度までのものが道路輸送可能の限界のようであ

る。

クロ ーラー クレ ー ンは他の機種に比絞して使用する場所の条

件に制限を受ける乙とが少なく ，担付 ・解体 lζ 経費が掛らない
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など種々の利点があるにもかかわらず ， トラッククレ ー ン，あ

るいはタワークレ ー ンなどを使用する場合が少なくない。今後

クローラ ークレ ー ンについては愉送容易 ，かつ司 lfbj 程以! の霊

ＱＴ［ 鉄骨量ｾ方作業 ｬζ も泊したＩ｜ＮＱ型機種の開発ができれば便利であ

ろう。乙の点 lζ っきメ ーカ- 1<: 今後の研究を望みたい。

(3)  定置式タワークレーン

建築用タワ ークレ ー ンは欧州において古くから使用されてお

り1950年頃から急速に普及した。

わが国においても ，建築制限の緩和による高岡ビノレの山現，

建築工法の合理化 ，安全思似の普及徹底などの理由からタワ ー

クレ ー ンが急速に使用されるようになった。ジブ型式について

は市街地において建物の周囲 tc 空地が少ない乙と ，隣該して高

照ビソレがあるなどの理山で、 欧州で盛んに使用されている水

平ジブ式は使用されず ， もっぱらジブ起伏式が採用されてい

る。

趨高層ビノレも各地で着工されているが，地盤が:IHく地iムの多

いわが国で・は設計上建物の軽量化が要求されるため ，純鉄'円・構

造となり ，鉄骨の単位重量も重くなる傾向にある。タワークレ

ー ンの能力も初期においては欧州で多く佼われている 50t m. 級

の小型が製作されたが，わが国のビソレ建築 lζ 適応しないため ，

次第に大型に移行し最近では 150- 180t m. 級のものが多く使用

されるようになっ Tこ。

建築用として ，今後どの程度までの大型が要求されるかとい

う見通しは困難であるが，建築設計の傾向や前i ! s の諸条件から

推察すると ，250t m. 級のものが要求される公算が大きい。

ヒソレ建築以外の工場建設や造船所などでは 600 t m. 級の起大

型機種が稼働しており ，船舶や工場が大型化するにつれ，乙れ

らも今後大型化するものと思われる。

工場などに常設するものは別として ，建築作業 l乙伎mするも

のは作業場で想条件下の組立 ・解体などを行なう乙とを考慮し

クレーンの能ノJ を増すためには ，機体や部材を大型化して能ノJ

向上を計る乙となく ，設計や使用材質函につき検社して能ノJ の

向上を計り ，現在一般に使用されている型についても ，自重の

軽bI 化，安全機構の完備 ，作業性の向上などについて一段の研

究と開発を望みたい。辿物が高くなるにしたがい倦上mワイヤ

ロープの撚れもますます面倒な問題になると思われる。これに

ついては ，タワ ークレ ー ン以外の各種高! 凶用クレーンでも同様

であり ，改良すべき問題点が多く残されている。

(4)  走行式タワークレーン

走行式タワ ークレ ー ンはタワ ークレ ーンの初期においては製

作されたが，わが国のビノレ建築場で: は周囲に空地が少ない乙と

と，鉄骨・の単位重iJ1: が重くて使用 K 耐えなかったなどのJ l J 1 出に

より一般には普及するに至っていない。しかし ，軽E 鉄骨構造

あるいはプレハブ式の建物が今後増加する乙とと，思われるの

で， 乙の面については需要が生じる乙とも考えられる。
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(5)  デリック 類

ガ、イデリック ，三脚デリックともに ，(6)で述べるような理由

でビルの鉄骨建方 JTI としては今後だんだんに使用されなくなる

であろ う。

(6)  タワークレーンの特性

(a)  捲上 ・起伏の速度が速く作業性がよい。

(b)  頂部 IC ガイロ ープを必安ーとしないからブ ームの起伏や旋

回が自由である。ただし自立，: : ) さの限度以上 lζ 高くする場合は

能回機構の下部などにガイロ ープあるいは} 低倒防止の処置を講

ずる必要がある。

(c)  各種の安全装置があり誤傑作による危険が少ない。

(d)  ジブ起伏の際 lζ 品り荷を; _ k 'f .t 乙移行させる水平引込機構

が採用されているため作業性がよい。

(e)  ジブを作業半径z ; まで起乙す乙とができる。

(f )  セJ レフクライミング機構になっているので ，当初は低く

しておいて建物が高くなるにしたがいクライミングするので ，

ガイデリックの追上などより危険が少ない。ただし セノレクライ

ミングの際の安全機構については名メ ーカーのものともまだ完

全なものはない。重大災筈を起乙す危険もあるので ， 乙の点早

急、 lζ 開発を望みたい。

(g )  鉄骨が上居階 lζ 延びるにしたがい ，クレーンクライミン

グを行なって下部マストを取除き ，下回階の関連作業を進 める

乙とができる。

(h)  クライミングの際 lζ 力、イデリックのようにガイロ ープの

張り替えを要しないか

ら，クライミングが早

くできる。

(i )  鉄骨建方作業の

みについてタワ ークレ

ーとガ、イデリックを比

較した場合 ，両機種の

性能が相逃しているほ

ど胞工iH; には相違が表

われない。 ζ れは鉄骨

II 方作業時間中 lζ 占め

る各作業の割合が機械

の運転 JI寺間よりも玉掛

けや鉄骨取付け作業な

どの人為的な作業 lζ 多

くの時間を要するため

である。ゆえにタワ ー

クレ ー ンを設置する場

合は工事の初期 lζ 設置

し，土留作業， コンク

リー ト打設など鉄骨建

挫ι ムヱムト

1  F  

B 3 F  

凶- 1 ベ J レクライミング

• 

• 

• 

• 



• 

司ー

• 

• 

方以外にも使用 するよう計画すべきである。

4. タワークレーンのセルフクライミング

鉄骨建方が上層階 lζ 延びるにしたがい ， タワ ー クレ ー ンのク

ライミングを行なう必要がある。以下クライ ミング の一例につ

いて述べる。

(1) ベルクライミング

一般に行なわれている方法はタワ ーの頂部 [ζ マストを継ぎ足

して後に旋回ベル部分をクライミ ング する方式である。( 図 1)

クライミンクーには主巻 ウイ ンチを利用して行なう方法が多く

とられているが，専用ウインチを装備したものや ，あるいはラ

ックを使用した特殊クライ ミング機構のものもある。クライミ

ング作業でベノレ落下は重大災害につながるから ，落下防止のた

めの完全な安全装置が必要である。

(2)  タトマストクライミング

あらかじめ外マス卜の内側 lζ 内マストを数本組立て ，必要に

応じて外マス卜を 順次内マストの外側で組立て ，その分だけ内

マストをテレスコー プ式に追上げて行く方式である。

(3  )  クレーンクライミング

高層 ヒツレ の場合 lζ 鉄骨建方が上層階 lζ 延びるにしたがい ， <

ス卜のみを継足してベノレクライミングを行なうと ，マスト の自

重による大きな直圧が下音f 5< ス 卜lζ 掛かる ζ ととマス トがある

ために下層階の関連作業の施工 lζ 支障を来たすので ，無制限 l乙

の

① 

④ 

③ 

② 

ｪｾｾ＠ 11. め

I  

① 

l l F  

10F  

9 F  

打P年ロープ

昇降案内ロープ

旬J}j J ( し問所

支持枠

叶- 2 クレーンクライミング計画

⑦ 

マストのみ継足すととを止めて下部マスト

を取除く乙とのできるクレ ーンクライミン

グを行なわねばならない。

図 2は ク レ ーンクライミングの 計画 ，

図 3はベルクライミングとクレ ーンクライ

ミングの組合せによるクライミングの工程

を示す。

5. む す び

鉄骨建方用機械は建築物の種類，立地条

件 ，規模 ，高さ ，構造などの諸条件を勘案

して選定すべきであり ，今後ますます能率

のよい新機種の開発が期待される。

マλ ト継且 ベルクラノミングへルク弓イミンククレーンクライ ミング ベルク ライ; . / ' グクレーンクライミンク ベルクライ ミング

タワ ーク レ ー ンは便利ではあるが， 設

置，解体などに多くの費用を要するため ，

短期間の使用には不適であるなどの欠点も

あり ， さきに述べた機種につきその経済

性 ，作業性などを比較検討して機種の選定

を行なわなければならない。

叫 に fK11 フレ一日 5  F  2: t't フレーム 5 F支持フレーム II F 主作 ヮ， ム II F J d，フレー ム

7  F  Ａｾ､ ｬＮフレームモ利用 13F  ｪｾ ｾｬ 上『レ ムを刊I I !

l苅-3 クレーンクライミング工程
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新 ら し い 仕 上 工 事 用 の 荷 揚 機 械

{ 上ヒ工引のなかで資材の荷協作業は ，宿命的 lζ 不可避な作業

である。最近施工技術の急速な進歩と 社会的な要求 とにより建

築制i式も多摩多様となり ，乙れらに使用される各極資材も次々

と新らしいものが開発されて ，その運倣作業 lζ は特種な条件が

要求されますます複雑化してきつつある。

そしてその巡織作業の適否は直ちに施行能力を大きく左右す

る結果となるものであって ，仕上工事における荷役作業の機械

化は今後の建築工事において重要なポイントとなりつつある現

状である。しかるに 乙のような資材荷役用の機械化は現状にお

いては，従来使用している荷役機械によって兼用され勝ちで，事

新らしく取上げられる機械もまだあまり見あたらないが，最近

使用された比較的新らしいものについて述べてみたい と思う。

荷揚にあたって第ーに必要なものは巻上機であり ，あらゆる

場合 lζ 使用されるものである。従来使用されてきた手動クラッ

チと足踏ブレーキによる工事用の也事bウインチは ，操作 lζ 熟練

を裂し ，危険性があり ，場所を取り小容泣の荷役 lζ は不便の点

が多かったので ，次第にブレ ーキモータ ー付の述隔操作式の電

動ウインチが使用されるようになり ， 乙れを各種機械 と組合せ

ていろいろな用途に利用されるに至った。また ，最近建築物の

市ｾ化｛乙ともない ， 倦上速度の ｆｊｌ［ 率化が要求され ， 多段または

Ｑｭ 段変速のウインチも開発されている。 ｾ ｈ 図は二段変速ウイ

ンチの一例でポ ー J レチェンヂモ ーターを使用し ，40- 8 0 m/ mi n

のニ速に変化しトルクリミッタ ーを有して過荷重運転を止防す

知 1  I玄l

主 要 仕 様

1  吊 り ｪ［ｾ ffi 

2. Ijl り上逃度

3 電 動 機

4  

5  

6  

7  

8. 

50サ イ ク ル 350kg 60サ イ ク ル 300kg

50サ イ ク ル 20 m 60サイクノレ 25m

1. 5K W  4  P  ( 明電舎)

ス- ，マーウインチ

走 行 法 也 手 動 式

過 巻 装 置 リミッ トスイ γ チ

車 鵠 250φ x 50- 4 ケ

鍋 宗 6 や- 9φ
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( 株) 也原鉄工所取椅役技術部長 中
村 登 久 雄

• 

るようになっている。駁 白ーも 2 m はなれて50ホー ン程度で都会

地用として開発されたも のである。

従来建築工事においてコンクリート打設はタワ ーと手押車に

よって行なわれていたが， コンクリー トポンプによる打設が開

発されて以来 ，乙の工法によるユーがが急激に増加して4 0 m程度

までの高さの建築工事の7096までがこの工法によって施工され

るに至り ，従来のコンクリ ー トタワブ ームによる荷揚ができな

くなったためと ，軽量の発泡コンクリ ー トなどが開発されたた

めにとれらの荷揚 lζ 使用する目的で ，簡単に足場や屋上に取付

けて荷揚をする乙とのできる ，特 lζ 移設が容易なクレ ー ンが要

求されるに 至 った。

第 2 図より第 6 図 lζ 示すものはいずれも乙の種のクレ ーンで

ある。乙れらの主なる特長を述べると ，屋上その他に固定して

使用するものもあるが、第 2 図は手押によって移動し得るもの

で車輸は 90

0

方向を変えてセットできるので直角方向 lζ
方向を

変えて走行できる高さが低 く，主
lζ 各階からの荷揚をするのに

使用される 。 (第 3 図，第 6 図はこの一種である) 0  t l H図は

スェ ーデンなどでよく使用されているものである。バランス ウ

ェート は持は乙びが簡単なような箱を取付け ，乙れにその場で

砂または砂利を入れるようにな っている。各部は人力で容易に

持は乙べる程度 lζ 分解できるので ，人力でも移設ができる。ま

たその場での小さな移動は車輸をテコによって押下げ全体をア

ウ トリガーより浮かしてノiミ行するようになっている。

Ｎ ｾ＠

• 

第 2 凶 350kg簡易クレ ーン

120町 30、1

120-X30、l

• 

o

m

m

 

185  c  
_.  -.175 



ー'

唱島

• 

‘  

;:'j) 5 図は白 β で足場内をせり上げて行くことができる簡単な

ポストクレーンで，ブ ームを折畳み ， フロックのフックを環に

かけてベ ースを外してしま えば，足場の上の ) j の二又などに滑

車をかけ ，これに倦ワイヤ ーを百| かけて臼ノJ で足湯内を昇降で

きる。旋凶: ま電動予jl ボタン操作で360

0

Jj)f_ 回できる。本機のウイ

ンチはブレ ーキモータ ー付の電動ウインチであ って ，本機の下

方地上 lζ 据イ、j けたまま j卓悩操作する。また本機は: I t 立大 8 0 k g 程

度部分からなり分解搬送する乙とができるようにもなってい

る。上機各機の{ 上級はそれぞれ図 lζ 示すi u 1 りである。

故近プレコンによる建築がますます盛になり ，いろいろと複

雑なプレコンが使用されているが， 乙のプレコンの荷揚および

取{、j 作業は従米使用されているクレ ー ン績によって施行されて

いる現状である。 しかし作業中プレコンを似仮する率が大き

し 能 率 が;iE< く，切所のせまいと乙ろでの作業が困難でいろい

ろの問題が起こっている。次 lζ 述べるものはプレコン工法のた

めに開発された荷協機械である 0

j ; ( ! ; 7 図はビノレなどの屋上または各階において組立てられて使

用されるもので ，1. 5  t の川上げ能ノJ を有し ， その使用要領は

壁より約 3 m程度外壁より山たブームの先端 lζ てプレ コンを吊

上げブームの中にある送りネジをハンドルによって回わしてト

ロリーを動かし ，プレ コンを吊下げたまま. i Ur?'J の方に引よせて

所定の位置に這動ウインチを遠隔像作してプ レコ ンを設置する

クレーンで ， ブーム，マス卜 ，バックステ 一， フロントステ ー

などはピンジ ョイン卜によって図の ζ とく結合されているの で

分解組立が簡単である。バランスウェイ卜はネジによって本体

後部 I<:::/r¥下げられ，ネジを抜く乙とによって本体と切りはなす

乙とができ ， 乙のウェイ卜{ こは車輸があるので移動が便利であ

る。本体にある車輪は上部のナットをゆるめ壁 lζ 平行または直

角にして固定することができるので ，壁 lζ 、ド行または直角 lζ 走

行する。本体の四叫にはジャ ッキを有していて ，作業時には車

第 3 図 ローヤノレクレーン

称 寸 法

プーム 50' 400kg 

250. "ジづ l車 荷 名

f I  60
0  

500 n  

"  70'  1000"  

ミヘ対ょ 酪 杭よ装置

-、、 拘 1'( 25m 

巻 上 ワ イ ヤ ー 何 9φ m m  

巻 上 ウ イ ン チ 手巻ウインチ( 点洋工製〉

，< ランスウェイト 1000kg 

、¥

I  I  { ，  .  
4  

ＱＸ ＰＮ Ｂ シーブ Ｑ ｾ
タミノハック，レ

..  

... J. l. 

6‘ "  、

l00o. ks フりク

手巻ウイツ子( 束i手工)

150. 、

70.0. Ci- ム7 mー-

2350. (ブームSO"l

2950 (ブーム50. )

ん -

i (Q; 

1600. 一一

ｾＳ＠ .j 代l

GL 

- 500 ー

仕 綴

巻 上 機

37K Wス- ，マーウインチ

巻 上 速 度

25rn/ m i n 

旋 回 m 動 機

0. 2K W  B . M付 プ ラ ニ モ

ー タ -

O 旋 回 速 度

日 1 - 1. 5R . P . M

m 旋 回 半 径

0. 2  KWB.M 1. 6 m 360。旋回

ブラニー王-' ;1- 鋼 諜

ウェイトフ口'Yク

等 三一一一-
ぞｾ

[ - I00x 5o. x5  

格上擦に戻る鋼it "  

第 5 図

8φ 

箆 田 方 式

トルクリミター付チェ ーン

ドライプ

好 降 方 式

ワイヤガイド自己昇降方式

第 6 図 スーパーライナ ー
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1. 5U?Nフック

対

〉

ゆ

1. 5tonsフロア型壁掛簡易クレーン

1. 5 t 0115  

Ｗ ， Ｕ ｋｗ ス ＭＯｾ ーウインチ

手動スクリュ一式

10φ (6 ぺ 9) 2 陸

仕 機

f;;j ffi 

巻 上 ウ イ ン チ

横 行 構 造

鏑 京

第 7 図イ1)

• 

第 7 図-{ 2)

第 10&1!;f59 図
第 8 図

ホイス ト操作と同じ抑ボタン操作によってプレコンのどさ卜J 取
輸を尽かして作業するととができる。主なる仕様は同図 (ζ 示す

付などの作業を行なうととができる。外装工事終了後はホイス
通りで ， ［［ｲｾ＠ 7 図より第10図は本機による作業状況を示す。

レールを外し， l 却の耳元付しを行なった後 lζ ，J五 t卜を外し ，
;15日以IＺ［ｬＺ ｭ ， ｾ￯ｪ［ｈｬｬ のホイ ストを使用してプレコンの ｦＺｩｹ 協およ

• の床仕上を施工するのである。
び取イJーを行なう装目である。建物の屋上の鉄骨などを利用し

第 ＱＳ 図は ， 超高場程のが ｾＳ Ｐ Ｍ ＵＰｭ の能ノ ｊ を有するホイストのて，第12図 lζ 示すような1 型の支位を湾緩またはボ J レ卜締など

ワン 7 ンコントロールできる 多段巻のもので ，鋼会の一種で ，レール取イ、1・金具によって堅固に固定し上部水平部分の下側に ，

乱巻を防止するために強制鋼索案内装置が取付けである。一段
ホイストレ ーノレを 固定する。 l曲線部にはそのカ ー フによって ，

巻の超高場程のものもあるが， ｪ を胴が非常 ｬζ 長くなりｾ築現段，［レーノレはその現場の要求 iζ 応 じレーノレを r"jHiにして固定する。

[ζ は場所を取るので不向のようである。

JfH 4図 ・第15図はビ J レの外装の改装，補修用として特 Iζ)，0必

て 2 - 3線1&( ，Jける場合がある。乙のレ ーノレの架設が終了すれ

一般とのレールに紐i弓場程のホイス卜を所要数吊下げて ，ば，
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電源開 Ｑｾ Ｎ ｉ ｜ｬＺ，

刷、三)J

ＩＺｪＧｾ＠ 13図

ユニバーサルモノペット

ワン 7 ンコントロ ーノレする

方法

. 第 11図

• 

‘  

第 14図 節 目図

が使用できないような場合 Ａζ 使用される移動 ｊｾｊ｢ｩ 的なクレ ーン

である。屋上lζ 設置して作業台を屋上より J竹下げ作業台より巻

上 ，巻 Fができ ， 臼ノL 臼動1M ! 回もできるのである。作業台は第

15図 lζ 示すようにヒル側はか乙いは下までなく ，下 部lζ は建物

lζ 波す踏板がヒンヂされ建物 lζ 固定する院によって作業台を固

定し辿物側 lζ はコムロ ーラー を配置してII 物 lζ 接触するように

なっている。 lU入は側方からもできるよう tr . しである。第 14図

はヒソレ改装工 'jTの一例である。

第16図は昂会地などの場所のせまい現場などにおいてプ レコ

節 目 図のピル外装用クレーンの ｦｈｾ

名 祢 t匹 位 す 法
町巳

盟

(") iJj kg 500 Ｎｌ ｾＴ 占 ｾＧＺ ｉ ＺＧ を含む

ｾ上 ｩ 卓度 m/ mi n 5  

よ 行 速 度 m/ mi n 

ｾ，回述 度 I - pm 1. 2  

{ ! ; 上 m 動 機 K W  2.2 " P  Mコ( ブレー キ付) ギヤ ードモーター

走 行 電 動 機 K W  0. 75 '1  P  h ，( プレーキ iJ ) ギヤ ドモーター

旋 回 m 動 機 KI V 0.75 4  P  ｾＺ ｉ Ｇ ｬ ギヤ ドモーター

{!; 上 話f m m  12  

t唱 程 町1 35- 45  

安 全 治 恒 過巻' ) ミ y ト

ケ ー ジ 白 亜 kg 300 

白 紙 m 帝 kg 
200 定L l 2 名 100kに その 他 100k.

ロ ー プ 巻 取 量 n1 50 
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第 18図

2. 0 0 0 k gユニパーサノレクレ ーン& クリ ーナー
第 16図

• 

• 

五ミニy

主主E純力杢盟主E

一 一- 3600

ー一一一 一4900
亡二

同

一

上 荷 冨

2. 000kg X 4. 1 111 

1. 5∞kg x 4.9 m  

1. OOOkg x  5. 45111 

500kg x  5. 9 5 m 

巻

60
0

- 7 0。

50
0  

40
0  

30。

仕 織

仰 術 容 量 5.5K Wスーパー ウインチ

走 行 容 量 1. 5 KW プレ キ付ギヤード始。

旋 回 容 量 0. 75KI Vプレーキ付ギヤード始。

段 大 場 程 4 0 m 

術 仰 角 度 30
0

- 70。

使用ロープ 10φ (l 9 x 6)  4 本吊

安 全 袈 置 過巻防止スイ γ チ

2500 

綬 略

2. 000kg I  

5. 950、

10m/ mi n &20m/ mi n  

6  m/ mi n 

0. 65R.  P.  M  

90
0  

mi n 

l l KI V4 P /8 P 極変

設大j世{品イ;;jill

最大旋回半径

捲 ぬ 速 度

走 行 速 度

旋 回 速 度

的 仰 述 度

; 告 掲 容 量

l

Q

h

，
h
v

h
V

I

t

-

-白

ー ヘcc- -

?s 19図-....._ 

ーー ____...，s侭弘二土

K  S  T - 2000スーノマー トランスポーター第 17図

ックを取外 l J;fH6図のように作業用のケージを i削、l けることも

ン工法を施工するために開発されたクレ ー ンである。プレコン

できるようになっている。走行車輸はレール上でも ，1.ぷ 1-: でも

をII 物の外から取上げられない場合に ，建物の「十l から第 17図の

いずれにも走行できるような両様の車輪構造となっている。走
ζ れによって屋上

どときトランスポータ ーを屋上に 設置して，

• 行の途中において直角その他の角度に }iIIIJ をかえる} 品合は ，旋

iζ 巻上げレールによってプレコンを外壁に側って配置する。本

回フレームに取イ、j - けである 4 本のリフテンクジャッキによって

機によってプレコンを吊上げ屋上より吊降して ，水平引込ブ ー

その方
車輸を浮かし ，所要の方向 lζ 旋同してジャッキを| 峰し ，

ムによってプレコンを外壁に水平に引込み取付ける。本機の捲

向に走行できるようになっている。第18図，節目図はその作業

フ。レ上速度は二段に変速する ζ とができ微速が得られるので ，

状況の一部である。
コンの取付が楽である。すべて押ボタンによって操作されるの

以 上 で 仕 上 工 'JJ における新らしい荷役後械の一端を述べた

が，何 かの参考にでもなれば幸である。
吊上げフ

で熟練を必要としない。

プレ コンの取付が終了した後の仕上工事用として ，
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左 官 工 事 に お け る 新 し い 施 工 機 械

左官工事関係の機械として比較的早くから用いられていたも

のに ，砂ふるい機 ・ミキサ ー ( 以上混線用) . 床モノレタノレ仕上

機 ・研ぎ出し機 ・l火付 機 ( 施 L用) などがある。乙れらについ

ては既 lとよく知られているので ，乙乙では主として最近脚光を

あびてきた新しい機械について述べる乙とにする。

1  . 電 動 鍾 ( 機械鍵〉

従来の床モルタノレ仕上機も屯動鎮の一種である。これは粗う

ちしたコンクリ ー ト商のならしゃ ，床モノレタノレのならしに使用

された。もっともその機械だけで満足な床仕上げができたかと

いうと ，否定的な場合が多く . r仕上機」とい う名がついてい

ても ，円形の銀跡の残るのが通常で ，それを消すためには機械

をかけた後，更に入手で金銭をかける必要があった。しかし最

初から人力のみに頼る場合 lζ 比しいちじるしく手閣を節減でき

るととは疑いない。

乙の方式の電動銀を床面でなく壁面や天井面にも利用しよう

とするものが故近あらわれた。勿論 . L末用のものより 小型 ・軽

量になっている。使用法は壁ーまたは天井面にまず人 ) J で材料を

塗付けておき . 71 < 引具合を見はからって ，電動銀で押えようと

するものである。電動銀という以上は従来の銀塗作業をすべて

機械化したように錯覚するが，実際はつけ送りには役立たず ，

銀持l え作業のみに使用するものである。したがって日木監の砂

壁系統や繊維壁材のような中Il函仕上には適用できない。しかし

床用機械がそれだけで完全な仕七とならなかったのに対し ，乙

れは機械だけでほぼ満足な仕上面を得る乙とができ ，モルタノレ

・プラスタ ーを問わず ペンキ 下左官仕上 lζ 好適である。

2. 大 型 吹 付 機 (写よU

従米の l次付機が仕上工程のみに使用されたのに対し ， 乙ζ に

いう l火付機は下塗から使用するもので ，個々の製品名はあって

も未だ適当な統一名称がないので ， 仮 lζ 大型 l火付機としてお

I言

工 博 ・大 阪 市 大 助 教 授 山 田 幸

く。米 ・独から愉入したもの ，および国産のものがある。いず

れも ミキサ ーで絞った材料をホースで圧送し ，先端から噴出 し

て l次付 けるもので ，もしスプレイガンをはずせば材料の搬還 に

もできるわけである。比較的小規模な機械でも水平 100m. 愛

直30m以上 l乙搬送て、きるから ，混練場所を一定にしてその範囲

の施工が可能である。使用材料はモルタノレ ・プラスタ ーを問わ

ないが，何分ホ ースの 11
1
を通そうというのであるから ，流動性

のよいものである乙とが必要で，現状ではとく K.モノレタノレの場

合，混和材 lζ 工夫を要するようである。またホースの径が太い

ので( 一般に 5 0 mm以上〉足場などの錯そうした現場では取扱

いに不便な場合もあるから注意を要する。

ちなみに ，米国ではいま乙の機械が非常 lζ 多く使用されてい

る。そとでは下塗から I-IJ 塗までを乙 の機械で施工し ，上告を手

塗にしている。今日までわが国で l次付の下地までを手塗，表面

化粧のみを l火付というのとまったく逆である。つまり付厚の多

い下 ・けl 倦を機械でやり . ｾｴ くそして技巧を要する上塗が手塗

というわけで ，す乙ぶる合理的といわなければならない。 1965

ＺＺ｟ ｉ ｾｾ 火に完 成したサンフランシスコの ＴＳ 階挫の銀行ビノレＨ現花岡

市内では故高層の建築) では ，全階の間仕切 ・天井が乙の方法

で胞王されていた。米国でも建物の防火規制が非常に厳重で ，

それにE主体としての遮音性や断熱性を考慮し ， さらに自 E まで

勘案した場合，結局 ラス またはボ ード のド地 lζ 乙の方法による

LL:: l:)¥" 工事で壁一体や天井を構成するのがもっとも経済的との乙と

であった。現在， 日米聞の材料 lζ は相当の聞きがあるが，今 後

わが国て‘ も超高層の内外装 lζ 関し ，一考の価値があるのではな

かろうか。

3. 電 着 工 法

電子塗装とも I呼ばれる吹付仕上の一種である。乙れはあらか

じめ吹付面 lζ 技ー着材を塗付または I火付けておき ，それに高圧帯

屯させた骨材を放屯作用 K. より吸引させるものである。原理的

l乙後着材のある処だ けにしか附若しないから，従米の I火付ーのよ

うに養生 l乙手聞がかからない。下地はコンクリ ート やモルタノレ

のほか ，ボー ト・合板類などでもよく ，またそれらの下地面が

多少 ラフでも 骨材で比較的厚くつくから斑が目立ない。一方，

情材も砕石類 ・ヒノレ石 ・パー ライト ・繊維類とわりあい広範囲

に選択できる利点もあり ，また一般に家庭用 100V の電源で使

用可能である。ただ笑際問題としては骨材が小粒 ・軽E である

から ，接着材のある個所以外 l ζj よく飛散し ，材料的なロスと後

の掃除の手間をある程度見込んでおかなければならない。
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4主君. L I N K - B E L T  __壱....，，&.- ... 
H C・78B ，H C- 78A ， HC- 7 7 A ， HC- 77， HC- 6 8 B ， HC- 4 8 A 

住友 ・L I NK- 8 E L T トラ y クク レーン は 住 友 機 械 と 米 国 リ

ンクベルト 社と の 技 術 従携 にもとづいて製作されたトラ y ク

クレーンで “ス ピードマチックコントロール. . c: 11乎ばれる画

期 的 な 操 作 方 式 の 採 用 を は じ め 色 々 の す ば ら し い 性 能 を 備 え

た新しいタイプのトラ ックク レーンです。

現 在 吊 上 能 力 13. 6t - 32t まで 6 機 的 が あ り ま す が 更 に 45t

- 65t までのシリ ーズ化 を 推 j丘一中です。

主な特長

① 画 期 的 な ス ピ ー ドマチ ック i，11圧 操 作 ) j 式 を 係 用 し て い ま す。

・オペ レ ー タ の彼 労 j立が大 IIJ に 減 少 し 、 作 業 能 率 が25%iI'J

上する 。

・半 ク ラ ッ チ J糸{乍 が で き ま す か ら 非常に ス ム ー ズ な 動 作 が

得られる 。

②理悲! 的な 4 ｾ Ｔｨ 式動力伝達機附てＧす 。

・動力巻下げも、白由降下も自由長1<<に操作できます。

・ク ラ ッ チ は す べ て 自 動 調 路 式 の ス ピ ー ド マ チ ッ ク ク ラ ッ

チ を 使 用 し 、 完 全 に 互 換 性 を も ってい る。

① 軽|夫 な ボ ー ル ベ ア リ ン グ 式 旋 回 レ ー ス で す 。

④フート ペ ダ ル 式 の 地 図 デ ィスクブレー キを備えています

⑤ 軽 く て 強 い ツ 、 ィ ラ イ ド パ イ プ ブ ー ム で す。

( HC- 7 8 8， H  C- 臼 8 ， HC- 48A)  

⑥ 高低迷 2 段 ミッションを備えています。 ( H C- 788 )  

⑦ ア ウ ト リ ガ ー は 手 動 式 と 、 能 学 的 な iUI圧 式 が あ り ま す。

( HC- 788， HC- 78A)  

仕 様

lf リ

式 H C-48A HC- 68B 

最 大 前 上 荷 重 1  13. 6 18 

標準ブーム長さ 行1 7. 6 8  

H C- 77 

20 

7. 4 

最長 ブー ム( ジ7' {・n m 24. 4+9. 1  29+9. 1  24. 2 +  12.  2  

巻上ロ ープ速度 m/ mi n 47 52. 6 45 

ｩ 府 Ｑ ｊ ｪＩ ロ ープ ｪｩｬｩｊｾ m/mi n 41  43 41  

』え回 j!li J支 r.p.m 4. 4 5. 2  4. 3 

キ ャ リ ヤ 叱l 式
円 ｩｬｾ 日 産 日 産 日 産

3  T  10S  C  4  T  W1 2 S  C  4  T  W 18 S  C  4  T  W 18S  C  

走 行 駆 動 形 式 4  X  2  6  X  4  6 X 4  6  X  4  

走 行 j生 皮 km/h 69. 5 65 5  0  56 

登 坂 能 力 sinl1 0. 256 0. 296 0. 3 0 .32 

i設 小 回 転 半 径 町1 8. 8 8. 3 8. 5 8. 5  

全 装 備 重 量 t  14. 3  16. 9  19. 8 19. 8 
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住 機 建 設 機 械 販 売 株 式 会 社

本 社 大 阪 市東区北浜 5 丁目 2 2  ｾ電話 ＲＰＳＭ 2  3  2  1  

営業所 札悦・仙台・東京 ・名古屋・大阪・広島 ・新居浜・福岡

( 大 阪 地 下 鉄 工 ・J> の ン ー ト パ イ ル 抜 き 作 業 を 行 う H C - 7 8 B )

HC - 77 A  H C- 78A HC- 78B 

25 30  32  

9. 1  8. 5 9. 5 

30. 5 +  12. 2  29. 8+ 12.  2  42. 5 +  12. 2  

45 45 ( ，:'ijj 主)48 ( f!1j2! ) 16  

41  41  (  "  )46 (  "  )  15. 3 

4. 3 4. 3 (  "  )  4. 5 (  "  )  1. 5  

日 産 日 il "if

三 主主4K 120 
日 産

三菱8K 120 

4  T  W 22C 4  T V  W2 0 C 4 T V W3 0 C  

6 X 4  8 X 4  6 X 4  8 X 4  8 X 4  

45 40 40 45 46 

0. 31  0. 22 0. 27 0. 252 0. 32 

10. 5 10. 5  10. 5 11 . 5  11. 6  

27. 5 28. 9 29. 5  30. 6 31. 9  

• 

e  

• 

• 



軽 量 骨 材 コ ン ク リ ー 卜 打 設 が 容 易 に 行 な え る

2 タ"t'-;:z; ヲ'!J-I- コンクリートポンプ車

J うに7lrL! ?f rh虫 剤戸遁 幽 ぷ告3122t-ri 21?

• 
で，人工怪 :11'jIOJ 材( ビノレトン) コンクリ ート 打

設が行なわれたっ

コンクリ ー卜 配合条件

組'11'1材のI法大、j一法 2 5 mm以下

ス ラ ン フ 。 21c m

空 気 11 3.596 

単 位 セ メ ン 卜 日 350k g/ m
3  

単位制
11骨材 :d: 川 砂 389k g / m3

ビノレ卜ン妙 333k g / m
3  

単位粗骨材日 とノレトン 444k g / m
3  

• 
従- * ' ポンプでは打設悶1 ! i tであるといわれてい

た経: J : ij 材コンクリ ート の打設は ，常に同一方

向K 抑圧される " スタイーズ" ( 絞り出し) 方

式の当ポンプ '1] を使用することによって，コン

クリー 卜の分tmf . が無く ，年半易 lζ 行なう乙とがで

きた。

• 

" スクイーズ ・クリ ート" コ ンクリ ート ポン

プは米国チャレンジ ・クック ・ブラザ ース社と

の技術提携に1 J ; いて! M! ! . Gi されたものである 。従

米のコンクリート打設におけるコンクリートタ

ワー ，あるいはカ ート 等による持上 ・移動の非

能率を解消し ，コンクリート打設校の節減 {ζ 役

立つ ，のみな らず，後 lζ 述べる小型で移動特易

な特徴を有するために ，使用場所の街IJ 約を受け

る乙となく ，いかなる切合にも活用し得る 《

その構造は ，従来のピストン式コンクリ ー ト

ポンプと異なり . ポンプ本体内 lζ 同入せられた

チュ ーブを連続的にスクイ ーズ( 絞り出し〉す

る方式をとっており ，Ｇｬ ￯ｾＮ＠ ，ζ 同一方向 lζ コンクリ

ート を押送する 。乙のため， コンクリ ー卜 の分

離を生じさせず ， 特 ｬ こ ， 分離し易い人工 ｴ ｬｐｾ :d: 骨;

材 を 馴 し た 終 111 コンクリ ート を 腿 し 得 る 性 ヤ

スクイーズ ・クリート性能，i/'i J L:

I北大 111 出1i.l: 24m: ソh 11 批大fi 材、j 法

水 半 115m 11 ス ラ ン プ 1，[

始送距離

25 J l i I11 

7- 22c m 

可ｾＱｉＧＨ 35m 輸 送 管 f干 3 8  

寸法 ( 全長 X 全11' 全両111m) 約 5300 2100 2500 

• 13.5軍- 4 " $ ' 杭 ト ラ γ タ 1

引 l¥キャプf . t ν 4 ー ゾ 合 むj 約 5400kg

輸 送 の 合 理 化 は 極 東 の 製 品 で /

キT 設 現 場 略 図

ｲ オ ｾ ｉ ｉＩｊ｜ -

吋 1 コソクリート.

ホソフ車

所

開

口

現

翰 i主管

n 設 場 所

ず

Ｈ水平 Ｑ 良質 ｾ￪ Ｚｩ Ｉ

能は ，他にその比を見ない《

すでに ，その優秀な性能は各地の建設業者に

深く認識せられ，広く園内で使用されているの

みならず ，米国では di 湯占有率品位のうた紛が示

すように ，スクイーズ クリートの故大の魅力

は，敏. i ! s性，信頼性と操作の容易な点にある 3

小型で吐出量は抜群一一1止11¥能力は ，同程度

の動力を使用する他のコンクリートポンプ [ζ 比

べて大きく，およそ 2 倍の能ノりを有する つ

機動性がすぐれている - 3.5τ - 4官積トラ

ト

と

一

要

リ

必

タ

を

・

車

ズ

鍛

一

辺

イ

助

ク

補

ヌが

で

切

の

一

る

口

口

、

似

て

山

出

作

U

の

さ

そ

載

。

佼

犠

い

送

に

な

輪

車

し

3  B輸送管を用いた容易な配管一一輸送管が

3 B であるから ， 1人で持ち. i 1¥び， 1町、j がで

き，取付足場の補強，および ，ウインチ ，クレ

ーン 等の持上JTI 機材を必要としない。

摩耗，故障の起る箇所が少L、一一一ポンピング

. チュ ーブ以外にコンクリ ート に接触する箇所

( シリンダー ，バノレ 7"'J n が無いので，以降が

少なく維持政が安いうえ ，不純物の混入は無く

生コンの品質が保てる 。

騒音が無く静かに連続庄送する一一往復運動

部分が無いので作業時に生ずる首' は緩めて低

く，騒音による公t与を生じない。スクイーズ ・

クリー トは仙正駆動されているため ， 作動は

円滑で ，かっ ， 機械の故障が未然 lζ 防止され

る。

操作が容易で配管洗練も簡単一一計器および

操作装置は一つのパネ J レに集LI-' され，ポンプの

正転 ・逆転 ，1止山 IJ : の調整は極めて容易にでき

る。配管およびポンプの洗械は ，ポンプ臼休に

その機能が備わっているので ，特別な装 i位を用

いる乙となく簡単確実 Iζ 行なえる。

生コンの砕石配合によっては ，輸送信 lζ 4 B

管を使用してTH、成果をあげている 。

。極東開発機械工業株式会社

本社 ・工協 西 宮 市 甲 子 l胡 口 6 - 177 m話 西 宮 (0798) 6  6- 1∞1大代

名古屋工場 小牧市大字南外山 1: *原 1746- 1 氾 活 小 牧 (0568) 7  7-- 2211代

続 浜 工 場 神 奈 川 県 大 和 市 深 見 537 m語 大 和 (0462) 6  1- 3260代

1ft 京市桜所 東京都千代凹区神間須田町 1- 26 m話 東 京 ( 03  )  256- 6886 
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世 界 の 三菱 ・ ・Eあ な た の 三 菱

イ℃日寺築建しLっ来斤

1戒

σ〕

十会見

さ子T L

p_3乙建し

しミ

り来斤 /  
し、

• 
=誌吉岡. : : : &I I : : : ; " I Z

ヨ; " 17
1

_ J - 1- 掴Zoh35車 5 T 牙多B  P -

数々のコンクリ ー トホ ンフを販売、好評を得ている三菱重工が新らたに開発した B P- 15 T形は、従来のコンク

• 

リー トポンプに機動 力 がプラスされ、能率よく E つ狭随な作業現場において 一層威 力を発揮します 。

15  m
3  

/11 

! J(.' ド 320m

Ad(  40m 

B P -1 5 T 育5

最 大 吐 出 量

最 大輸 送 距 離

園 コ; ，- '1 ' ) ート を連 続 (I(j にill ') ，'1¥します 。 ・ トラ ソク ミ キ サ か ら I!: H長コン 7 リ ー ト を 投

Ｎ ｾ上 ｮｾ : 止を無段階に調印1 で き ま す。 入 で き ま す

. パ イフ| 人l コンクリー卜 の 水 洗 い が 附 ijl に で . トラ" / J  rrf. 械なのて十銭10)'1'1=に i高 ん で い ま す

きます。 ・ Ｔ ｔ トラソ Ｗ ですの で ＱＱｪ 凶 ｾｉ［Ｇｉ で逆転、できます 。

な お 、 各 地 の 建 築 工 事 に 大 活躍 している 、 定 置 式 コ ン ク リ ー ト ホ ン フ は 、 B P-12M 、 B P- 15D

B P-25M 、 B P-30D 形 の 4形式があり、最近においては、国立劇場、新宮殿の建設に活躍しました 。 • 
三語、 ｾｉ ト市ー・ Ｑｾ［Ｂ ＷＮＮマ ｺ ， ｨ

B T - 2 S 形は、世界の建設業界に広く知られている

で、し かも迅速に行ない . 無振動、無騒音 ・掘削 中に土質 を知ることができ、い

かなる 土 質 で も掘削 できる ・正確な杭径が得られる ・確実で、信頼性の高い杭を

造成できるなど数々の特長をも っています 。

ベノ 卜工法を低廉な 費用

イ)40m (ぷl I :l : 7 )  

場イト 60m

550- 1  .20Onm 

4':'.; 10m /11 

削 深 度i庖B T - 2 S 百三

t屈 削 口 径

最 大掘削遼度

長守幸

• 
総 販 売 代 理 底 三 菱

輸 送 1渡 部 建 設 後 械 二 課

本 J市 * 京 高11千代 IJ I区) L / 内 2 の 20 屯 z活 ｾｕ［Ｈ＠ ( 2 11)  0 2  1  1  

中謹三菱自動車販売株式会社 本社' " 山 rli 呉 羽 町 野 11 8  4  2  屯 J丹 ( 36) 5181  

北 菱 重 機 妹 式 会 社 本社{ j J l l 貼 小 松 市 ハ Hr!i 町 地 " 刊町1 '，tl. .活 ( 22) 3825 

新 菱 盤 機 株 式 会 社 本社 点 'P: r. s品 111 1<: 大崎 2 円 11 町 5 '，[t ぷ (492) 136l  

ヰ土

. 6、

τ E  式キ朱事商

大 阪 ( 313 ) 1  2  3  1  

設 機 械 一 課

東 京 ( 212 ) 3  1  1  1  

話

建

話

電

電

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 梅 田 2

本 社 建 設 俊 械 部

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 の 1 0  

・ 販 売 底

新 東 亜 交 易 株 式 会 社

得 本 興 業 練 式 会 社

東 京 産 業 株 式 会 社

株 式 会 社 米 井 商 庖

四 国 慢 器 株 式 会 社

福 崎 産 業 株 式 会 社

I

l

l

i
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訴

話

話

日

制

局

訴

屯

屯

氾

屯

必

屯

本 1，'; 見(，; -: r. s  ｔＧＡｾ＠ ｉｉＱＱｾ Ｚ Ｉｌ ノ ｬ 人 Ｑ Ｓ 町 Ｒ

..f.:. 1. l; 大 阪 市 It 1メ l判 '.，，1 ar 5  

4メ1，'; J! (J;-: r. s  ｈｾ＠ Ｑｉ ＱＱｾ Ｚ Ｉｌ ノ ｬ 吋 Ｓ の Ｒ

-1.: h
1
;  点 J，' ，問 中 央 1><: Ｕｾ ，＠ I-v. 2 町 3

本 社 ，:百十?を rli 観 光 i岨2 の 1 2 円 5

+目見立)，1; IL. 見rli 大 地 1同 5 r 円

. 部 品 販 売 ・サ ー ビ ス

三羨重工業獄さと奮蹴園圃
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51f 固ト白色ン社モビールコンクリ ートポンプ

最小の維持費 と

最大の連続打設能力

( 35m'l H) を

誇る
/  

m宣工事中の 640型

コンクリート ポンプ

⑪ 
極 東 地 域 • 総 代 理 庖

先安エ鉱e 株式令元土

J L ム_J__J ，I  

'奇

il tl lC闘 い |

3 7 FL  

ーー・・
、、-

620型

コンクリートポンプ

あらゆる土木建築

工事に

使用できます。

仕 様

Ｇｦ ｬｾ＠ 式 620ヤ 640' ，"  

吐 'I(  (l - 35m'  I h'  。__ 35m
3  

/ h  1  

ｪｊｾ＠ j1 11' 離 .1"ブ ー ム = lI m

水 ＲｾＩｏｮ 、 :{ 

ifi: 1('  30m 

竹村i比大P i 壬 10%  40弘 - 30"Ym

ス ラ ノ プ 5  cm- 23l' rn 

砂 . 1' ，付比 40 I  60 

捕 Jと れ f1: 4 "  3" - ・l 仰ブーム H

ホノワ' ，'j J¥ ブ ラ J ジ ♂ー パ ダ ブ ル ノ '1 〆 y _ ，at rj

そ の 1出

泊 '1 ク レ ー ノ 装 i町

1;' (/寸 ウ ト リ ガ-f.t

大 阪 機 械 第 一 部 建 設 機 械 課

大 阪 di 東 区 本 田r 3  T  1-1 3 番 地 屯 話 (271) - 2231  (代 )

東京都 千 代 日i 区大子 i町 1 丁目 4 番 地 電話 (216) 一0111 (代 )

名 前 尾 市中 区 作l京町 2 丁目 2 0 番地 屯話 (201) - 5211 (代)

札幌、 f11l fi 、新 潟、 j兵l松、 福井、| 向山、福山、広 島、 八幡、作il Y; J
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明日の繁栄に

コンクリートポンプ車 ( DT B- 3 0 T P)

三三三==-

二二;;:::::;-'

簡 単 な 内己管ーだ け で ど ん な 必 条十| のよJU J，' j で む ス ピ ー テ

ィ に コ ン ク リー ト を 打 設 。現 場 に タ ワ ー ク レ ー ン を

設 置 す る 必 要 も な い の で 経 穴 や H寺I'Ml の ム ダ を 一 切

排 除 ーー ーーー ー工 期 短縮、 経 費 節 il日記の キ メ 手 と し て 登 場 し

た の が 今 話 題 の く ポ ン プ 車 〉 で す 。

振動 ローラ( R V S -25)  

似 品)) ロ ー ラは 補 助 (I(J なも の という 1;(: 木 の 概 念 を '1"' 11; '

した I HI - R US  - 2 5。 とくに純 |占| め 似j 栄 に す ぐ れ i且日各

鉄 道 、 築 従 な と あ ら ゆ る '1¥i ;1モ 作 業 に 主 力 機 と し て 使

える ) i iit 転 圧 機 で す。

I HI 建設機械部ノ

ディーゼ J レノぐイ j レハンマ ( I DH- 22)

ィ ｾￌＢ 10IJ 7)<. な ど の 而i制l が な い 3日'i I" ｊｆ ｾ 、 ［ｾ､［ Ｑｬ 刻 ｊ 長 Ａと カ サ Ｉ［ ｩＩ洋 で

過 酷 な 連 続 使 用 に も ヒ ク と も し ま せ ん。 空 冷 に 加 え

て シ リ ン タ を 2 Jfi 、f，V;: j1;: と し て 燃料ーを 印i il ，;X 、キ存備 も簡

早 で ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 低 廉 で す。 45。までの; i ¥'l- fIC打

が 山 ボ る 新 形 を 力11 え 機的 も 盟 };1。 山 性 能 で 11¥1 . 扱が容

易なノ f イ ル エ キ ス ト ラ ク タ む 製 { 午 し て い ま す。

ロータリーコンプレ ッサ ( RP- 175)

機 動 性 の I'，・:， ｜，、 ￯ Ｇ ｈｾ わに コンプレッ サ 。 安全な Ｑ Ｇ Ｑ 助組 ＧＱ 三

装置ヵ、ついた 1!' ，r;人 辺 転 式 、 も ち ろ ん t限 量 ・小 脳 で す 。

R P- 175を羽「ゴEJ 己しlit ;.J ζ 白子 ，Wをf !J た R P- 250、R P- 365

に さ ら に 改 良 を 地 し ク ー ン と 使 い 易 く な り ま し た 。

土 木 ・ 建 設 椴 柑

EJ I I 畠 播 磨 重 互

〈大阪 営 業 所〉 大 阪 市 東 区 本 IUf 4 - 2 9( 点 芝 大 阪 ビ ル ) T  E  L  (25 1) 7  8  7  1  本 社 ・米 ぷ - 八i ] i j j 十I/ T E L ( 272) 05
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ー，

2 の(DOJ 型

川σ 山1日

.  

U巴口F

全 操 作 遠 隔 押 ボ タ ン 方 式

⑧ 
制 式

苦痛士

'" 

製
‘ 全乞

泊三 フE

越 原 鉱 玄 F氏

十i 大 阪 ， f i I刈 1止 lベ1< 1母泊 8 J" 11  16 昨 j 也

ｊ 、［出 ｩＮＮｾ日 Ｎ ｄｾ［ T  E  L  大 阪 ( 562) 3  5  5  1  - 凶

桂11- y，1が欠 215 参 上 御 説

11) J 放 し ま す 。

全 国 総 発 売 元

越原機枚械式曾示土

本 社 大 阪 111 浪 速 区 幸 町 2 f t l 2 5 需 j 也

T E L 大 阪 ( 56 1) 0331- 4 ・( 562 ) 2966( 代)

東 京 支 社 点 京 仰 港 区 芝 凶 付 図T 2 円 9 ( 村 上 ピ ル )

T E L 耳U ，( 50 1)  1386( 代 ) ー(50 1) 3554 ( 代 )
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技 術 の 頁
5 4 構 造 部 門

被覆消耗ノズル併用エレクトロ・スラグ溶接法

(8  E  8 法)

1 . は じ め に

産業の発展 lζ 伴ない ，溶接構造物が大型になり . J写板 ・超厚板の溶僚

が必要になってきたっ ζ れらの溶接には ，現在. i潜弧j容接やエレク卜ロ

・スラグ硲伎なとが使用されているが，その "1: 1で特lζ エレクトロスラク

熔接法は，厚板 lζ なればなるほと他の依筏法に比べて高能率となり ，各

方面でその実用化が進められている。

乙の エレク卜ロ ・スラグ溶接法は 1950年乙ろにソ述のパトン研究所で

開発され，その後ソ速を始め ，チェコスロパキヤ ・東ドイツなどの各国

でその応用化が行なわれてきた。

しかし ，乙の装置は大型で，実際の施工においてはその操作も決して

簡便とはいいがたく. IらJ妾準備やセッ ト(ζ かなりのH年間がかかり ， 乙の

方法の長所であるミ t可能率ミを害しており ，普及 lζ 対して大きな障害と

なっている 。

一方 ，以前よりソ A では ，エレクトロ ・スラグiW接法で用いられる 銅

製ノズノレのかわりに . 鋼製の消粍/ スソレを使用した簡便な エレクトロ ・

スラグ (f{. 接法が行なわれており . k( 近欧米でも試験が行なわれているが

乙の方法そのままでは施工上次のような問題が生じる 。すなわち ，

(1)  ノスソレをI泊先の中央 [ζ 保つ乙とがむずかしく . (u込みが不均一 に

なりやすい‘

(2)  ノスツレと IJM先面 または71 < 冷板との短絡がお乙り ，依后不良となる

ことがある‘

弊社は乙の方式についていろいろ研究した紡果， このような欠点を克

服し た被従ilHモノズノレを使用するエレク 卜ロ ・スラグ俗接法 ( S E  S 法)

をIJli 発したものである ‘

2. 通 常 の エ レ ク ト ロ ・ ス ラ グ 溶 接 法
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• 
八幡熔接搾株式会社研究部基礎研究室 村井一夫・中村成宏

イヤの先端と水冷板が常 lζ 同じ相対

位置になければならない。

消

北

ノ

ズ

ル

そ乙で ，銅製 ノズノレ ・ワイヤ送給

装 lnおよび銅製ノズノレ支持装置など

を含むE いi ' f { . 接装置本体を ，頑丈な

垂直レ ーノレに そって徐々に上方 lζ 摺

動 させる機構が不可欠で ，装 ;u: 全体

は火砲で敏いにくいものにな ってい

るばかりか，溶接準備やセァ卜 ( C多

くの工数を裂し ，せっかくの両能率

の利点を失ない用途が限定される乙

とが多い 。

咽町

?f i  2 凶 従来の消耗ノズノレ併用

エレクトロスラグ溶接

訟の消耗ノズノレ

3. 従 来 の 消 耗 ノ ズ ル 併 用 エ レ クトロ ・ス ラ グ溶 接 法

乙れに対し消粍 / スソレを用いるエレク トロ ・スラグ治接法は ，銅製ノ

ズノレのかわりに ｾ Ｒ 図のような銅製の消符ノズノレをあらかじめ開先中心

郎lζ 歪下しておき ， ζ の"1' を. i i l i して的援朋ワイヤを送給し溶接する方法

である

乙の方法ではスラク j谷の上昇につれてノズノレ自体が下から消粍してゆ

くので . Ｈ ｦｲＮ 接装置本体を上昇させる必ｾーがなく ， また Ｎ ＷＱ＼冷板も始めか

らI:J 材の両側! とあてておけばよいので，通常のエレクトロ ・スラグ的接

法 lζ 比べて ，
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A‘  

で，乙の乙とは致命

的な欠点 ということ

c  ができる。

4.  ミS E Si 去 ミ

の概要と特徴

第 4 図 S E S 法における/ ズノレワイヤ

フラックスの前融状態

以とのような従来

の消花/ ズノレイJi: 用エ

レク トロ ・スラグ溶

接訟の欠点を改善す

るため ， ｾ ｾ＠ 3 図に示

すような厚肉の銅製

ノマイプ勺ζ フラックス

を塗布 した消粍/ ズ

ノレを用いるミ S E S

j法、を開発 した。

S E S 法でJHし、ら

れる被12消耗ノズノレ

の機能は絶縁および

的接剤の補給であり

乙れにより ，

(1)  i} 14先面および水

冷板との絶縁が保

証され" 品』ζ ノズ

ノレを開先中心位置

に保持できる 。

(2) 被f f i Kはスラク

生成朔j のみならず

目的 lζ 応じてj此酸

剤 ・合金剤 まで自

由IC添加でき ，高

価なフ ラ ァクス封

• 
3 2 恥 見 ヲ場 合 .f() > . 品叫的場会

ｉ ｾ ｅｾ 法 ＶＰ Ｐ ａ 叫す i S E 5込 河(J A /LOT(  

E. S  51i， μ s o A  II- . : IV E ち j ii; 6 S 0 A  sov 

「ー-

「ーー
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〆t:"E :ノ
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:五; ;圭 ;!:. 

〆

内，，

ι

L

寺
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足

〉

ば
て

剖
川

!{. ノ

，t  

。

3 2 叫乱毘弘前 ，，() ""'Ld/- 引

ｾ合せ ［ｾｬ Ｍ号 事 令 せ 本 協

ｴｲｾ＠ 5 際1 S  E  S 法 と通常のエレク トロ

スラタ株接法の依伎速度

• 

入ワイヤをJfl いる必変ーがない《

さらに ，裸の消粍ノズノレ併用エレクトロ ・スラク溶接法! と比べて次のよ

うな特徴がある 。

(1)  開先間隙が小さくできる (2 0 mm程度) ^  

(2) 比較的以みの小 さい板の湯合 ( 1 2 mm) IC応用できる 。

(3)  i容接準備とセ y 卜が簡便で，かっ ，迅速にでき ，起動後は調強を要

• 

しない。

S E S 法においても，ワイヤの先端より Fの状態は通常のエレク 卜ロ ・

スラク 1件後法と全く変わると乙ろはない《ただ迷うのはワイヤの通るノ

ズノレの状態で、あって ，!:f i  4 図のように消粍ノズノレおよび被翫フラックス

は的融スラグ lζ 触れると同時(ζ 的け落ちその先端はスラ夕、[ 自のすぐ上に

ある つfG古it は消粍 ノズノレ '1-' を通りその先端を通りワイヤ lζ 伝えられる 。

通常のエ レク トロ ・スラクd バ主法の場介は ，調，ij 製/ ズノレの先端; はスラ

グl函よりかなり上 lとあり ， いわゆる ドライ ・エクステンション ( Dr y-

ext ensi on) が 50- 70m mあるのが普通であるが， S  E  S 法ではこれが

ほとんどないのが特徴て、ある 。ただし ，消粍ノズノレより下のワイヤ突出

し (Wet ext ensi on) はあり ，その長 さはおそ らく40- 50 m mと惟定さ

才Lる。

乙のために ，S  E  S 法は通常のエレク トロ ・スラク的技法 lζ 比べて ，

ワイヤの突 ｉｕ し効果による予熱が少なく ， 同 ｾＧ ，ｇＺ流条例ーではワイヤのお年

融速度は劣る 。 しかし ， ワイヤ突山し長さの短かい乙とにより逆にi可75

流が使用でき ， またＯズノレと ＯＩｉｾ 先 ｬ 函との短絡の心配がないので，問先 問

問;1もより小さくできるために ，ＱＱ 会 ｊ 妥速度は ｾＵＵ 図 ｬ こ 示 すように通常のエ

レクトロ ・スラグ硲後7. t と同程度である内

'In江1 ・2 ・3 はそれぞれ . S  E  S iはによるビード外観とその泌断面

および縦断面 7 クロであ

るc

5.  S  E  S 法による

軟 鋼 板 の 突 合 せ

溶 接

最も一般的な的援例と

して ，32および5 0 mm厚

の秋鋼の突合せ依接の場

合について述べる 。

(1)  まず，主主溶銭物の溶

接始端部と終端郎 lζ 第

6 区lに示すように 100

m m角のタブ板をスミ

肉依接でとりつける 。

(2 )  問先間隙は第 6 区! の

ような試験板ではrfi 接

始端郎と終端部とで溶

接』とともない横収縮が

5 m m程度生す、るので

3 2 mm厚の場合始端部l

を20m m，終端目前を25

m mlζ する 。

(31  被忍i消粍 ノスソレ( 長

さ し200 m m) を問先

間隙の中心位置に ，ま

た，/ スソレの下端がタ

ブ板のj底面より ω - 80

m m  になるように固定

する 。

(4)  7tHt ノスソレ中にワイ

ヤを通し ，ワイヤ先端

とタブの底板との間に

は潜弧溶接と同織に ，

スチ ーノレ ・ウーノレを入

7.1る 。

(5)  次に溶接長と同じ長

さの剣7 J < . 冷板を鋼板の

両側からとりつけ ，高

さ80m m程度になるよ

うに起動のための粉状

フラ γ ク ス を 装 入 す

る。

(6 ) 故後 lζ 屯 iJ J ; t のスイッ

チを入れH! dT Eを通じる

と，始めの 2 分伎はア

ー クが発生するが，徐

々にフラックスが熔融

しJ f U圧も安定し ，エ

レク トロ ・スラク方式 lζ 移り ，写真 1 1ζ 示したような良好なrfi 伎がで

B '  " ち 守 e ，， (  

写真 l ビード外観 ( S E  ｓ ｦｬｾＩ＠

写真 2 横断面マクロ

写真 3 縦断面 7 クロ

ト/ 00---1

第 6 図 タフの悶定受領

きる 。

板厚!.32- 50m mではI官接適正条件範凶はfG流5∞- 700A ，五j王40- 45

V ，スラクプーノレ深さ 40- 60m mである 。

第 1 ;炎 ・第 2 表および第 3 .&1ζ 示すf会接条件 ・i'u援材料を用いて依接

した場合の 熔 筏金属の機械的試験値を第 Ｔ Ｑｾ お よび第 Ｗ 図 ｬζ 示した 。

また継手のfl 年接部近傍のH!i" 控試験値は tri 8 際|のよ うであ り， 20
0

C で

6kg- m/ Cn 1 以七である つ
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写真 5 スミ 肉it 伎の横断面7 クロ 写t J 6 T 継手溶接の横断 liii 7 タロ写真 4 両似I j ー居溶接の機断面 7 クロ

気Ｇｾ 1  ぷ 突合せ的援例の溶接条件

}川 西 3 D
1吉接m抗 溶 接m圧 倒 先1出隊 t'ii( .¥.ia度 溶 接 述 度 -ス Jラレ深グプさ

( A )  ( V )  ( mn、) ( g r / mi n)  ( m hr )  ( m l11 )  

32 111111 t  40 20 208 2，2  50 

50  111m t  700 40 25 255 1. 5  60 

五輯 i且 5 51.1- 1  3 2 mmt  

フイザ γ C $  3 2 mm<;  

7 ラヮ7λ Y F  - 10 -一一

叫区 1  ;再1毛ノJ.. J レU ぉ 2 mm. 

、 |  司壇J 章一2 m

I  Ｚ｟ ｾ ｾ毛 篭 ， 賞 。"' A

.;; 'n 1  怠そを 正i.. 1107 

v ， ぜて問f戸、 20. 11; :可

、ミ

。、

15 

U

4

・
y

第 2 ぷ 突合せ熔接例のｩＱ｟ｾ接材 料 および的援金属の化学成分

化学成分

、，、 ( 9，，) 

C  Si  M n  P  s  

3 2 ml11 t  0，20 。ω 0，73  0，014 0，017  

鋼 板

50111111 t  0，20 0，09 0，65 0，010 0，022 

ワ イ ヤ 0，08 0，28 1. 28 0，012  0，010 

ノ 2λ • 
J レ 0，04 0，07 0，41  0，014 0，018  

32m mt  0，14 0，20 0，91 0，013 0，014 

自官接金属

5 0 mmt  0，14 0，21  0，90 0，011 0，016 

.-

• p  

第 8 図 突 合 せ 待 筏 伊lの各位lnにおける

V シヤ ノレピー衝喰試験結果 (20
0

C )

久

、く

d プ

第 3 4長 突合せ熔接例のフラ ックスの化学成分

化 学 成 分

90 

S i 02 C a O  M g O  M n O  A1 2 0"  F eO  

38，1  25，7  10，7  7，8  10，1  2，1  
7 ラ ッ ク ス

気 ｲｾ 9 1¥'Z1  スペ ーサー 抑入ｾ依 ｩ
創作 4 R 突介せ均年技伊lの引張強さ ・fljl びネおよび断而収縮率

1足芦U t' l !人ル

「一一一一一一一

引 張 強 さ

｟Ｈ 主 ｦｬｩ 竺 ｾＲ Ｒ

51. 8  

1'1' び ヰ1 断 面 収 和'i :;担

( %)  ( %)  

30 64 

(2)  スミ肉的接

S E S 法は大l出l長のスミ内総援

を行なうのに好適である 。写真 5

は3 2 m mの軟鋼をスミ肉総接した

場合の マクロ断面であるつ

(3 )  T 継手溶接

また ， ζ の方法はｾ築などに用

いる大型の H 型鋼 ( 25111m厚以上)

のT 継手溶接，特 lζ 立向きの溶接

ｋ は ｾｉ ， ｾｬ￯｜ IL有利である。

写 ［ｲＧ ｈ は 第 ＱＰ 図のような ｾｦｊｩ で ＲＵＱＱＱＱＱＱ 厚の ｔ 継手を浴接した場合の Ｗ

• 
32 111m t  

50 m m  t  52，8  32 59 

/  

知10図 T 継手溶妓の1 ! i ! s]j

8

6

 

r

p

)
判事

怯

革

H

Uマ

内

ノ

ι

1

・以

、て

ル

i

H

K

]
「

クロ 断面である。

7. む す び。
'10  20 d  20 

$i¥. 尺 :' ''_ A  ( ' C)  

第 Ｗ ｾＱ 突合せ溶接例の溶接金属の V シヤノレピ ー街唯試験結果
• 以上述べたように ，S  E  S 法は被n 11自粍ノスソレを使用 したエレクトロ

・スラグ溶筏法で，通常のエレクトロ ・スラグ溶接のような大型装置を

必要 とせず，その操作も非常に簡易化 されている。

また ，従来の消耗ノズノレ併mエレク トロ ・スラク溶接法の一 つの欠点

である消耗 ノズノレと IJD先而との短絡が防止できるために ，sD先間匹;1を20

- 2 5m 111程度lζ 狭くし ，i持接途III( C おいてフラックスを添加しないでも

スラグプール深さを一定 lζ 保持でき ，安定した溶接ができる。さらに ，

スペ ーサーを挿入するなとの特殊な胞工法が探用できるなとの利点があ

6. そ の 他 の 応 用 例

(1)  S  E  S 法による両側一層溶接

S E S 法により超厚板 ( 1∞m m以上) を熔倭する湯合，同時に数本

のt I ' l 粍ノズJ レを使用し一度 lζ 溶接する方法と ，スペ ーサーを開先内 {ζ 姉

入し多胞溶接する方法がある。写; 0 ; 4 は第 9 区I K示すように開先内 !C帯

状スペ ーサー を掃入し ，両側より依接した湯合の マクロ断面である。 る。
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日本建築協会

。月間の動き。

口 昭和41年12月分 口

理 事
L>.  

τD; :  

14日 51時- 511年45分 於 太 凶 図

出席手; 塚本 Ｂ 問尾両国 ｬ 会長ほか ｬｏ ｉｭｾｾ ，

ifij 上監 ιtL - g; 飼兵j払 古 林rl l国各

支部長

議 事 ( 1  ) 新年午さん会開催の件

( 2 )  iJl築 6 団体合同新年交礼会/ J ig催の{ 斗

( 3  ) 事務局職員の下期1 ' t 与支給の件

( 4  ) 会長の大阪商工会議j抗議員就任の宇|

( 5) 部会活動活発化 lζ 関する件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7 ) 報告事項

主計理事会

14日 511!j 45分~ 凸i時於太| 樹園

山内手; 梶本 . IJ¥IトI (政) . 伴各理事

事務) ，，) 職員下WJ11与査定

事 業 委 員 会 |

忘年懇親打合会

9 日 5 11与半- 81時半 於太閤図

出 席 者 平 田 ，林野，小 jR幹事ほか 4 委員

実行予定による作業を検討

建 材 委 員 会

委 員 会

15日 3 時- 511寺 於 会 館 集 会 室

出席者 政悶委員長ほか14委員，

ゲスト 京 大 前 凶教授

「結似の諸問題について」

出 版 委 員 ど

鉄骨のデザイン編集幹事会

12日 午後 6 時- 9時 於 北 浜 ・浜忠

出席者 木田， 宮川幹事，横井委員

『鋼構造設計基準改正 lζ 伴う出版工程打合せ』

鉄骨デザイン幹事会

17日 11時- 4 1時 於会館集会室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長，木田 ，宮川幹事

『鏑構造設計基準改正に伴う幹事会の怠見調

整』

鉄骨デザイン委員会

27日 61時- 91時 於 納ifg

山市在f ｩｾ 尾委員長 ， 木田 ， 宮 川幹 事 ，

長田ほか15委員

幹事会系』ζ l，l;つ、く )J;.!{l:':j 改訂と出版_ [ f j ! _ の調整

編 集 委 員 会

委 員 会

20日 511与- 911寺 於会飢集会主

出j市街 長谷川委員長ほか 4 ;g"， 

議事 l  正月号 = 凶立劇協特集 ・大型化似 l

号報告

2， 2月号ニi J l 設険械特集経過報告

3， 3月号- 50周年記念、号報告

4. 4 月号以降の特集テ ー7 について

各委員，会員グル ープより J:Jl 京の特集テーマ

集をもとに 協議し た結果. 4 .Rせは m築と

社会特集」と決定し ，次回委員会で具体化を

はかる。

( なお ，委員会終 f 後懇親会を催した。〕

会 勢 委 員 会

6 日 11時半- 31時 於 会 館 集 会 室

山席者 :t宮尾委員長ほか 10委員

会勢の jll l].必について

50周 年 記 念事 業 総 務 委 員会

表彰式分科会

9 日 正午- 4 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 防 省 岡 本 委 員 長，中原幹事 . [ ¥森委員

表彰内規i [ jl ，日応して表彰者を検討した

ゴルフ大会幹事会

12日 正午- 21侍 於 会 館 集 会 室

出席者 村野会長 ，伊東参与 ，佐野委員長

ほか 5 委員

二f ノレフ大会開備要項について検討

記念展覧会委員会

19日 511寺半 - 8 11寺 於会館集会室

出1 . 1 ' ; 者谷口幹事ほか 5 委員

特別見学会小委員会

26日 51時半- 61時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中出委員長 ，金子幹事ほか 4 委員

6 方面の見学企図案を検討した

恒 竺 記 念 物 建 設 準 備 委 三 三

12日 51時半 - 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋 委 員 長 ほ か 3 名

議事 大阪市の意向報告ならびに建物J規模につ

いて再検討

恒 戸 記 念号 特 別 編集 委 員 会

27日 31侍- 51時半 於会館集会室

出席者 滝沢委員長ほか 5 ;g"， 

議事原机整理の経過報告ならば次回委員会の

件

見

戸品，

寸ー

. 6.  

τD; :  

住宅委員千里メゾネ ッ ト住宅並に公団住宅見

主出 A

- 1 - =  

7 日 2 11与- 51時

出 席 者 岡 橋，熊谷正副委員長ほか14委員

会 員 忘 年 懇 親 会

14 日 611与- 81時 於太閤因

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受

けて盛大に開催。寄贈景品も多数 iζ 上り ，余

興も ｾｊｾ り沢山で ， 和歌山 ， 広島 ， 兵 ｊ ｊｪ ｩ ， 京都

各支部からも 11¥山者があり盛会を極めた。

当日の出席者490名( 写真〕
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信用a 5技術ど伝統の

7X771LトZ事 専 業 大l吉

誓言矢保商由
大 阪市 北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9  

内 装 資 材 専 門 庖

?iy 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 tljll ; I kl l l l l メ:.l tJと iJ:j 的 1 1  Ａｊｾ 千 ＱＱ ビル Ｉ

l((j 国l江川 tljl}; : B)  01¥8 1- :l 

支 庖 大 1:) ，( IIi ＮＱ じい ｾｩ ｩ Ｇ .. ［Ｚｬｉ ｬｲｓＨＩ ・［『ピ ｊｾ S  1; 桁 502 ｾ［Ｎ本 ｪ

l((jiii' ，!i，.l i  ＩＢ ｾ ｉＺＩＮＮＨ＠ :lG-I)  203 1- ，1  

倉 庫 ｴｾＱ り ｩ di fr{ i- I手一八中市 j必1 S 屯品 @2 9 2 3)

車 全 防 水 冷 工 法

ヌルーフテｾクヌ防 ＷＱ ミ工事

E  耐 酸 工 事 防 水 工 事 専 門 庖 、
、 一 一 耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社 一 一 '

大阪市北区高垣町80 T E L代 361/0178

68 

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド 化 *

仕 上 が 自 在 ‘ 日 本 壁 に も 、 洋 室 に も 、

( 一 週 間 て 立 派 な 和 洋 壁 仕 上 が 出 来 ま す )

Y  ｍ ヌヲ ｾＧｔﾭ

⑫。
吉野厄賓株式会結

本 U: Jlu;': ，I Hi UI1I { ) VI句3TI 12酔j色紙! l i lt: ビル6陪 )U: 2160951 kf¥: ょ、

大 阪 文 JJi 大阪 di ｾｴｬＢＺ＠ '::u:: ，;民i凶 l の25( 新大ピル ) 大阪 (3，11 ) 2556'  f¥:) 
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空 調設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 '生 設 備

所

所

所

所

所

築

業

川

川

悦

娘
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J
H
1

u

uμ

u

μ

u
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R

M

ヘ

ト
r

H
A
r

“
h

u

山

川

市

町

川

川

川

川

設 計 ・施 工

朝 日 工 業 社l

大阪市東淀川区加島町 3 5  7  

大阪支社 向 上

東京支社 東 京 都 港区芝浜松田J 2 ー 7 m話 (434) 6171  (大代)

支 底 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

当 業 所 盛 岡 ・劃11 路

置箇置塑

ｌ ｾ 事
l  G m l E l Mi J G U l 製 |

! ItIl l差房機 「ゾンナル」その他作時! ItIl l 乏fIJ . ! 機 l  

iIN水ボイラー 「ハイテンプ
J

Ｈ Ｑ Ｑ 日独 ｾ｜Ｂ￯￯ＱＺＢ .. ti.ull 技術rnuq-

‘  暖 冷 房 ・ 換 気 ・空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・給 排 水 -衛 生

創 業

大正二年

式

社

京

株

会

東

庖

庖

阪

幌

大

ヰL

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪市北区老絵IIIT 3- 56( 西天糊 ピJ レ) 包話 (364 )  22' 38 ( 代表)

東 京 高11 '1" 央 区 : m Ｂ ｾ ｾ＠ 1: :， 1  - 1  0  ｭＮ， ｴＮ ｾ＠ (551) 1079  ' 1617 

名 古 屋 市 南 区 大 機 通 2 ー 7 m.箔 (821) 3  5  5  8  

八 怖 浜市大￟Ｎｾ町 Ｓ ｾｴｬ ｊｦｩ 八 時 浜 Ｕ Ｑ Ｔ '1 4  

本 社

東 京

名古屋

四 伊

名 古 屋 庖

冷 暖 房 y  
6 5 サ シ シ

給排水、衛生本道 n.  環 境 術 生 施 設

電 気 1 =
、

荷 役 巡 搬 機 械

厨 房 " T" ー一ー司「
化 学 鉱 山 機 械

= 幽 T 雷 管 株 式 → . 1lJ;:; -::1:- r七
回 圃 句 珊 」 園 調 号 会社ノ、似ｾ . >仁 Jロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支 1; 5長 樋 口 11券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 Ｑ￘Ｚｾ舌大阪 αＰＲ Ｉ 代表 ＳＰ Ｗｬ
本

(  
1;5 東京郎千代間 区有楽町 l 丁 自10番 地

支1.5 ・出限戸斤 名古1昼、初 l湖、 礼申見、 広島、仙台

富山、金沢、静! 日j 、高低

工 場 制 傑、六郷、高槻、中山、古賀

A

Q

一

A

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 (451) 3  3  9  1  ( 代 表 )

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・八 戸

株式会社

本

支 活

出 張 所

• 

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  1直結 ω 4) 代表7031

支 庖 東 京 都千代間区神田小川町2丁目1 電話( 笥2) 代表7751

広島市紙屋 町 1 丁目 2 番 2 2 号 電 話 (47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 番 1 2 号 電話 (76) 代表3795

出張所 名古屋市中村区広小路西通3丁目9 電話( 話1) 2 9 4 8  

富 山 市 堀 川 小 泉 町 2 8 6 電話 (31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 町 8 電話 (34) 4 0 8  9  

福 井 市 西 宝 永 町 2 丁 目 1 1 3 電話 (22) 1  5  9  6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 1 4 7 電話α1) 5 0 9 8

設 計 施 工

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

11愛

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪371局7151 ( 代表)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 氾話 京者[156局4945 (代表)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

水 道 ・衛 生 . ｡ 愛冷房 ・ 其ｻ也 管｛ｾ 停

設 計 並 施 工

( 旧策雌久孝事 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

屯tR 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  
- 5 番

東 京本社 東 京 自1I千代日区大下回T 2 の 8 1J H也( 日本 ピJ レ)

司! ，1r ' i 東京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 点 )

中U! il 市市大通凶4丁目 U U! 地且銀ピル ＧＧｕ，Ａ吊 Ｔ 凶 Ｇｩｬ ＨＲ ｾＵＷＵ
金沢市高| 品1 ｾｦ＠ 2  1昨 f 6  }} Ｎｾ Ｑￎ， ｬ Ｏｩ 金沢 ⑫
ｾ［ ｉ ｜＠ J I!  rli ｦ 却、，ｾ 2 の 1 'o'[!，!f; ｾＧ ， ｜＠ JI ⑫ 2436 

般 市 2 1昨 r 9  'o'!I.!1; ，:，/;松ぬ5195

ｉｍｉ 山 市 大 Ｈｊｾ 3  8  0 の 1 'o' !I，!f ; '
出Illl ⑫ 5486

斎 藤 省 三 商 庖

庖 東 京 駅 前 九 ピ ル 6 附 6 7  6 区

ほ，1舌 東 京 (201) 3  7  6  1  
- 4  

大 阪 市 西 区 上 位 線 通 大 同 ピ ル 616号

屯 ，Ili 大 阪 (443) 3  3  6  i  - 6  

札 幌 市 北 十 条 西 1 8 丁 目 3 6 番 地

旬 結 札 似 (61) 4  3  7  1  
-

3  

名古屋市中区 栄 3 - 5 - 2 9 千代田ピル514 号

沿 お 中 局 (261) 0  6  4  1  
-

3  

株 t

会 社

.. 

社

t 、

ヱミ
業 株 式工

ぺ 百 左 目

λ
長て

t s 毛主

電 気 ・暖 冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

暖 房 株 式

衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大阪市西区土佐堀J i l l 1 丁目 1 4  

会 社

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

大阪市西区江 戸沼 1 - 6  0  7[，lt; (441)  8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 | 凋

京 郎 ・神 戸 ・岡 山 ・尚 松 ・広 島 ・熊 本 ・横 浜

札 l悦 ・ 仙 台 ・ 新 潟 町 山 ・ 金 沢
. ｾＧｦ，＠ 1十

号 冒 会 主

Ee! . メ L大 阪

本 1，5

支! 占

出張所 l; ! i 一東京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 初 ・神 戸 ・領 岡
支

営 業 所 一 広 島

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温湿 度 調整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 届

大 阪 市 北 区 北 同 心 田T 1 丁 目 5 7  

屯 訴 ( 351) (代 表) 2  8  0  8  

東 京 郎 文 京 区 本 郷 1 T 目 1 2  -
5  

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支后出張所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高 総 ・ 広 ぬ

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工
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社

給 水 衛 生 空気 調 和 設 備

設 計 施

A

A

玄

工

式ネ来業工山平

空 調 設 備 ・ 電 気 設 備 の 頁

土也

平

丁 目

(443) 代 0 3 3 1  

番2  

占

口

小
111  

2  

平

大 阪 市 西 区 江 戸

' ? l i : 話大阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

堀

取 締 役 社 長

仙 台 支 1，1;

名古屋支1苫

• 
冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

回
社

'，'I1，lli (443) ＨｾＦＸ Ｑ Ｖ Ｑ Ｍ 9  

'![l泊 (911) 3  9  4  1  

1・[l，11i (541)  0  9  6  6  

' o' [l品。4) げ78 '  4386 

'.'11.1占 (47) 7575 '  7588 

A

Q

一

A
式ネ来

本社大阪市西区 ｪｊｾ 田ｔ 幌 ｉ 了白 Ｖ 2  

ｴｊＱＱ 長所点点師 ｩ 北区上卜粂 ｬ 丁目 Ｙ ｉｩＧ ｦＲＲｾ［
名古! 五市中村区牧野田T 1 の6

神戸市' 1: 111区北長狭通7丁nl のl

広 仏 市 袋 町 6 lI'i 4  ｾ［＠

業エ田山

品三ｾ

-← 

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急 ピ ル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

套拘Ｖｾ＠高

本 社

大阪支庖

• 
温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 - 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール ・アルミ・サッシ・ドア ・シャ ッター

設 計 ・製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 胞 儲 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

'，'11 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

* 京 郎 北 区 神 谷 3 ・の 1 0 の 3

'111 * } 江 代 ( 901) 3  1  9  1  lI'i 

* 京初港区麻布ヲ手間T 1  5  5  (第 5 興手[) ピJレ)

1包 * > 古 代 ( 409) 0  1  5  1  lI'i 

屋 ・仙 台 連 絡 所 制 I:t. 1

理 研

大 阪 支 唐

本 社 ー工場

本 社 ・ 分 室

Ci i UO.  空気調和装置 各樋冷凍機

設 計 ・製作・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

7屯 .f舌 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東 京館中央区日本締本石田T 4  - 2  ( 三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 部 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

庖

場

本

支

工

古名底支

‘ー

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

社 .ljlllll 市 南 区 西 九 条 些 日 1ｾｉｔ＠ 2  0  lI'i 地 の l

-:'ll: J舌 (68) 5101- 5  ・ 倣Ａ日 ｊ ｾ ｪ ｊＮ ｮｪ ( 69)  1045 

大阪市北区天満椀筋 1 - 3 7 ( 天 満紙 北 諸 )

γ[l，!吊 ( 352) _ 3501 - 3  

四日市市浜田西末広田J ' ; ' 山崎9) 7431- 3  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 "・11，! i ; @3 6  1  0  

⑨ 

本

大 阪 営 業 所

v 電気設備

本

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 機 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  ( 361)  5  1  7  7  ( 代)

大 阪 市 北 区 高 間 町 3 0 1' 1] : 話! (364) ei 9  :， :， ( 代)

本 社 東 京 郎 千 代 間 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

1lt .1丙 (211) 8  5  1  1  '  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 ， ! !& III J  6  0  

'I'H: ，)，f; (21)  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 川 前 IlI f 3  - 6  

m ，!吊 ( 971) 3  6  2  1  

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 主 総 PIJ / 丁 目 2 2  

'0' 11 ぷ 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

* 点 制 港 区 赤 坂 l 丁 目 5 酢 7

γII ，1i; ( 481)  8  6  2  1  (¥: >>. 

名 古 lせ ・ 札 似 . l!，¥ IM1 

) l ! l 川 償 浜 ・ 浜 総 ・姫 路 ・刈 松

社

宇土

四 日 市 営 業 所

津 営 業 所

。 暖 冷 房 空 気 調 日 境 衛 生 工 事 一 切

、回， 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 本 町 5 0  

大阪事業本附 1t! .1肯 大 代 点 (312) 8  6  7  1  

東京司E娯 本 郡 東 京 郎 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

電 話 大 代 必 (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広封町 3 - 15( 中京γll: 7¥ピル)

1lJ: ，!，'; (581)  9  3  7  6  - 8  

京 滋 、 下 l湖 、 新 潟 、 金

会 社

* 京支社

支 l，ii

Ｎ［［ｾ Ｎ 業所

古 屋

業 本 部

事 業 部

名

盲

'

各 ｾ，ｾ＠

• 電 気 工 事 設 計 施 工

給 ・排水・衛生 ・消火・暖冷房設備

キ土

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 ' ， ' l I，ili . 大 阪 (313) 代ぷ3456

東京支広 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 招 二 「 目 卜 二

'41 ，i占 (551) 8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 l' ・l刈 山 ・広 烏 ・北 九 州

A

Q

一

A

i' n  

式

西 村 正

株

必 =

ヌl

取締役社長

ｾ＠
宅，藤工

西原衛生工業所大阪信

株式

曾 社

盆 業 所

3531 番
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電 気 設 備の 頁

設 計 ・ 施 工

司'

電 気 工 事
電 気 工 事 - 計 装 工 事

設 計 施 工

社

明

之 町 三 r r l - ll

7 3 4 1 - 5  

0 3 8 8 ・2 1 9  3  

一 泡 1!l
f
;大阪 (931)7∞4

lrfii 仙 1庁 2I 2ω7 . 4259 

A

Q

一

A
式

取締役社長 中 本 正

社 大阪市城京医ｾＨＭ i J: *  
，日， ｬ Ｎｲ ｩ 大阪ＨＹ Ｚｾ Ｑ Ｉ (¥:: t<  

ネ来
と
一
刈

e E I  

噌，本中
社

A

Q

一

A
式株業工原栗

本

大阪，j 'iJili. * 区YN[ w之町 '. J i  1-

Ｑ， ｾ￼ｬ ｬｾＮ ｦＮ卸， ［ｦｲ ｲｬ￭￭ ＮｬｾｬＱ ｬｪ 泊り ＳＶＰ '，' li ， 

資 材 倉 庫

奈良営業所

施 工

式会社

電 気 工 事 設 計

キ 富 士 電 業 株
社

工施

血

〈

敏

'

す

』

凡

又事

エ

ヒ

一

川一電

代表収締役

株 式 会 社

• 

')毛

通 1 r 目 6 5  

4- 7 ・7148- 9

広，( ，I
j

. 福 岡

中

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上

電 話 大 阪 (541 ) 056 

東 京 ・名 古 足 ・

111 取締役社長

社イ主

夫

大 阪 市 北 区 制j 笠 IUf 5  0  ( 堂ピ ル 7 附)

ｾｬｲ＠ ｲ ｾｬ ｬ ⑮ Ｓ＠ 6  7  1  ((¥:) 

東京百1I 中 央 区 日 本 稿 箱 崎 町 3 丁目 2 砕地

屯 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 . J:W. . 福 山

林

ヰ土

庖

本

支

営 業 所
出 張 所

衛 生 技 術 監 視 鍵

動 力 自 動 mlJ f卸悠

然 ・各 相l 瞥 紙i盤

3十・製 作

-4>0 ..6.. 

ェ、: M

定 I1持

春 吉

網 町 一 書 地

点 9 6  1  1  

関T 4 T 日 l  再生ー 3  ，;一

2  1  ( 大代 表 )

ｾｊ＠ 1  6  Ilf j 也

8381 従 1111 (441)  0502 

福 岡 ・ 仙 台

出1 ・ 4〆，古 I五

社

選 択 ; 制 御 監 視 装 誼 d 三 九 空 調

M U 製品hカ :t.iJ1，卸撚 昨: . c内 各相l

グ ラ フ イ ッ ク 盤 / J  分司I

＿Ｚｾ低圧受配電盤 一一 ，j量

森 井 電 業 株

取締役社長 森 井

専務取締役 佐 野

東 京 都 港 区 之 三 m

'11! ，1" 東 京 (451) 代

東 京 郎 品 川 区 商 品 川

'11! ，1占 東 京 (474) 3  2  

大 阪 市 北 区 1it 安

司! ，1島 大 阪 (443) 代 必

名 古 出 ー 広 島

u ( 京 ・大 阪 . 1; ，¥ 1  

吉田 倒 率 . M・ 4 主 ..6.. 

E g  ＱＮ・Ｇｦｾ ::x:¥， ｾ＠

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピJ レ三階)

'1[ ，]i; (364)  1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピ ル )

m ，li; (542)  5  6  4  .  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 暑 地

司i .1主 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ey 市 ・高 槻 市 ・姫 路

社

電 気 ・暖 冷房 - 空 調 工事 設 計施 工

F 晶 『

孟

取 締 役 社 長 栗 原 信 楽

大 阪 市 北 区 高 垣 IHJ 1  6 番 地 ( 点 阪 急 ピ ル 7 階)

屯 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  (大 代 )

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出 張 所 鋒 鶴 ・広 島 ・八 幡 ・福 岡 ・富 山

• 

本 社

東 京 支1古

大 阪 支1占

出 張 所

工 I劫

宇土

I苔

本

支

営業所

市
神出張所

計 施 工

気 商

永 造

| 町 1 5 番 地

) 代 3 0  5  6  

- 6  相馬ピル 5階

3848 .  (431)  8435 

四日市福山- 福 岡

名 種 電 気 工 事 設

株式会社 ヤ マ ト 電

山 本

阪 市 北 区 西 堀 I1

電 話 大 阪 (364

東京都港区新編 5 - 3  4  

電 話 東 京 (434)

大 阪 商 ・北海道・名古屋 ・

電 気 工事・ 言十装 工 事 設 計 施 工

A

Q

一

A

社
〈
云気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央 電

取締役社長

社 大

東京営業所

本

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 五 六 番 地

電 話 大 阪 代 表 (341) 8  1  3  1 .  - 7  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 信s ・草 津

社

支! 占

営業所

本

可ー

所張出

式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルデイング

T E L 代 点 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 上 i主 婦 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448) 1  3  6  1  

京 郡 市 中 京 区 西 ノ 広 中 合 同I 2  0 の 1 1  

T E L  ( ¥: : 必 (81 ) 9  2  9  6  

施 工

販 売

株 式 会 社

電 気 工 事 設 計

並 架 線 金 具 製 作

( 日本工業規格点示工

八 千 代 電 設 工 業

社
〈
云

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株電陽朝

秀 尾

阪 ⑪ 6531 (代 ) - 8

張所 |向山 ・北 九州'1

取締役社長

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 PII ，'I.Uii 大

支 庖 名古屋 営業所 東京 出

本f尾

ヰ土

営 業 所

本

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市Ｊ区 ｲｾￎｊ 腿傾五 ｔｉ ｬ 二 八醤地 ，似占大阪 (202) 0325- 9  I性

本 社 』 在 来 郎 千 代 凶 区 IJIi ｾｉｉ＠ 11.1  1  r 日 8 爵 I也

支 社 札 似 ・仙 台 九 ノ 内 . : 1' ，占 l;i • t' ，¥ I品l

出 漉 所 旭 川 1' 1  ill J  . 愉 i E .  1" I判 出 111

• 
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- 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ッ ク ス

・ 化 粧壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

泊管繰瓦 tユてム管

内〈ンチしー?ー・ミ) i/;-).レ

練 式 会 社

主 宰 高 曾

大阪市北区与力 III T- -ノー O

屯 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 

• 

¥!1(  791)代 7814 - 6

f江東京(4 91) 9698 

エ レベータ ・リフ ト・カーリ フト

計 ・ 製 作

本社営換所 ・大阪市東住吉区駒 川町 3 - 5  4  

代 理 庖 ・東京高11品川区東大崎 3 の 2 3  9  

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪急 ピ ル ) ( 351) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0336代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995tt 工 場 ( 328) 0336代

• 
窓掛、鍛帳、同際、 壁紙 室 内 装 飾 繊焼、舗床材一般

東洋リノリュ ーム の 東 リ n - ぺ. . ，ト発売元

。

)
社

A

S

A

 

式株井亀

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋 )

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

Board&Slate 

フ タ パ 需 3阪

g 二二3

耐 酸 'Y it 各 種 M ¥

天 窓 五 福 林 産 地 直 売 J ν j

建築 ｪｬ Ａｪｾ［ￆＵ η  

吉田芳雄商庄

株式

会 社

青写真とマイクロフィルム

Standard 盲

穴写外内株式会社

製図 ・トレ ース ・複写写真

‘' 

T E L ⑩ 9055 ( 代表)大阪市北区堂島北町16

• 
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• 

• 

• 

• 

網 入 光 り 波 型
カ、、

フ ス
( スレート 小波)

スレー ト大波

ー巳 サ 965
7

協 1，818叫n

夕、イニチ • ア ー モ ラ イ トt皮 板 - 平 板

( 硝 子 繊 維 強 化 ポ リ エ ス テ ル 板 ) 各種波、寸法 ( 長 尺 物有)

製 造 敗 売 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 J11 ｾ＠ 大 阪 市 北 灰 玉 江l町 2 /  4  ( 三 菱念廊ビノレ ) mJfi ( 441) 13  

本 社 神 奈 川県本11 似 I京 di一小 山 字 久 保 2 2  4  ｾｲＮＺ［ｲ ｩ Ｑｩ＠ (  72 )  3  1  0  1  - 4  

ｹｴｉｊｉ Ａｊ弓 ｊｾ 来場ル
- 永 久建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スサ｜ＺＭ苅 ＧｊＱνＧＩＩｾ 克ヲル Ｈ ｓｐｍ Ｉ

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ブゲス l二も/ 季初ごも

函すを・薬品 l三毛J

大丈夫で‘ オ Ｂ弓ースー ｊｴＭ 苅 ＧｊｬνＹＩＮｾ ヲル Ｈ ｃｓｐｍＩ

。3

. 新 時 代 に ? '/ チ し た 各 積 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

， 

7I
I

J  1  !J Jj ｊｾ ポ Ｙｊｾ 製造株式会祖
本 社 工 噛 尼 崎 市 大 物 北 口 電館大匝 (481) 8 0 8 5- 9

大 E 主 底 尼縄市北軒町 4 - 41(古川ピル) 電信大匝 (481) 8 0 8 5- 9

車京支庖量工場 埼玉県 車市東町 2 - 20 - 4 電 話 贋(32) 31 1  5- 7  

宣底 ・出張 所 郡山八幡名古屋川崎・岩国宇部盛岡般質 三原・憧島・徳山

N. G. C. 式

内外互業株式会結

工場 大阪市東住吉区桑津町三ノ 一六
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ス チ ー ル

ア ル ミ

FT.K乏

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ド ア ー ハ ン ガ ー

套22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 ぬ 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

包 括 大 阪 ( 401) 61

近代建築の要求する

※ 特 許 川 俣 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ヤ' y q-

言宣 言十

製 作

施 工

11¥俣シマ'γ ' - 1 - 工業株式会社大阪支庖

大 阪 支1苫 大 阪 市 北 区 若 松田130 1n: ai f
j 大 阪 ( 364) 9004 . 9016 ・4825

本 社 工 場 点 J;r lil S北 区 田端 UITl 138 m，l百点点 ( 893) 5  2  1  1  - 5  

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  ｾ＠ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
m 

• 
• - 革命的な軽量・小型化に成功. グ

トレイ式S 型冷却搭

'‘ • 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
'‘ • 
• 
• 
• 
• • 
• 
m 

a  

• 
• 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

亡コ仁コ
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空調用容量 ＷＵｾＲＰＰｒｔＮ

弊 社 は 豊 富 な 経 験 と 提 携 先 マ ー レ イ 社 の 技 術 を も

と に 、 業 界 の 要 望 に 答 え て よ り 軽 〈 、 コ ン パ ク ト

な 空 調 用 冷 却 塔 の 開 発 に 成 功 し ま し た 。 たちまち

数 十 台 の 受注 あ り 爆 発 的 人気 を 呼 ん で 居 り ま す。

- 軽 量 、 コ ン パ ク ト で 高 性 能

・ 所 要 馬 力 、 騒 音 が 少 い

. 耐 食 性 、 難 燃 性

ガ ラ ス 強 化 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 ( F R  P ) 製

. 据 付 面 積 が小 、

多 セ ル の 場 合 、 接 合 設 置 が で き る

・ 保 守 点 検 が 簡 単

ヨ合商時間フアウドラー示司

本 社 ・ 工 場 神 戸 市 葺 合 区 脇 浜 町 l 丁 目 T E L 神戸( 大代表 )( 23) 4  1  5  1  

東 京 支 社 東京都中央区八重洲4丁目3番( 住友生命八重洲 ビル) T E  L 東京( 代表)( 272)1511

営 業 所 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 九 州 ・ 札 幌

• 

• 

-

-

m

-

-

a

m

m

a

m

-

-

-

-

m

a

m

a

u

-

-

M
骨

曽

骨

鍵

曽

骨

曽

骨

幽

骨

• 

• 
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4
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A

Q

2

 

式

叩

訟

悶

当

件

木

m

h
除

W

W必

4

A

I

-

-

州

車

問
一歴原

内
口
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A
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• 

本 社 工 場 大 阪 市 西 徒川区 御 幣島東 2 ノ 5 電話大阪( 何4灯引7η71) 1  

第 ニ 工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島西 3 ノ9ω9 電話大阪( “47η1) 0  4  2  6  

• 

• 

@  

.  .・

グ

• 
⑨ お 部屋 の ム ー ド は壁 材 の 美し い調 和 で・・・・・ ・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( _  f o [ ( 繊 維 明 付 )
- チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ - 事 香

- い す 2・ か ベ
・，/、。

ビ ロ ン • ...i 、く よ か ベ ・2一育 流 - 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ あ (t - 錦 上 壁 K ( で 問 繊 キ11，Ｂ，ｾ材 Ｉ

- ス- . / ' ー ウ オ ー ル .  !嵩 雲 一 コ 一 コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル ( -_  fo[ ( 縦 割1: Ｂ，ｾ材 Ｉ
- 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍• • - あ け lま - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら んの ( キ年 正it

- 新
.1m 

壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

( ド;)j 火繊維喰材としてご使汀! の釘l は 上 記 尚 :111に シ ン ケ ン | 坊 火 剤 を 出 入 の こ と )

. : / ンケン| 切火剤 . 1幼J.，!I斉IJ エ パ コ ン . 耐湿斉IJ オ ー トン ・化'γ ・籾l ス ー パ ー シ ン ケ ン 約J ( 全固有1 ' ，建 材 J，l' i に有)

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 IJq ッ紙 T  E  L ( 538) 2951代 ( 541 ) 5757代
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性 に 優 れ 、 安 定 し た 状 態 で圧 送 で き ま す 。

株 式 会 社 3由 周 首 ( 1 : : : 1 こ 率 土 : 阪 営 業; ZJ ZZLL:;: :;; ;;: ;;;;;52
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す ぐ れ た 主 な 特 長

全 密 閉 式 圧 縮 機 に よ る ず ば

ぬ け た 冷 房 力 。 感 度 の よ い

自 動 温 度 調 節 器 の 働 き で 健

康 冷 房 を 、 お 約 束 で き ま す

ボ タ ン を 押 す だ け で 、

自重力i軍車主力 汁 ま じ ま リ ま す 。

全完

室 内 の 環 境 を 左 右 す る 大 き

な 要 素 に 、 充 満 し て い る 空

気 の 問 題 カ 〈 あ リま す。 温 度

新 鮮 な 空 気 、 こ れ ら

を 理 想 の 状 態 に 保 つ た め に

言宣言十されたのカイパッケージ形

エ ア ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー で す

湿度、

水 冷 式 / R  P - 5 0  6 / R  P - 7  5  6 / R  p - l 0  0 6  

ど ん な ご 希望 に も お 応 え で き る 理 想 的 な 空 気 調 和 装 置

。 目 宜It.yケージ膨

I 7-ーコンテ:rショナー

日立製作所 大 ｼ 坂商品常 業 所 ｾ ｔ E  L (06) 313- 1401 (大代表)
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当り 1 0 Okg  /  hも 蒸気 を 発生

50% も多く 蒸 気 が出 る の で 、 数 多

くの ボ イ ラ が 不 要

3  T パ ー ナ の 組 合 せ て ¥ 燃 焼 負 荷

20% か ら100% まで、何れの 負 荷 で

も 、 ボ イ ラ 効 率 は 、 い つ で も87%

以 上

ウ ー タ ー パ ッ ク で す か ら 、 ボ イ ラ

背 面 か ら の 熱 の 放 散 や 後 部 鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

もなく 、 補 修 費 も 節 約 で き る
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〈新開発〉

平 川 鉄 工 所
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 の 11 T  E  L  ( 458)  8681(代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州| ・ 滋 賀 工 場

5  t / h  

l Ot / h  

株式会社

( 送料共)


